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1 るす た にめ全安 に 用使

この電子説明書をよくお読みいただき、正しくお使いく

ださい。

特にWii Uメニュー (安全に使用するために)は、ご

使用になる前に必ずお読みください。ここには、お客様

の健康と安全のための大切な内容が書かれています。

ご使用になる方が小さなお子様の場合は、保護者の方が

よく読んでご説明ください。

● Wii Uで撮影・録音などをしたものは、個人で楽しむ

など法律で認められた場合を除き、著作権者などの権

利者に無断で利用できません。なお、実演、興業、展

⺬物などは、個人で楽しむ目的でも、撮影・録音など

が制限されている場合がありますのでご注意くださ

い。また、他人を無断で撮影したり、他人の画像を無

断で公表したりすると、肖像権やプライバシーの侵害

になる場合がありますので、ご注意ください。

● Wii Uを利用して、犯罪行為や公序良俗に反する行為

などを行わないでください。法令・条例に従い、責任

を問われることがあります。

● Wii Uで画像・動画・音楽などを送信すると、送信先

にてコピー・改変・再送信などをされる可能性があり

ます。一度送信された画像・動画・音楽などを削除し

たり、利用を制限したりすることはできませんのでご

注意ください。

ていつにどな権作著

の



2 O/ FFN源電 Oの

電源をON/OFFするには、次の方法があります。

※ クイックスタート画面を利用するには、あらかじめ本体設定

の「電源の設定」で、「電源OFF時の動作を設定す

る」と「クイックスタート画面の設定をする」をそれぞれ

「使う」に設定しておく必要があります。

※ TVリモコン機能 を設定している場合は、を押し

てTVリモコンの画面から本体の電源をONにすることもでき

ます。

※ 電源をOFFにしたあと、すぐに電源をONにしないでくださ

い。故障の原因となります。電源ランプが赤色になったあ

と、必ず4秒以上待ってから、電源をONにしてください。

※ 本体やWiiリモコンなどのでも電源をOFFにすることがで

きます。

GamePadのを1秒間押してください。電源がOFFにな

ると、本体の電源ランプが⻘色から赤色に変わり、

GamePadの画面が消えます。

Wii U GamePadのまたはを

押すと、GamePadの電源がON

になり、クイックスタート画面

表⺬されます。
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※ WiiメニューやWii専用ソフトを使用中は、GamePadで電源

をOFFにすることはできません。
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。すまきで更変で｣定

設｢の面画トータスクッイク、は量音の音信着 ※

。いさだくてしチッタを｣るじと｢る

あに下左の面画のせらしお、は合場いたしにFFOを面画
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の面画トータスクッイク｢→｣定設の源電｢の定設体本



3 ータ ト 面画イク ッ スク

Wii U GamePadのまたはを押して電源をONにした

ときに表⺬される画面です。

最近遊んだソフトの中から、遊びたいソフトを直接はじ

めることができます。すぐにゲームを楽しみたい方にお

すすめです。

※ クイックスタート画面を利用するには、あらかじめ本体設定

の｢電源の設定｣で、｢電源OFF時の動作を設定する｣

と｢クイックスタート画面の設定をする｣をそれぞれ｢使う｣に

設定しておく必要があります。

※ Wiiメニューを直接はじめることもできます。

※ ネットワークを使ったサービスや機能を利用するには、ユー

ザーごとにニンテンドーネットワークIDの登録が必要です。

ソフトアイコン

最近遊んだソフトが10個まで表⺬されます。遊びた

いソフトのアイコンをタッチしてください。

※ Wiiメニューから起動したWii専用ソフトは、Wii

メニュー のアイコンで表⺬されます（ソ

フトのアイコンは表⺬されません）。

※ Wii U本体を複数のユーザーでお使いの場合、自

分以外のユーザーが遊んだソフトのアイコンが表

⺬されることもあります(ユーザーごとの表⺬で

はありません)。

※ 本体が電源OFFのときにインストールが完了した

ソフトのアイコンも表⺬されます。
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※ GamePadのとでも操作できます。

おしらせを受信したときの着信音の設定などができ

ます(着信音の音量は、GamePad上面のボリューム

では調整できません)。

クイックスタート画面の設定

ユーザーのMii（ミー）

ユーザーの自動選択が設定されている場合に表⺬さ

れます。Miiをタッチすると、ゲームを遊ぶユーザー

を変更することができます。

※ 自動選択の設定は、ユーザー設定 で変更

できます。

Wii Uメニュー を表⺬します。

クイックスタート画面に表⺬されていないソフトを

はじめたい場合に選んでください。

Wii Uメニューへ

3
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4 ニメ ーュUiW  i

Wii Uメニューでは、画面に表⺬されるたくさんのソフ

トの中から好きなソフトをはじめたり、各種設定を行っ

たりすることができます。

テレビの画面には、ほかの人が遊んでいるソフトや

Miiverse での話題などが表⺬されます(インター

ネット接続時に定期的に更新されます)。

Wii U GamePadの画面には、本体に内蔵されているソ

フトなどが表⺬されます。

わらわら広場

Miiverseへの投稿や話題になっているソフトの情報

などを見ることができます。

表⺬の拡大/縮小

テレビとGamePadに表⺬される画面を切り替えま

す。GamePadに表⺬を切り替えると、タッチやス

ライドで操作することができます。

画面の切り替え

※ ネットワークを使ったサービスや機能を利用するには、ユー

ザーごとにニンテンドーネットワークIDの登録が必要です。
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ユーザーのMii(ミー)

今Wii Uを使用している人のMiiが表⺬されます。Mii

をタッチすると、ユーザーの交代や設定ができます。

ソフトをはじめるには、アイコンをタッチしてくだ

さい。

※ コントローラーのとでも操作できます。

※ ソフトに新しく追加データやお知らせが届いたときは、

アイコンの周囲が⻘く光ります。

(空きボックスアイコン)をタッチするとフォルダー

を作ることができます。

※ アイコンをタッチし続けると、移動できるようになりま

す。タッチしたまま移動したい場所までスライドして、

指またはタッチペンを離してください。

※ Wii Uメニューに表⺬できるアイコンは、ソフトが最大

300個、フォルダーが最大60個です。

ソフトアイコン

お使いのWii U本体で初期化したUSB記録メディア

が接続されている場合に表⺬されます。USB記録メ

ディアには、ニンテンドーeショップ で購入

したダウンロードソフトなどを保存することができ

ます。

USB記録メディア

4
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Wii Uメニューに表⺬されるソフトアイコンには、次の

種類があります。

ディスクスロットにWii Uのゲームディスクを入

れると、そのゲームのアイコンが表⺬されます。

Wiiのゲームディスクを入れた場合は が表⺬

されます。

Wii U本体には、次のようなソフトが入っています。

ディスクソフトアイコン

本体内蔵ソフトアイコン

テレビとGamePadに表⺬される画面を切り替えま

す。テレビに表⺬を切り替えると、Wiiリモコンで操

作することができます(あらかじめWii U本体にセン

サーバーを接続しておく必要があります)。

画面の切り替え

タッチすると、画面をスクロールできます。

ページの移動

Wii Uを安全に使用するための注意事項を表⺬しま

安全に使用するために
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5 メン ニ ーュタOH M ボE

Wii U本体の電源をONにしたあとにコントローラーの

を押すと表⺬されるメニューです。

ソフトを中断して電子説明書を見たり、ニンテンドーe

ショップやインターネットブラウザーなどの一部の本体

内蔵ソフトをはじめたりすることができます。

ユーザーのMii

今Wii Uを使用している人のMiiが表⺬されます。

ソフトアイコン

ほかのソフトのプレイ中でも起動することができるソ

フトです。

コントローラーの設定

Wii U本体で使用するコントローラーの設定ができ

ます。

コントローラーの電池残量

使用しているコントローラーの電池残量が表⺬され

ます。

電子説明書

Wii U本体のくわしい使いかたを確認できます。

ソフトのプレイ中は、ソフトの遊びかたを確認でき

ます。

※ 「ソフトをおわる」を選ぶと、プレイ中のソフトを終了して
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Wii Uメニューに戻ります。セーブしていない内容は消えて

しまいますので、ご注意ください。

コントローラーの設定を変更す

ことができます

｢画面OFF｣を選ぶと、GamePa

の画面を消すことができます。

レビ画面だけを表⺬させてソフトをプレイする場合に、

GamePadのバッテリーの消費を抑えることができます。

別売のコントローラーをWii U本体で使えるようにするに

は、｢登録｣を選んだあと、画面の案内に従って操作して

ください。

Wii U GamePadの設定

以下のことができます

・画面の明るさの調

・省エネモードの設

・振動機能の設

・バッテリー残量の確認

Wiiリモコンなどの設定

※ Wii U本体のシンクロボタン(SYNC)を押してコントローラー

を登録する方法もあります。 21

。すまりなくる明りよが面画、とるす続接をータプダアCA

にきとるいてれさ定設に」5「はたま」4「がさる明の面画 ※

。すまいてれさ定設に」4「はさる明の面画、時げ上い買お ※

ていつに間時続持のーリテッバ

。す

まりなく⻑が間時続持ーリテッバ、めたるれさ整調に的動

自がどなさる明るす⺬表、とるすにNOを」ドーモネエ省「

。すまりわ変てっよにどなさる明の面画、度温の囲周

、況状用使の信通線無や)どなクイマやラメカ(能機るす用使

定

定

整

。
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以下のことができます

・音量調

・振動機能の設

・Wii U本体に登録しているコ

トローラーの順番(1Pや2Pなどのプレイヤー番号)の

変更

・電池残量の確認

※ Wii U本体に登録しているすべてのコントローラーの設定が

変更されます。

ン

定

整

。



6 ニューメWii

※ GamePadやWii U PROコントローラーでは操作できませ

ん。

Wiiメニューをはじめるには、次の周辺機器が必要です。

・Wiiリモコン（またはWiiリモコンプラス）

・センサーバー

Wii専用ソフト(Wiiディスク

Wiiウェア、バーチャルコンソ

ル対応ソフト)を遊ぶための

ニューです

テレビやGamePadの画面に表⺬したWiiメニューやWii

専用ソフトは、Wiiリモコンで操作します。

あらかじめWii U本体にセンサーバーを接続して、Wiiリ

モコンを本体に登録 しておいてください。セン

サーバーの接続方法については Wii U取扱説明書

をご覧ください。　

※ ソフトを遊ぶには、プレイ人数分のコントローラーや対応周

辺機器が必要な場合があります。くわしくは、各ソフトの取

扱説明書をご覧ください。

テレビに表⺬して操作する場合
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次のような環境で操作してください。

GamePadに表⺬して操作する場合

次のような環境で操作してください。

※ Wii Uベーシックセットには、プレイスタンド[WUP-016]

や充電スタンド[WUP-014]は付属しておりません。店頭ま

たは任天堂ホームページで購入することができます。

http://www.nintendo.co.jp/support/

・GamePadを、水平な場所（テーブルの上など）に置

いたWii  U GamePadプレイスタンドやWii  U

GamePad充電スタンドにのせている

・GamePadのセンサーバーとWiiリモコンの間に障害

物がない

・GamePadの正面に座って（立って）いる

・GamePadから30cm～1m離れている

・テレビの上（または下）に設置したセンサーバーの前

の面がしっかり見えている

・センサーバーとWiiリモコンの間に障害物がない

・テレビの正面に座って（立って）いる

・センサーバーから1～3m離れている

センサーバー

センサーバー



くわしい使いかたについて

Wiiメニュー電子説明書を

覧ください

。いさだ

くてし用使てしどなるえ変をき向のdaPemaG、にうよい

なけ受を響影の)側ビレテとdaPemaG(ーバーサンセのつ2

。すまりあが合

場るなに定安不が作操のンコモリ

iiWで)囲範の色緑い濃(所場なう

よの図右、とるあがdaPemaGの

態状のNOが源電にく近のビレテ

意注ごの時作操

。

ご

、は

たかい使のーュニメiiW



7 モコンTVリ

GamePadで、お使いのテレビやチューナーなどの操作

(電源ON/OFF、チャンネル切り替えなど)ができる機能

です。

テレビのリモコンを使わなくても、GamePadひとつで

テレビを見たり、ゲームをはじめたりすることができま

す。GamePadの赤外線受発光部をテレビに向けて操作

してください。

※ あらかじめ、本体設定 でお使いのテレビのメーカー

などを登録しておく必要があります。

※ Wii U本体の電源がOFFのときでも、ゲーム中でも、操作で

きます。

※ ゲーム中に本機能を使用する場合、ゲームは中断されませ

ん。ゲームを中断したい場合は、を押してHOMEボタンメ

ニューを開いてから を押してください。

を押すと、TVリモコンの画面が表⺬されます。

テレビの電源

テレビの電源をON/OFFします。

22

1

1

4

5

6

7

2

3

たか見の面画

、



本体設定 でお使いのDVDレコーダーや

チューナー(ケーブルテレビや衛星放送など)を登録

しておくと、それぞれの電源のON/OFFもできるよ

うになります。

入力の切り替え

タッチするたびに、テレビに接続されている機器の

画面に表⺬が切り替わります。

チャンネルの切り替え

タッチするたびに、チャンネルが切り替わります。

左の数字 ～ を選んで直接チャンネルを切り替え

ることもできます。

音量の調整

や をタッチするたびに、テレビの音量が上下し

ます。

放送波の切り替え

ご契約済みの放送波の切り替えができます。

番組表

本体設定 で登録した機器(テレビ、DVD

レコーダー、チューナーのいずれか)に番組表の機能

が内蔵されている場合、番組の一覧をテレビ画面で

見ることができます。

※ GamePadのとで操作してください。

Wii Uであそぶ

Wii Uの電源をONにします。

※ 電源がOFFの状態のときのみ表⺬されます。
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8 るべ遊 トフソiiW でU 

遊べるソフトの種類と、ソフトの年齢区分マークについ

て説明します。

Wii Uでは、Wii U専用ソフトやWii専用ソフトを遊べま

す。

表⺬年齢に達しない方にとって、ふさわしくない表現内

容が含まれることを⺬すマークです。購入時の参考にし

てください。

Wii Uでは、お子様の年齢に合わせて、遊べるソフトを

制限できます。

34
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※ ゲームの難易度を⺬すものではありません。

※ 対象年齢は、CERO倫理規定に基づいて審査されています。

※ 通信プレイなどを通して得られる追加の表現については適用

されません。

他のそ・葉言怖恐

薬麻力暴

罪犯ルャシクセ

ルブンャギ愛恋

煙喫・酒飲

ていつにンコイアツンテンコ

。すまいてれさ⺬表にトフソのZ～Bが分区齢

年、でンコイアす⺬を現表るなと拠根たし定決を齢年象対

スーベターデ・育教

象対みの上以歳81

象対上以歳71

象対上以歳51

象対上以歳21

象対齢年全
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9 び遊 たかーゲ のム

ゲームのはじめかたや、終わりかたを説明します。

Wii Uメニューで、アイコン

タッチしてください

Wiiディスクの場合は、Wii

ニューに移動します

以降の操作は、各ソフトの説明書をご覧ください。

※ WiiリモコンやWii U PROコントローラーを使うには、あら

かじめWii U本体への登録が必要です。Wii Uメニューが表⺬

されている状態でWii U本体のシンクロボタンを押して、画

面の案内に従って登録してください。

※ Wiiショッピングチャンネルで購入したソフトはWiiメニュー

で遊べます。

を押すと、ゲームを一時中断できます。

ゲームを終了する場合は、「ソフトをおわる」をタッチ

してください。Wii専用ソフトの場合は、「Wiiメニュー

へ」を選んでください。

※ 通信対戦中など、状況によっては一時中断されない場合があ

ります。

※ ゲームを終了すると、セーブしていない内容は消えてしまい

ますので、ご注意ください。
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ソフトをはじめたあと、を押してHOMEボタンメニューを

開き、｢説明書｣をタッチしてください。プレイ中のソフトの

説明書が表⺬されます。

※ Wiiのディスクソフトには、電子説明書はありません。

。いさだくてし押を)ン

タボトクェジイクスィデ(

はきとす出り取をクスィデ

はきとる見を書明説



10 タジオスMii

いろいろな顔のパーツを組み

わせて、あなたや家族、友達

分身として、Mii(ミー)とい

キャラクターを作成すること

できます。

※ 本ソフトで作成したMiiは、対応するほかのソフトに登場し

たり、プレイヤーとして使用したりできます。

※ Wii専用ソフトでMiiを使うには、Wiiメニューの「似顔絵

チャンネル」で作成してください。本ソフトで作成したMii

は使えません。

ソフトをはじめたあと、を押してHOMEボタンメニューを

開き、｢説明書｣をタッチしてください。電子説明書が表⺬さ

れます。

はきとる見を書明説
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合



11 re esiM vi

※ インターネットへの接続が必要です。

※ HOMEボタンメニュー からはじめることもできます。

※ 保護者による使用制限 で、Miiverseの閲覧や投稿を制

限することができます。

ソフトをはじめたあと、Miiverseのメニューバーにある

「マイページ｣をタッチして、｢マイメニュー｣から｢説明

書・利用ガイド｣を選んでください。

世界中の人たちがMiiを通じて

ながるネットワークサービス

す。プレイしているソフトの

での体験や、興味を持ってい

話題を、世界中の人たちと共有することができます。

5
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12 シe ョ プッーンニ テ ドン

※ インターネットへの接続が必要です。

※ HOMEボタンメニュー からはじめることもできます。

※ ソフトや追加コンテンツなどを購入するには、ニンテンドーe

ショップに残高を追加(チャージ)する必要があります。

※ Wii Uのユーザーとニンテンドー3DSシリーズ本体に同じニン

テンドーネットワークIDを登録すると、ニンテンドーeショッ

プの残高や気になるリストなどを共有できます。

※ 保護者による使用制限 で、ソフトの購入やクレジッ

トカードの使用を制限することができます。

ダウンロードソフトや追加コン

ンツなどを購入できるインタ

ネット上のお店です。また、ソ

トの詳細情報や紹介映像を見た

体験版をダウンロードしたりすることもできます。

ソフトをはじめたあと、ニンテンドーeショップのメ

ニューバーにある｢マイメニュー｣をタッチして、｢ヘル

プ｣から｢説明書｣を選んでください。

5
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13 ラブト ーザウタンイ ッネー

※ インターネットへの接続が必要です。

※ HOMEボタンメニュー からはじめることもできます。

※ 保護者による使用制限 で、使用を制限することがで

きます。また、フィルタリングサービス「i-フィルター　for

Wii U」(有料)を利用することで、有害なサイトへのアクセス

を防ぐことができます。くわしくは、インターネットブラウ

ザーの電子説明書をご覧ください。

ソフトをはじめたあと、インターネットブラウザーのスタ

ートページで｢説明書を見る｣をタッチしてください。

テレビ画面とGamePadの画

(タッチスクリーン)を使って、

単な操作でインターネットのウ

ブページを閲覧することができ

す。

5
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14 T o iiVdniN net

※ インターネットへの接続が必要です。

※ HOMEボタンメニュー からはじめることもできます。

※ 保護者による使用制限 で、使用を制限することがで

きます。

｢Nintendo TVii｣の便利な使いかたについては、ソフトを

はじめたあと、メニューの中にある「説明書」をご覧くだ

さい。

気になったテレビ番組のくわ

い情報や、その番組に関係す

人物のプロフィールを手軽

チェックすることができるサ

ビスです。また、あなたやあなたのご家族が登録したお

気に入りの内容を元に、好みにあわせた番組をおすすめ

するモードのほか、番組や出演者についての投稿/閲覧

を楽しむことができます。
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15 C h taiW i U 

※ インターネット接続に必要な費用や通信料などは、お客様

のご負担になります。

※ テレビ電話をするには、お互いにフレンド登録 を

しておく必要があります。

※ 保護者による使用制限 で、使用を制限することが

できます。

ソフトをはじめたあと、を押してHOMEボタンメニューを

開き、｢説明書｣をタッチしてください。電子説明書が表⺬さ

れます。

インターネットを通じて、無

でテレビ電話ができます。遠

離れた家族や友達と、お互い

顔を見ながら、会話ができま

また、テレビ電話中に、GamePadの画面にタッチペン

で自由に文字や絵などを書いて、相手に見せられます。
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16 Wii UND ケ Uオ カラendtNin YSOOo╳J

採点機能やパーティゲームな

で、ひとりでもみんなでも楽

める本格的なカラオケです

自分のMiiの映像で歌ったり

Miiでお気に入り曲を管理したり、Wii Uならではの機能

もあります。

※ Wii Uマイクなど、別売のUSBマイクに対応しています。

※ 本体設定 の「データ管理」で本ソフトを消去した

場合、ニンテンドーeショップ から再ダウンロード

できます（本ソフトを更新していない本体では消去できま

せん）。

ソフトをはじめたあと、を押してHOMEボタンメニューを

開き、｢説明書｣をタッチしてください。電子説明書が表⺬さ

れます。

22
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17 リストドフレン

※ ニンテンドーネットワークIDの登録 が必要です。

※ 保護者による使用制限 で、フレンドの登録を制限す

ることができます。

友達をフレンドとして登録す

と、離れた場所にいてもインタ

ネットを通じて一緒にプレイを

しんだり、Miiverse で

接メッセージをやり取りしたりすることができます。

フレンドのMiiやニックネーム、オンライン状態などが

表⺬されます。

フレンドリクエストの通知

いっしょに遊んだユーザーなどから、フレンドに登

録するためのリクエストが届くと表⺬されます。

タッチして、そのユーザーとフレンドになるかどう

か選んでください。

※ 13歳未満のユーザーは、フレンドリクエストを受け

取ったり送ったりすることはできません。｢フレンドの

自分の情報

タッチすると、ひとことコメントを入力できます。
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登録｣で、実際に知っている友人のニンテンドーネット

ワークID を入力して登録してください。

フレンドの一覧

フレンドが一覧で表⺬されます。

フレンドをタッチすると、プロフィールや今遊んでい

るソフトの情報などを見ることができます。フレンド

が遊んでいるソフトを自分も持っている場合、そのフ

レンドといっしょに同じソフトで遊ぶことができます。

いっしょに遊んだユーザー

インターネットを通じていっしょに遊んだことがあ

るユーザー(フレンドを含む)が一覧で表⺬されます。

フレンドの登録

相手のニンテンドーネットワークID を入力

すると、相手にフレンドリクエストが届きます。受

け取った相手が承認すると、フレンドとして登録で

きます。

設定

フレンドに公開する情報やフレンドリクエストの受

信に関する設定などができます。

※ フレンドは、最大100人まで登録できます。

※ 13歳未満のユーザーは、フレンドとして登録したい相

手(実際に知っている友人)と、お互いのニンテンドー

ネットワークIDを入力する必要があります。
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いっしょに遊んだソフトや日

のほか、フレンドリストなど

の登録状況が表⺬されます

※ 最大100件まで表⺬されます。100件を超えると、古い情報

から消去されます。

※ フレンドのMiiに が表⺬されます については、下記

の「ブロックリスト」をご覧ください。

また、ユーザーをタッチすると次のことができます。

・ゲーム中の名前を確認する

・ユーザーのプロフィールをMiiverseで確認する

・ユーザーのMiiを保存する

・ユーザーにフレンドリクエストを送信する

・ユーザーをブロックリストに登録する

ドンレフのンイランオるきでがとこぶ遊にょしっい

ドンレフのンイランオの中イレプ

ドンレフのンイランオいなはで中イレプ

ーザーユの中録登をDIクーワトッネードンテンニ

ーザーユのみ済信送をトスエクリドンレフ

ドンレフのンイラフオ

ていつに順び並の覧一のドンレフ
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。

へ

時

ーザーユだん遊にょしっい



以下のことができます

・自分のオンライン状態とプ

イ中のソフトの公開につい

設定す

・フレンドリクエストの受信について設定する

・ブロックリストを確認したり、登録したユーザーをは

ずす

る

て

レ

。

定設

トスリクッロブ

。すまれさ⺬表がに横のiiM、とるす録登。すで能機るき

でがとこるすりたげ下を率確う会出で中のトフソ、りたし

クッロブをトスエクリドンレフ、てし対にーザーユな快不

。いさだくてっ行で」定設「

のトスリドンレフ、は合場すずはらかトスリクッロブ ※

。すまれさ

去消らかトスリクッロブに順らかーザーユたし録登にめ

じは、とるえ超を人001。すまきで録登でま人001大最 ※



18 リストせおしら

※ おしらせを受け取るには、インターネットへの接続が必要で

す。

※ Wiiメニュー で遊んでいるソフトからは、受け取る

ことができません。

未読のおしらせは、光って表

されます。見たいおしらせ

タッチしてください

おしらせによっては、関連ソフトを直接起動できるアイ

コンのほか、次のアイコンが表⺬される場合があります。

※ 任天堂からのおしらせは、お客様への重要なご案内をお届け

するため、お客様ご自身で配信を停止することはできませ

ん。

※ 不要なおしらせを削除したり、残しておきたいおしらせを保

護しておくことはできません。

※ おしらせが100件を超えた場合や、おしらせリストの保存容

量を超えた場合(画像付きのおしらせが多い場合など)は、古

いおしらせから順に消去されます。

ソフトからのおしらせの配信を停止できます。

Miiを保存できます。

任天堂やソフトからのおしら

が、最大100件表⺬されます

6

。

せ

。

を

⺬

る見をせらしお



19 きろく毎日の

Wii Uのソフトで遊んだ時間や

数を、日付やソフトごとに見

ことができます

※ 「毎日のきろく」には、Wiiのソフトは記録されません。Wii

メニュー のWii伝言板で、Wiiのソフトで遊んだ時間

のみ確認できます。

テレビの画面には遊んだ時間やソフトの本数の合計が、

GamePadの画面には遊んだソフトが一覧で表⺬されま

す。

ユーザーの切り替え

ほかのユーザーの記録を表⺬します。

表⺬の切り替え

集計結果を日単位または月単位で表⺬します。

遊んだソフトの一覧

※ ユーザーが2人以上いる場合に表⺬されます。

6

1 2

3

1

2

3

daPemaG

ビレテ

たか見の面画

。

る

回



遊んだ時間が⻑いものから順に、30位までを表⺬し

ます。ソフト名をタッチすると、これまでに遊んだ

時間や回数などの合計を見ることができます。

※ 記録できるソフトは256本までです。それを超えると、一番

古い記録から順に消去されます。

※ /を押すと、遊んだ記録がある一番近い日(または月)に

戻ったり進んだりすることができます(/を押しても同様

です)。



20 ドー 理管ウダ ロン

ニンテンドーeショップで購入

たソフトなどのダウンロード

況の確認ができるほか、いつ

間に通信(※)を停止したり、ソ

トをプレイしながら行うダウンロードを停止したりでき

ます。

※ いつの間に通信とは、さまざまな情報を自動的に送受信する

ことができる機能です。

ダウンロード中および完了しているデータが、一覧で表

⺬されます。

設定

ソフトのプレイ中など、ほかの操作をしているとき

にダウンロードを行うかどうかを設定したり、デー

タが正しくダウンロードされない(自動更新されな

3

1

2

1

22

。すまいてれさ

定設に｣いなわ使｢は｣作動の時FFO源電｢、時げ上い買お ※

はにう行で動

自をルートスンイやドーロンウダのターデ新更

。すまきでがとこぶ遊

にぐす、にずた待をルートスンイ/ドーロンウダのターデ新

更、きとたし動起をトフソに次 。すまれわ行に的動自がル

ートスンイとドーロンウダは合場るあがターデ新更いし新

、にとあたしにFFOを源電の体本、とるいてし定設に｣う使｢

を｣作動の時FFO源電｢で｣定設の源電｢の定設体本

たか見の面画

フ

の

状

し



ダウンロード状況

データの名前や受信状況などが表⺬されます。

ダウンロード中のデータには が表⺬されます(新しく

見つかった更新データなど、自動的にダウンロードし

ているデータの場合は、ソフトアイコン上に が表⺬

されます)。

タッチすると、データの種類や容量、保存先が確認で

きます。エラーが発生した場合は、対処方法が確認で

きます。

※ ソフトのプレイ中などにダウンロードを行わない場合

は、「ダウンロード無効」に設定してください。

※ インストールが完了すると、Wii Uメニューにアイコン

が追加されます。

※ 最大64件までダウンロードの管理ができます。64件を

超えるとダウンロードできませんので、先にほかのデー

タをインストールしてください。

※ 一覧から消去する場合は、「消去する」をタッチしてく

ださい。

い)場合の確認をしたりすることができます。

複数のデータをダウンロード中に、早くダウンロードを

終わらせたいデータがある場合は、一覧からデータを選

んだあと、「先にダウンロードする」をタッチしてくだ

さい。ダウンロードの順番を1番目に変更することがで

きます。

いつの間に通信の利用状況

いつの間に通信の利用状況を確認したり、いつの間

に通信によるデータの送受信を停止したりすること

ができます。

2

3

るえ替れ入を番順のドーロンウダ



21 ーラ の 録登ンコ ト ーロ

WiiリモコンやWii U PROコントローラーなどを使用す

るには、あらかじめWii U本体への登録が必要です。

Wii Uメニューが表⺬されている状態でWii U本体のシン

クロボタンを押したあと、画面の案内に従って、お使い

のコントローラーを登録してください。

※ HOMEボタンメニュー から登録することもできます。

※ ソフトで使用できるコントローラーの数は、ソフトの対応人数

(プレイ人数)によって異なります。使用するコントローラーの

順番(1P～4P)は、HOMEボタンメニューで変更することがで

きます。

※ 登録したコントローラーをほかのWii U本体で使う場合は、その

本体であらためて登録する必要があります。

GamePadの

登録画面

Wiiリモコンなどの

登録画面

Wii U本体1台に登録できるコントローラーの数は、以下

のとおりです。

※1 1台だけ登録できます。

※2 11個以上登録した場合は、最初に登録したコントローラー

から順に消去されます。

5

5

2※個01計合

1※ドーボiiWスンラバ ・

ンコモリiiW ・

ーラーロトンコORP U iiW ・

台1daPemaG U iiW ・

たかしの録登



22 設定本体

「本体設定」では、次のことが設定できます。

インターネット接続やデータ

理などWii U本体に関する設定

したり、Wii U本体のシステム

バージョンを確認したりでき

す。

※ すべてのユーザー に同じ設定内容が適用されます。

ユーザーごとの設定はできません。

23

ま

の

を

管

容内目項

る取け受に的動自をトフソ・

る見をスレドアCAM・

るす断診を法方続接のめすすお・

るすを定設の続接トッネータンイ・

トッネータンイ

るす化期初をアィデメ録記BSU・

るす理整をどなトフソやターデブーセ・
理管ターデ

るす集編をターデの™obiima・定設obiima

るす定設を刻時と付日・刻時と付日

るす整調をさき大の面画・

るす定設を式方生再のドンウサ・

るす更変を率比の面画・

るす定設を度像解・

るす定設を法方続接のとビレテ・

ビレテ

るす定設を能機ンコモリVT・ンコモリVT

るす定設を式方生再のドンウサ・

るすをトステのクイマ・

るす定設をプンランタボEMOH・

るす正補をンーリクスチッタ・

daPemaG U iiW

るす

減軽をけ焼面画のdaPemaGとビレテ・
減軽け焼面画

とこるきで定設



くわしい説明がテレビ画面に表⺬されます。GamePad

の画面をタッチして設定してください。

※ テレビ画面の説明は、GamePadのRスティックでスクロー

ルできます。

電源OFF時の動作」について

本体の電源をOFFにしたあとで、自動的にデータのダウン

ロード/インストールを行うことができる機能です。

｢使う｣に設定している場合は、電源をOFFにしたあと、一

定時間ごとに電源ランプが赤色からオレンジ色に変わりま

す。更新データやダウンロード/インストール中のソフトが

見つかった場合は、残りのダウンロード/インストールが行

われ、完了すると電源ランプが赤色に戻ります。
※ お買い上げ時は｢使わない｣に設定されています。

るす認

確を法方し越っ引のへU iiWらかiiW・

るすし越っ引で士同U iiW・

し越っ引の

ターデとトフソ

「

たかしの定設

るす去消を録登

のーラーロトンコのどなンコモリiiW・

るす整

調を度感のータンイポのンコモリiiW・

るす定設を置位のーバーサンセ・

ーバーサンセ

とンコモリiiW

るすを定設の面画トータスクッイク・

るす定設を作動の時FFO源電・

るすにFFOを源電に的動自・

定設の源電

るす定設をム

ーネクッニ体本う使でトフソ用専iiW・

るす認確を約規用利U iiW・

るす認確を報情用トーポサ・

報情の体本

るすに新最をムテスシの体本・新更の体本

るす化期初を体本・化期初の体本



23 ー設定ユーザ

※ すでにニンテンドー3DSシリーズ本体にニンテンドーネット

ワークIDを登録済みの方は、同じIDをWii U本体の自分の

ユーザーに登録することで、ニンテンドーeショップの残高

などを共有できます。

※ ニンテンドーネットワークIDは、不特定多数の人に公開され

ます。IDに、名前など個人を特定できる内容を含む言葉を使

用しないでください。

※ ニンテンドーネットワークIDの登録には、メールアドレスが

必要です。

※ 13才未満のお子様用のニンテンドーネットワークIDは、保

ニンテンドーネットワークIDを

登録すると、Miiの背景にマーク

が付きます。

Wii Uでは、ゲームのセーブデ

タや遊んだ時間 など

ユーザーごとに保存/管理でき

す。また、任天堂が提供するネ

トワークサービスを利用するに

ユーザーごとにニンテンドーネ

トワークIDの登録が必要です

ユーザーの設定は、Wii Uメニ

ーの左上にあるMiiをタッチして

表⺬されるユーザー設定画面から

行います。

ユーザー設定画面

ユーザーごとにニンテンドーネ

トワークIDを登録することで

Miiverseやニンテンドーeショ

プなどを利用したり、フレンド

情報を管理したりできます。ユーザー設定画面で「ニン

テンドーネットワークIDを登録する」をタッチし、画面

の案内に従って操作してください。
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護者の方が登録してください。また、保護者の方のメールア

ドレスが必要です。

※ インターネットブラウザー は、ニンテンドーネット

ワークIDがなくても利用できます。

※ Wii UでニンテンドーネットワークIDの情報を変更すると、

ニンテンドー3DSシリーズ本体に登録している同じIDの情報

も変更されます。

※ ニンテンドーネットワークIDを消去すると、ニンテンドーe

ショップの残高なども削除され、ほかの本体でも使用できな

くなります。くわしくは、Wii Uメニュー (安全に使用

するために)の｢ユーザーについて｣をご覧ください。

※ 1台のWii U本体には、最大12ユーザーまで追加できます。

ユーザー設定画面で設定を変

したい項目を選び、画面の案

に従って操作してください

家族など複数人で使用する場

は、はじめに、遊ぶ人をそれ

れユーザーとして追加してく

さい。ユーザー設定画面で｢ユ

ザーを交代する｣をタッチす

と、ユーザーの追加や交代が

きます。画面の案内に従って

作してください

13
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24 使る 用 限制護保 者 よに

お子様が使用される場合は、

護者の方が必要に応じて設定

てください

Wii U本体では、次のような項目を制限することができ

ます。

※ 制限できる項目は、本体の更新によって変更になる場合があ

ります。

Wii Uメニュー上で制限できること

ユーザーごとに、制限項目を設定することができます。制

限した項目以外に、Wii U Chatやユーザー設定 、

本体の初期化なども自動的に制限されます。

制限できる項目

※ 設定に関するくわしい説明は、設定時にテレビ画面に表⺬され

ます。

※ ニンテンドー3DSシリーズ本体と同じニンテンドーネットワー

クIDを登録している場合でも、保護者による使用制限の設定は

共有されません。Wii U本体でも設定してください。

23

とこるきで限制
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※1 Wii専用ソフトの制限は、｢Wiiメニュー用の設定｣で行います。

※3 Wii専用ソフトやWiiメニュー上での制限はできません。

Wiiメニュー上で制限できること

Wiiメニューでは、すべてのユーザーに同じ制限が適用

されます(ユーザーごとの設定はできません)。

※2 年齢制限の項目で制限されないソフト(全年齢対象を除く)

が対象です。インターネットブラウザーやニンテンドーe

ショップ、Miiverseの制限は、それぞれの項目で設定して

ください。

8

2※。すまし⺬表を面画の

めたくだたい認確ごを容内に方の者護

保、に前う使をスビーサいし新、や)ど

なトフソ聴視画動(トフソの外以ムーゲ

用使のトフ

ソの外以ムーゲ

。すまし限制を録登規新のドンレフ録登のドンレフ

。すまし限制を稿投や覧閲のesreviiM

、めたぐ防をせらが嫌、やりとりやの

ツンテンコな切適不のとーザーユのかほ

用使のesreviiM

。すまし限

制を入購のトフソや用使のドーカトッジ

レク、のでどなプッョシeードンテンニ

入購の
スビーサや品商
ので等プッョシ
eードンテンニ

。すまし限制を動起のーザウラブトッネ

ータンイ、にめたぐ防を覧閲のジーペ

beWむ含を現表いなくしわさふに様子お

用使のーザウラブ

トッネータンイ

容内目項

1※。すまし

限制を動起、ていつにトフソU iiWだん

含を現表いなくしわさふに齢年の様子

お、きづ基に分区齢年のOREC

限制齢年

1※。すまし

限制を)どな稿投のへesreviiM、話会の士

同ーザーユやイレプ戦対ので内ムーゲ(能

機信通のトフソムーゲ、にめたぐ防をせ

らが嫌やりとりやのツンテンコな切適不

能機信通

のトフソムーゲ

3※。すまし限制を動

移や去消のターデブーセのトフソU iiW
理管ターデ

。すまし限制を

去消、更変や加追の定設トッネータンイ

定設

トッネータンイ



複数のお子様の使用を制限したい場合は、最も低い年齢

のお子様に合わせて設定してください。

保護者による使用制限を設定する

きに決める暗証番号と秘密の質問

回答は、忘れないようにご注意く

さい。万一、忘れた場合は、画面

上の「忘れた」をタッチして、画面の案内に従って操作して

ください。

8
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容内目項

。すまし
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文注のスビ

ーサ・品物と用

使のトンイポiiW
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能機クーワトッネ

のトフソの部一

。すまし限制を聴視の画動のでトフソの

部一いなきで限制で目項の」限制齢年「

聴視

のツンテンコの

部一いないてし

応対に限制齢年



25  Uii に 越す引っiのWi デ をWータ

お持ちのWii本体に保存されてい

るソフトやセーブデータなどを、

Wii U本体にまとめて引っ越し(移

動)できます。

次のデータをまとめて引っ越しできます。

データを個別に選んで引っ越ししたり、下記以外のデー

タ（ゲームキューブ用ソフトのセーブデータなど）を

引っ越ししたりすることはできません。

※1 セーブデータをSDカードに移動している場合は、Wii本体

にデータを戻してから引っ越ししてください。

※2 ご購入時にWii本体に内蔵されていたソフトは、引っ越しでき

ません。引っ越しできないソフトについては、任天堂

ホームページ(http://www.nintendo.co.jp/)をご覧ください。

※3 Wiiポイントは、Wii U本体のWiiメニューにあるWiiショッピン

グチャンネルに加算されます。加算後の合計が10,000ポイン

トを超える場合は、引っ越しできません。

※4 Miiは、Wii U本体のWiiメニュー にある似顔絵チャ

ンネルに移動します。

6

録記

用利ごのルネンャチグンピッョシiiW・

3※ トンイポiiW・

連関ルネンャチ

グンピッョシiiW

4※ iiM ・他のそ

ツンテンコ加追のトフソ ・

2※ 1※ ターデブーセ

とトフソ応対ルーソンコルャチーバ ・

2※ 1※ ターデブーセとアェウiiW ・

1※ ターデブーセのトフソ用専iiW ・

連関トフソiiW

ターデるきでし越っ引



Wiiショッピングチャンネルで購入したソフトを消去、ま

たは、SDカードに移動している場合は、「ご利用記録」

がWii U本体のWiiメニューにあるWiiショッピングチャン

ネルに移動されます。Wiiショッピングチャンネルで再受

信（無料）してください。

引っ越しには、Wii U本体セットのほかに、次のものが必

要です。

・ Wii本体セット

・ SD/SDHCメモリーカード 1枚 (別売/空き容量

512MB以上)

・ ブロードバンド・インターネット環境

インターネット接続の設定については、Wii U本体とWii

本体それぞれの取扱説明書をご覧ください。

Wii Uメニュー を選んでWi

メニュー をはじめたあと

「Wiiからの引っ越し」を起動

て、画面の案内に従って操作し

ください。引っ越しは、Wiiリモコンを使用してWii U本

体とWii本体を交互に操作して行います。

34

6

て

し

、

iの

るすし越っ引

のもるす意用

。すまりあがのもいなきで用使で

体本U iiW、はてっよに器機辺周るいてし応対がトフソ ・

。すまりなくなきで用利

は能機たっ使を42tcennoCiiWで中のトフソ。んせまい

てし応対はに42tcennoCiiWはーュニメiiWの体本U iiW ・

。んせませ

戻はに体本iiW、はターデたしし越っ引度一に体本U iiW ・

。んせまきではし越っ引のへ体本iiWらか体本U iiW ・

。すまれさ去消らか体本iiW、はターデたしし越っ引 ・

意注ごるす関にし越っ引



26 っ引で 越 るすしiiW   士同U

Wii U本体に保存されているデータを、別のWii U本体に

引っ越し(移動)できます。

次のデータをまとめて引っ越しできます。

ユーザーやデータを個別に選んで引っ越ししたり、コン

トローラーに関する設定（本体登録の情報や、本体設定の

コントローラー関連の設定内容）や、下記以外のデータ

の引っ越しはできません。

※1 一部、引っ越し先のWii U本体で使用できないソフトがあり

ます。

※2 Miiスタジオやフレンドリスト、Miiverseなども、引っ越し

先のWii U本体でそのまま使用できます。

録記用利ごのルネンャチグンピッョシiiW・

3※ ターデの連関ルネン

ャチグンピッョシiiW、連関トフソ用専iiW・

連関iiW

高残

と録記用利ごのプッョシeードンテンニ・

定設の限制用使るよに者護保・

定設ーザーユ種各のどなスレド

アルーメやDIクーワトッネードンテンニ・

連関ーザーユ

iiM ・4※ 他のそ

券間期

、ツンテンコ加追やターデ新更のトフソ ・

ターデブーセのそ、とトフソたし

ドーロンウダらかプッョシeードンテンニ ・

2※ ターデブーセのそ

、とトフソたいてれさ蔵内に体本に時入購 ・

ターデブーセのトフソ用専U iiW ・

1※ 連関

トフソU iiW

ターデるきでし越っ引



※3 引っ越しできるデータについては、「WiiのデータをWii U

に引っ越す」 をご覧ください。Wiiのデータを個別

に選んで引っ越すことはできません。

※4 テレビの設定など、本体設定の一部は、引っ越し先の設定

がそのまま引き継がれます。

25
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。んせまれさ

去消、はトフソたいてれさ蔵内に体本U iiWに時入購 ※

。すまれさ去

消らか体本U iiWの元し越っ引、はターデたしし越っ引 ・

。すで要

必が化期初、はにるす用使度再をアィデメ録記BSU ※

。すまりなくなきで用使も)む含をタ

ーデブーセ(ターデたいてれさ存保にアィデメ録記BSU

、たま。すまりなくなきで用使もで体本のらちど、はア

ィデメ録記BSUたいてし用使で体本U iiWの先し越っ引 ・

。いさだく

てし作操てっ従に内案の面画、てしチッタを｣たれ忘｢

で面画力入ドーワスパ、は合場たれ忘をドーワスパ ※

。すまきで認確で面画定設ーザ

ーユ、は合場たれ忘をDIクーワトッネードンテンニ ※

。い

さだく認確ごに前し越っ引ず必。すまりなに要必がス

レドアルーメ、ドーワスパとDIクーワトッネードンテン

ニたいてし録登、は合場るす用使度再をDIクーワトッネ

ードンテンニたいてし録登に体本U iiWの先し越っ引 ・

。すまき

で)料無(ドーロンウダ再らかプッョシeードンテンニ、と

るす録登てめたらあに体本U iiWの後了完し越っ引、を

DIクーワトッネードンテンニのーザーユたいてし録登に

先し越っ引、がすまれさ去消てべすもツンテンコ加追や

トフソたいてしドーロンウダで体本U iiWの先し越っ引 ・

。すまれさき書上がターデの体本U iiW

の元し越っ引、れさ去消は）む含をーザーユやターデブ

ーセ（ターデるいてれさ存保に体本U iiWの先し越っ引 ・

意注ごるす関にし越っ引



引っ越しには、次のものが必要です。

・ 引っ越し元のWii U本体セット、引っ越し先のWii U本

体セット ※1

・ SD/SDHCメモリーカード 1枚 ※2

・ ブロードバンド・インターネット環境

・ ルーター機能のある通信機器（ブロードバンド

ルーターやブロードバンドモデム、無線LANアクセス

ポイントなど）

・ Wiiリモコンプラス（またはWiiリモコン） ※3

インターネット接続については Wii U取扱説明書を

ご覧ください。

引っ越し元のWii U本体で使用していたUSB記録メディア

は、引っ越し先のWii U本体でそのまま使用することがで

きます。

※2 SDカードに必要な空き容量は、本体に保存されているデー

タの量によって異なります。データの量はSDカードを差し

込む前に、GamePadに表⺬されます。（最大32GB）

※3 Wiiソフト関連のデータがある場合に、必要となることがあ

ります。

※1 引っ越し元のWii U本体には、ニンテンドーネットワーク

IDを登録したユーザーが最低1ユーザー必要です。

。いさだく覧ごを）/troppus/pj.oc

.odnetnin.www//:ptth（ジーペムーホ堂天任、はくしわく

。すまりなに要必がア

ィデメ録記BSU途別、は合場るいてえ超を量容るきで存保

に体本U iiWの先し越っ引、が量のターデるすし越っ引。す

まりな異が量のターデるきで存保に体本U iiW、りあが類種

2のトッセクッシーベとトッセムアミレプ、はに体本U iiW

ていつにし越っ引のへ

体本のトッセクッシーベらかトッセムアミレプ

、

のもるす意用



本体設定 の｢ソフトとデータの引っ越し｣を選び、

画面の案内に従って操作してください。引っ越しは、そ

れぞれのGamePadを交互に操作して行います。

引っ越し元のWii U本体にダウンロードしていたソフトの

データは、引っ越し完了後にニンテンドーeショップから

自動的にダウンロードされます（無料）。ダウンロード

状況は、ダウンロード管理 で確認できます。

※ ダウンロードされるデータが64個を超える場合は、ニンテ

ンドーｅショップから個別に再ダウンロードする必要があり

ます。「ダウンロード管理」でご確認ください。

※ ダウンロードされたソフトから順に遊ぶことができます。

※ ダウンロードには時間がかかる場合があります。

22

20

るすし越っ引



27 ダールフォ する成を作 UiWi ーにュメニ

Wii Uメニューにフォルダーを作成して、ソフトアイコ

ンを入れることができます。同じジャンルのソフトをひ

とつのフォルダーにまとめるなどして、Wii Uメニュー

上のソフトアイコンを整理することができます。

※ フォルダーは最大60個まで作ることができ、1つのフォルダー

には最大60個までのソフトアイコンが入ります。

❶ Wii Uメニュー (空きボ

クスアイコン)をタッチし

｢フォルダーをつくる｣をタ

チす

❷ フォルダーの名前を入力す

❸ 作成したフォルダーにソフ

アイコンを移動す

※ ソフトアイコンをタッチし続けると移動できるようになり

ます。

※ タッチしたままフォルダーの上に移動すると、フォルダー

が開きます。お好みのところにソフトアイコンを移動した

あと、タッチペンを離してください。

※ Wiiリモコンで操作する場合は、アイコンをポイントしたあ

と、を押してアイコンをつかみ、移動させたい場所でボ

タンを離してください。

※ 次のアイコンはフォルダーに入れることができません。

る

ト

る

る

ッ

、て

ッで

たかい使のーダルォフ



フォルダーからソフトアイコンを出す場合は、アイコン

をタッチしたまま、画面下部に移動してください。

　 ・ディスクソフトアイコン

　 ・フォルダーアイコン

　 ・画面下部に並んでいる本体内蔵ソフトのアイコン

。んせまきで去消は

きとるいてっ入もでつ1に内ーダルォフがンコイアトフソ※

。すまき

でがとこるすりたし去消をーダル

ォフ、りたし更変を前名のーダル

ォフ、とるすチッタをや前名の

ーダルォフ、てい開をーダルォフ

定設のーダルォフ



28 をド う使DS ーカ

Wii U本体では、次のSD/SDHCメモリーカード(以降、

SDカード)を使用できます。

※ 高速転送規格「UHS」のSDカードには対応していません。

miniSD/microSDカードを使用

するときは、必ずSDカードアダ

プターを取り付けてください。

データの読み込み/書き込み中は、Wii U本体の電源を

OFFにしたり、SDカードを抜いたりしないでください。

Wii U本体やSDカードの故障、保存されているデータの

消失の原因となります。

差し込みかた

❶ スロットカバーを開ける

❷ 図のようにSDカードの向

きに注意して、カチッと音

がするまで差し込む

取り出しかた

❶ SDカードをカチッと音が

するまで押す

たかい使のドーカDS

量容応対類種

でまBG2○ドーカーリモメDS

でまBG23○ドーカーリモメCHDS

-×ドーカーリモメCXDS



❷ 飛び出した部分を指でつま

んで取り出す



29 を器 う使SU 機B

Wii U本体が対応しているUSB機器については、任天堂

ホームページ（http://www.nintendo.co.jp/support/）

でご確認ください。

Wiiの周辺機器の対応状況については、「Wii Uに対応し

ているWiiの周辺機器」 をご覧ください。

使用中は、電源をOFFにしたり、USB機器を抜いたりし

ないでください。Wii U本体やUSB機器の故障、保存さ

れているデータの消失の原因となります。

USB機器の抜き差しは、Wii U本体の電源がOFF(電源ラ

ンプが赤色点灯)のときに行ってください。

差し込みかた

Wii U本体の電源がOFFの状態

で、Wii U本体の前面または背面

にあるUSB端子に、プラグの向

きに注意してまっすぐ差し込んで

ください。

※ 5つ以上のUSB機器を接続する場合は、市販のUSBハブをお使

いください。くわしくは、任天堂ホームページをご覧ください。

※ USB機器によってはWii U本体のUSB端子に直接接続しないと

使用できないものがあります。くわしくは、お使いのUSB機器

の取扱説明書をご覧ください。

34

たかい使の器機BSU
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ていつに用使のアィデメ録記BSU

。すまきでがとこるす続

接をアィデメ録記BSUのつ2、みのきとう行をーピコ/動

移のターデ、はで」理管ターデ「の定設体本 ・

。すでつ1れぞれそ、はアィデメ録記BSUるきで用

使でーュニメiiWびよおーュニメU iiW ・

。んせまきでは

み込み読や存保のターデ、もてし続接に体本U iiWのか

ほをアィデメ録記BSUたし化期初で体本U iiWのい使お ・

。いさだくてし

化期初をアィデメ録記BSUで」理管ターデ「の

定設体本、は合場う使てめじはをアィデメ録記BSU ・



30 力する入文字を

文字を入力する場合は、画面に表⺬されるキーボードを

使用します。

画面上のキーを選んで入力します。

キーボード入力」モード画面の場合

入力した文字が表⺬されます。

途中まで入力した言葉をもとに予測された単語の候

補が表⺬され、一覧から選んだ単語が入力されます。

を選ぶと、次の候補が表⺬されます。

カーソル(｜)のひとつ前の文字を消去します。

改行、または変換した文字を確定します。

入力した文字列を確定します。

タッチした文字が入力されます。

入力モード(文字の入力方法)を切り替えます。

入力した文字を変換します。

5つの入力モードがあります。

※ ソフトによって、使用できる入力モードは異なります。

1

2

3

4
6

5

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

ていつにドーモ力入

「

たか見の面画



容内ドーモ力入

。すまきでが力入字マーロ。す

でドーボーキの列配字文じ同とンコソパ
力入ドーボーキ

。す

ましチッタを、や、にとあた

し力入を字文、は合場るす力入をどな

」ゃ「や」っ「、)゜(点濁半や)゛(点濁

。すでドーボーキだん並が字文に順音05

力入音05

。すまきでがとこる

す力入てけ続を字文のンタボじ同、とる

すチッタを」字文の次「。すまりわ変が

字文るす力入、にびたるすチッタ。すで

ドーボーキの列配字文じ同と話電帯携

力入帯携

。いさだくてしチッタを字文い

たし力入。すまれさ⺬表が字文の補候

力入に側右、とく書を字文に中の目スマ

力入き書手

。す

まきでがとこるす力入を部一の字文の

語国外たい付が号記トンセクア、や号記

力入号記



31 接をど るす続アVA なプン

Wii UをAVアンプやアクティブスピーカーなどに接続す

ることで、より迫力のあるサウンドを楽しむことができ

ます。

お使いのテレビとAVアンプの端子の種類によって、接続

方法が異なります。

※ お使いのAVアンプの取扱説明書もあわせてご覧ください。

HDMI端子があるAVアンプの接続例（Wii Uソフ

トをサラウンドの音声で楽しみたい場合など）

本体セットに付属のHDMIケーブルのほかに、市販の

HDMIケーブルをもう１本用意してください。

❶ Wii U本体とAVアンプを、HDMIケーブルで接続しま

す。

❷ AVアンプとテレビを、HDMIケーブルで接続します。

HDMI端子がないAVアンプの接続例

❶ ❷

❶ ❷

たかしの続接



❶ Wii U本体とAVアンプを、別売のAVケーブルで接続

します。

※ Wii U本体で使用できるAVケーブルには、以下のものが

あります。

・Wii専用AVケーブル[RVL-009]

・Wii専用S端子ケーブル[RVL-010]

・Wii専用コンポーネントAVケーブル[RVL-011]

・Wii専用D端子AVケーブル[RVL-012]

※ 赤色と白色の音声入力端子がない場合（アクティブスピー

カーなど）は、市販の接続ピン変換ジャックを使って接続

してください。

❷ Wii U本体とテレビを、HDMIケーブルで接続します。

テレビにHDMI端子がない場合は、お使いのAVアン

プの取扱説明書をご覧になり、テレビとAVアンプが

対応しているケーブルで接続してください。

AVアンプを接続したあと、本体設定 の｢テレビ｣

で｢テレビのサウンドの再生方式を選ぶ｣をタッチして、

サウンドの再生方式や出力ケーブルの設定（HDMIケー

ブル接続時のみ）を変更してください。

※ サウンドの出力ケーブルの設定で「HDMI以外」を選んだ場

合、Wiiメニュー ではHDMIケーブルを接続したテレ

ビからも音が出ます。

※ Wii U本体をHDMIケーブルでのみ接続している場合にサウ

ンドの出力ケーブルを「HDMI以外」に設定すると、テレビ

から音が出なくなります。ご注意ください。

22

6

るす更変を定設のドンウサ



32 Ａ＆Ｑ

本ページでは、次の項目について説明しています。修理

サービスを依頼される前に、もう一度ご確認ください。

※ 次の項目については Wii U取扱説明書「故障かな？と

思ったら」をご覧ください。

・ 電源や機器の温度について

・ 充電やバッテリーについて

・ テレビの画面表⺬や音声について

・ GamePadの画面表⺬やタッチスクリーンの反応について

※ Wiiメニューに関する内容は Wiiメニュー電子説明書を

ご覧ください。

※ 各ソフトや周辺機器の説明書もあわせてご覧ください。

テレビの画面表⺬や音声について

テレビの画面表⺬や音声について

GamePadの画面表⺬や音声について

ゲームソフトやセーブデータについて

パスワードについて

機器のランプについて

その他

コントローラーの操作について

6

1

1

2

3

4

5

7

6

。いさだく覧ごを書明説扱取のビレテのい使お、はくしわく

。すまりあが合場るきで縮短を間時理処ので内ビレテでとこ

るす定設にどな」ドーモムーゲ「はてっよにビレテ、おな

。んせまりあはで障故のビレテ、daPemaG

や体本U iiW。すまりあがとこるす生発てしと間時延遅

が間時理処のそ、めたるれさ力出てしと声音や像映にとあ

たれさ理処で内ビレテ、は号信力入たれら送らか体本U iiW

るれずが声音のビレテ／い遅が応反の作操

、

、



Wii U GamePadの画面表⺬や音声について

31

22

2

3

22

。いさだくでん選を」すどもに態状期初「はた

ま」るす正補「、らかてい置にろことな平水をdaPemaG

、らたれさ⺬表が面画正補。いさだくてけ続し押間秒

3をとのdaPemaG、に中⺬表をーュニメンタボEMOH

。いさだくてっ行を正補で法方の次。すまりあが性能可

るいてし生発が力入誤にーサンセ度速加の蔵内daPemaG

？かたしましりた

え与を撃衝にdaPemaG、りたし化変に激急が度温の囲周

。すまし定設てしと態状るいてれか置に平

水を態状のdaPemaGのきとのそ、は合場だん選を」るす正補「 ※

るすりたっかなわ合がき動の面画と作操、りたい動が

面画にのいないてしか動をdaPemaG、に中イレプをトフソ

。すまれさ⺬表が面画のdaPemaG

、てっ鳴が音信着にきとたい届がせらしおいし新、とる

いてしに定設るす信受をせらしお、で」るすを定設の面画

トータスクッイク「→」定設の源電「の定設体本

。す

まきで更変で｣定設｢の面画トータスクッイク、は量音の音信着 ※

。いさだくてしチッタ

を｣るじと｢るあに下左の面画のせらしお、は合場いたしにFFO

を面画にぐす。すまりなにFFOに的動自は面画とるすくらばし ※

るれさ⺬表然

突が面画/る鳴が音のdaPemaG、にのるいてしにFFOを源電

。いさだくて

し認確を）みの時続接ルブーケIMDH（定設のルブーケ力出

や式方生再のドンウサ、で」ビレテ「の定設体本

。いさだく意注ご。すまりなくな出

が音らかビレテ、とるす定設に」外以IMDH「をルブーケ力出の

ドンウサに合場るいてし続接みのでルブーケIMDHを体本U iiW ※

。いさだくてし

認確を続接のとビレテや体本U iiW、は合場るす用使をプンアVA ※

いな出が音くし正らかビレテ



5

。いさだくてしにFFOをド

ーモネエ省で」定設のーラーロトンコ「のーュニ

メンタボEMOH、は合場いたし用使でい合色やさる明の定

一。すまりあが合場るえ見てしりたっわ変が色、りたしび

飛白が色い淡、はてっよに像映、めたのそ。すまえ抑を費

消のーリテッバ、てし整調に的動自を色やさる明の面画て

せわ合に像映るれさ⺬表、とるいてしにNOをドーモネエ省

るすりたっなくなえ見が色いる明、り

たっわ変がさる明に急／るわ変がい合色の面画のdaPemaG

。いさだくでん込し差でま奥りかっし

？か

すまいてれま込し差でま奥りかっしはグラプのンホドッヘ

。い

さだくてし整調を量音でムーュリボるあに部上daPemaG

？かんせまいてっなに態状の小最が量音

いな出が声音らかンホドッヘたし続接にdaPemaG

。んせま出

が声音らかーカーピス、はきとるいてし続接をンホドッヘ

？かんせまいてし続接をンホドッヘ

。い

さだくてし整調を量音でムーュリボるあに部上daPemaG

？かんせまいてっなに態状の小最が量音

いな出が声音らかdaPemaG



※ マイクの使用時に、スピーカーから出た音が再度マイクに

入ってしまうことにより不快な騒音が生じる現象をハウリン

グといいます。

ゲームソフトやセーブデータについて

22

3

。いさだくてげ下を量音のー

カーピスのビレテやdaPemaG。すまりあが性能可るいて

っなに因原のグンリウハがクイマるいていつにンホドッヘ

？かんせまいてし用使をンホドッヘのき付クイマ

。いさだくてしりたし

用使をンホドッヘ、りたしくさ小を量音のーカーピス、り

たえ整を境環なか静。すまりあが性能可るいてし応反がク

イマ、にどな音た出らかーカーピスのビレテやdaPemaG

？かんせましりたいてし

用使てしくき大を量音、りたいてし用使で所場るあの音騒

るす生発が）※（グンリウハ／るす応反に手勝がクイマ

。すまりあが合場いく

にれさ識認はてっよに質声、りあが差人個は率識認の声音

？かすまいてれさ識認は声の人のかほ､どな達友や族家

。いさだくてし認確かるいてし作動く

し正がクイマ、で」daPemaG U iiW「の定設体本

？かすまいてし作動くし正はクイマ

。すまきで用使が能機クイ

マ、で面場はたまトフソたし応対に力入声音るよにクイマ

？かすで

面場るす用使をクイマ、たま？かすでトフソの応対クイマ

いなれさ識認が声音／いなきで用使がクイマのdaPemaG



。いさだく

てし続接を器機辺周な要必、りなに覧ごを書明説のトフソ

？かすまいてれさ続接が器機辺周な要必

。いさだくでん選を」るす代交をーザーユ「、てしチッタを

iiMのーザーユでーュニメU iiW、はにるす代交をーザーユ

。すまりあが合場

いなれさ⺬表がターデブーセの分自、とるめじはをトフソ

でーザーユのかほ、めたのそ。すまりあがのもるいてし理

管をターデブーセにとごーザーユ、はてっよにトフソU iiW

？かんせまいでん遊でーザーユの外以分自

。いさだくてい拭く軽へ向方

の外らか心中のクスィデで布いから柔、は合場るいてれ汚

？かんせまいてれ汚が）面の対反の面ルベーレ(クスィデ

。い

さだくてし認確をとこるいてっなに）き向右は合場るいて

しき置縦を体本(き向上が）面刷印(面ルベーレのクスィデ

？かすまいてれさトッセくし正はクスィデ

。んせまきで用使はクスィデ

iiW、クスィデU iiWのけ向外海やクスィデブーュキムーゲ

？かすま

いてし用使をクスィデiiWやクスィデU iiWのけ向内国本日

いなれさ⺬表がターデブーセ／いなべ遊でトフソムーゲ



パスワードについて

22

29

6

12 6

4

。いさだく承了ごめじからあ。すまりあがと

こいなきでドーロンウダ再、はトフソたし了終はたま止中を信配 ※

。すまきでドーロンウダ再で料無らかルネンャチグンピ

ッョシiiWのーュニメiiW、はたまプッョシe

ードンテンニ、はトフソたしドーロンウダに後入購体本U iiW

？かたし

まい行を化期初の体本、りたし去消をトフソで理管ターデ

。いさだく覧ごを書明説子電

ーュニメiiW、はくしわく。いさだくてめじはをトフソ

らかーュニメドーカDS、とあだん込し差に体本U iiWをド

ーカDS、は合場るいてし存保にドーカDSをトフソ用専iiW

。いさだく

てしにNOを源電、らかてし続接をアィデメ録記BSUに体本

U iiW、は合場るいてし存保にアィデメ録記BSUをトフソ

？かんせ

まいてし存保にドーカDSはたまアィデメ録記BSUをトフソ

。いさだくでん選を印矢の右左面画、はにるす動移をジー

ペ。すまきいてれさ加追に降以目ジーペ2、とるえ増に上以

れそが数のンコイアトフソてしどなるす入購をトフソでプ

ッョシeードンテンニ。すで個21はーュニメiiW、個51は

ーュニメU iiW、はンコイアトフソるれさ⺬表に内ジーペ１

？かたしまし入購をトフソでどなプッョシeードンテンニ

）いなれさ⺬表がンコイア（いなれらめじはがトフソ

。す

まきでがとこるす動移にドーカDS、はトフソ用専iiW。いさ

だくてし動移にアィデメ録記BSUなき大の量容りよ

、かるす去消をターデな要不、は合場たっなくな少が量容き

空のーリモメ存保体本。すまきでが理整のどなトフソドーロン

ウダやターデブーセ、で」理管ターデ「の定設体本

いな少が量容のり残のーリモメ存保体

本／いたし）去消や動移（理整をどなターデブーセやトフソ



機器のランプについて

コントローラーの操作について

15

23

22

5

6

。すまりなにNOに的動自が源電のクスィデドーハ

BSUにきとう行をルートスンイ/ドーロンウダのターデが体本

、は合場るいてし定設に｣う使｢を｣作動の時FFO源電｢

。すまし灯点に色ジンレオはプンラ源電の体本、きとのこ ※

る光がプンラ源電のクスィデドーハBSUにのいないてしを作操

。るすし差き抜をータプダアCA、にとあたしにFFOを源電・

。るすにFFOを源電、てし押上以秒４をンタボ源電の体本・

。んせまれわ行はルートスンイ/ドーロ

ンウダのターデもてし過経が間時の定所、とう行をとこの次

いならなに色ジンレオがプンラ

源電の体本、もてし定設に」う使「を」作動の時FFO源電「

。す

まれさ信送がドーワスパ仮にスレドアルーメるいてれさ録登

。いさだくてしチッタをンタボ」たれ忘「るれさ⺬表に上右の

ドーボーキ、は合場たっましてれ忘をドーワスパのーザーユ

。すまきでがとこるす認確をDIクーワトッネードンテン

ニやムーネクッニのーザーユ、で面画択選ーザーユ

たっまして

れ忘をドーワスパのーザーユやDIクーワトッネードンテンニ

。いさだく認確ごをジーセ

ッメるれさ⺬表に面画、てし押を。すまり光がプンランタボ

EMOH、とるすりたっあが信着でtahC U iiW、りた

っなに態状ンイランオがドンレフ、りたい届がせら知おいし新

る光がプンランタボEMOHにのいないてしを作操

。）」限

制用使るよに者護保「書明説扱取U iiW→(いさだ

くてし力入を答回の問質の密秘、は合場たれ忘を号番証暗

？かすまいてし力入を号番証暗いし正

いなきで除解が限制用使るよに者護保



？かんせまいてれずが置位の」ンョシジポルラトーュニ「

。いさだく覧ごを書明説扱取

のれぞれそは合場のーラーロトンコの他のそ、を」るす正補

をーラーロトンコ「書明説扱取U iiWは合場のdaPemaG

く動に手勝がータクラャキやルソーカ



22

。いさだくでん込し差でま奥りかっしはグラプーバーサ

ンセ。）」置設のーバーサンセ「書明説扱取U iiW→（

いさだくてし認確かるいてれさ置設くし正がーバーサンセ

？かすまい

てれさ置設くし正はーバーサンセるいてし続接に体本U iiW

。いさだく

てい除り取を物害障るあに間のーバーサンセとンコモリiiW

？かんせまりあが物害障に前のーバーサンセ

。いさだくてし換交にのもいし新もと本2を池電、は合場

いなし灯点もでれそ。いさだくてし認確かるいてれさトッセ

くし正が池電、は合場いなし灯点がーターケジンイーヤイレプ

。いさだくて

し押を）く除をンタボ源電（ンタボのかれずいのンコモリiiW

？かすまいてし灯点はーターケジンイーヤイレプのンコモリiiW

。いさだくてしを整調度感で」ーバーサン

セとンコモリiiW「の定設体本、は合場いなし定安

もでれそ。いさだくてしイレプで所場の）m1～mc03は合

場るす作操てけ向にdaPemaG（m3～1らかーバーサンセ

？かんせま

いてしりたぎすれ離、りたぎす近が離距のとーバーサンセ

。いさだくてし録登

てっ従に内案の面画、てし押をンタボロクンシの体本U iiW

？かすまいてし録登をンコモリiiW、に体本U iiWるす用使

）いなし応反くし正（いなきで作操がンコモリiiW



。いさ

だくてし止中を用使かす離らかーバーサンセ、は物す出を

熱と光のどなクソウロ、ブートス油石やーターヒンゲロハ

るあが物るす発を熱と光にく近のビレテ・

。いさだくてし消を明照なうよのそは合場の

そ。すまりあがとこいなし作動に常正とるえ見が明照のど

な球熱白に近付、きとた見をーバーサンセらか置位イレプ

るえ見が具器明照に近付ーバーサンセ・

。いさだくてしにうよいなま込り映

がーバーサンセてしどなるけかを布にルブーテ。すまりあ

がとこいなし作動に常正で響影のーバーサンセだんこり映

るいてっ映にどなルブーテるあの沢光がーバーサンセ・

。いさだく

てめ閉をンテーカ。すまりあがとこいなし作動に常正で響

影の光日射直、とるあが窓いないてし光遮でどなンテーカ

るいてっ入が光日射直らか窓・

。いさだくてし認確かいなが因原なうよの次

？かんせまりあはのもるあが響影他のそ、灯熱白、窓い

ないてし光遮、に向方のーバーサンセらか置位るすイレプ

。いさ

だくてし作操てけ向に面の前のーバーサンセはンコモリiiW

？かすまいてけ向に向方のーバーサンセをンコモリiiW 

？かすまいてしイレプてっ持くし正をスラプンコモリiiW

。いさだくてしイレプてっ持くし正、てっ従に⺬指のムーゲ

いなし応反もてっ振をスラプンコモリiiW



その他7

5

5

22

。いさだくてし

処対てっ従に」置設のーバーサンセ「書明説扱取U iiW

？かんせまりあがのもるあが響影他のそ、灯熱白、窓い

ないてし光遮、に向方のーバーサンセらか置位るすイレプ

。いさだくてしにうよいなま込り映がーバーサンセて

しどなるけかを布にルブーテ。すまりあが性能可るいでん込

り映がーバーサンセにどなルブーテるあの沢光、は合場いなれ

さ⺬表かし1～0、はたま、るれさ⺬表上以つ3が点に上面画

。いさだくてし整調を度感

のータンイポ、で」ーバーサンセとンコモリiiW「の

定設体本、は合場いなし作動に常正もてし認確を点の上以

。すまれさ正補が能機のスラプンョシーモiiW。いさだくて

い置間秒数に）どな上のルブーテ（所場な平水てしにき向

下を側のスラプンコモリiiWに中ムーゲ、はきとたっなに

定安不が作操に中イレプのトフソ応対スラプンョシーモiiW

？かすできとるいてしイレプ

をトフソ応対スラプンョシーモiiW、はのいなし定安が作操

いなし定安が作操の）ータンイポ（スラプンコモリiiW

。んせまりあはで障故のビ

レテ、スラプンコモリiiWや体本の中用使。すまし生発てし

と間時延遅が間時理処のそ、れさ⺬表に後たれさ理処像画

で内ビレテは号信たれさ力入にビレテ、はてっよにビレテ

い遅が応反のスラプンコモリiiW

？かんせまいてっなに０が量音

。いさだくてし整調を量音でーュニメンタボEMOH

いな出が音らかーカーピスのスラプンコモリiiW

？かんせまいてっなに」FFO「が定設動振

。いさだく

てしに」NO「を定設動振でーュニメンタボEMOH

いなし動振がスラプンコモリiiW



※ ご使用になるテレビのメーカーや機種によって動作しない場

合があります。また、本体設定で設定したメーカーのテレビ

であっても、製造年や機種、受信する信号タイプ(リモコン

コード)の設定によっては動作しないものや、一部のリモコ

ン操作ができないものがあります。あらかじめご了承くださ

い。

4

22

22

。いさだくてい

除り取を物害障るあに間のと部光受のビレテとdaPemaG

？かん

せまりあが物害障、に間のと部光受のビレテとdaPemaG

。いさだくし試おをプイタ号信のかほ、で」ンコモリVT「の

定設体本。すまりあが性能可いないてし応対にビ

レテのい使お、がプイタ号信るいてれさ定設にdaPemaG

？かすま

いてれさ定設がプイタ号信るいてし応対がビレテのい使お

。いさだくてし作操

てけ向に部光受のビレテ、を部光発受線外赤のdaPemaG

？かすまいてし作操てけ向にビレテをdaPemaG

。いさだく

てしを定設な要必、で」ンコモリVT「の定設体本

？かすまいてしを定設の能機ンコモリVT

）いなし応反くし正(いなきで作操が能機ンコモリVT

。）」す出り取/るす換交を池電「

書明説扱取U iiW→(いさだくてし換交を池電形ンイコ

いなし作動に常正が計時

。いさだくてし定設に」いなし「を択選動自のーザ

ーユ、しチッタをiiMのーザーユでーュニメU iiW

いたし除解を択選動自のーザーユ／

いなきでが択選のーザーユとあたしにNOを源電の体本U iiW



28

25

。）紙表裏 書

明説扱取U iiW→(いさだくせわ合い問おにータンセス

ビーサ堂天任、でのすまりあが性能可るいてれ壊がトッロ

スドーカDSの体本U iiWはたまターデ、は合場たきで識認

。すま

りあが性能可るいてれ壊がドーカDS、は合場いなきで識認

？かすまきで識認は

で）どなンコソパ(器機の別るいてし応対にドーカDSのそ

。いさだくてっ行をし越っ引のへU iiW、は合

場るいてし存保をターデブーセやトフソのiiWにドーカDS

。いさだ

くでん込し差をドーカDSるいてれさ存保がターデのU iiW

？かすでドーカDSるいてれさ

存保が）どなドーコRQのiiMのオジタスiiM(ターデのU iiW

。いさだくてし直み込し差くし正をドーカDS

？かすまいてれま込し差くし正がドーカDS

。んせ

まいてし応対はにドーカーリモメCXDSや」SHU「格規送転速高 ※

）でまBG23(ドーカーリモメCHDS ・

）でまBG2(ドーカーリモメDS ・

。すでドーカDSの次、はのるいてし応対が体本U iiW

？かすでドーカDSるいてし応対

）いなれさ⺬表がターデ(いなれさ識認がドーカDS



。すまりあ

が合場いなきでがみ込き書／み込み読、とるいてい付が傷

？かんせまいてい付が傷に品製応対CFN

。いさだくてけづ近に)(クーマアリエCFN

？かすまいてけづ近に置位いし正

。いさだくてし用使を品製応対CFNたれさ定指

？かすまいてし用使を品製応対CFNたれさ定指

。すま

きで用使が能機CFN、で面場はたまトフソたし応対にCFN

？かすまいてし応対にCFN、はトフソの中用使

）いなきでがみ込

き書／み込み読(いなし応反が品製応対)信通線無離距近(CFN



33 一覧仕様

※ 仕様または外観の一部を予告なく変更することがあります。

ご了承ください。



Wii U本体

).pyt(Wm9.0：iiW

).pyt(Wm6.0：U iiW光射出ズンレ物対

gk55.1約量質

).pyt(6.0AN：iiW

).pyt(58.0AN：U iiW

ズンレ脂樹ズンレ物対

ーザーレ体導半様仕ーザーレ

℃04～01囲範度温用使

％08～02囲範度湿用使

。すまりなくな少りよ記上、は量容

るきで用使に際実、めたるあが域領ムテスシ ※

BG23：)10(101-PUW

BG8：)10(100-PUWーリモメ存保体本

)く除を部起突(

mm5.862き行奥×mm271横×mm64縦法寸

)拠準

0.2BSU(2×子端BSU/トッロスドーカDS子端力出入面前

p0801/i0801/p027/p084/i084度像解力出VA

W57力電費消

0.4.reV htooteulB

n/g/b11.208格規信通

)用続接daPemaG(Wm02約

)htooteulB(Wm1約

)iF-iW(Wm05約

)力電線中空(

力電力出

A0.5　V51 CD源電用使

子端続接ータプダアCA

/子端力出チルマVA/子端続接ーバーサンセ

/)拠準0.2BSU(2×子端BSU/子端®IMDH子端力出入面背

)10(101-PUW/)10(100-PUW名型

)用続接daPemaG(帯zHG2.5

)htooteulB/iF-iW(帯zHG4.2数波周線無



Wii U 本体ACアダプター

HDMIケーブル

800-PUW名型

g47約量質

)NPJ(200-PUW名型

A0.5 V51CD力出

zH06/05 V001CA力入

mm94さ厚×mm051横×mm07縦法寸

g075約量質

).pyt(mn066：iiW

).pyt(mn504：U iiW⻑波ーザーレ



Wii U GamePad

)時電充(W7.6約力電費消大最

ーサンセ

気磁地/ーサンセロイャジ/ーサンセ度速加ーサンセ

℃53～01囲範度温用使

ータ

クネコ張拡部外/)力出オレテス(子端続接ン

ホドッヘ/子端続接ータプダアCA/子端電充子端力出入

％08～02囲範度湿用使

)応対ドンウラサ似疑(オレテスーカーピス

)CFN( 4-9136 X SIJ

)CFN( B/A epyT 34441 CEI/OSI

)用続接体本U iiW( n11.208格規信通

)用続接体本U iiW(Wm01約

)力電線中空(

力電力出

]310-PUW[

)hAm0552(クッパーリテッバdaPemaG

U iiW、]210-PUW[)hAm0051(クッパ

ーリテッバdaPemaG U iiW、])NPJ(110

-PUW[ータプダアCA daPemaG U iiW源電用使

)CFN(帯zHM65.31

)用続接体本U iiW(帯zHG2.5数波周線無

合

場いなが物害障や器機るなと因原の渉干波電 ※

)用続接体本U iiW(内以m8

)CFN(内以mm02離距信通奨推

)トッド084縦×トッド458横(型2.6

)能可

⺬表色万7761約(晶液き付能機力入チッタ

)数素画/ズイ

サ面画(面画晶液

素画万03約：数素画効有

SOMC：子素像撮

点焦単：ズンレ能機ラメカ

)NPJ(010-PUW名型



Wii U GamePad ACアダプター

Wii U GamePadバッテリーパック(1500mAh)

Wii U GamePadタッチペン

Wii U GamePadプレイスタンド

610-PUW名型

g82約量質

mm9.23さ高×mm2.79横×mm6.27縦法寸

510-PUW名型

g2約量質

mm9.79さ⻑×mm4.8横×mm4.5縦法寸

210-PUW名型

hW6.5量容力電

池電ンオイムウチリ類種のーリテッバ

)NPJ(110-PUW名型

A6.1 V57.4CD力出

zH06/05 V001CA力入

mm82さ厚×mm001横×mm53縦法寸

g021約量質

)。すまりわ変てっよに況状用使

、どな度温の囲周、トフソるす用使やさる

明の面画。すですやめは間時(間時5～3約間時続持ーリテッバ

）く除を部起突(

mm14さ厚×mm4.552横×mm4.331縦法寸

間時5.2約間時電充

)む含をンペチッタ、ーリテッバ(g005約量質



Wii U本体縦置きスタンド

Wii U GamePad充電スタンド

Wiiリモコンプラス

。いさだ

くてしとすやめもでまくあ、でのすまりわ変

もてっよに因要のどな度温囲周、況状用使の

信通線無やトフソるす用使、は間時続持池電 ※

）合場だん遊で続連をトフソるいてし応対に

スラプンョシーモiiW、で池電乾リカルア（

間時52約間時続持池電

mm8.03さ厚×mm841縦×mm2.63横法寸形外

Wm002約力電費消

）ずま含池電乾、き付トッケ

ャジンコモリiiW、プッラトス（g331約量質

630-LVR名型

帯zHG4.2数波周線無

本2 ）6RL（池電乾リカルア形3単源電用使

Wm1約

）力電線中空（

力電力出

2.1.reV htooteulB格規信通

g08約量質

410-PUW名型

mm1.14さ高×mm3.111横×mm58縦法寸

A6.1 V57.4 CD力出入

900-PUW名型

g11約量質

mm4.72さ高×mm08横×mm51縦法寸



本製品には、電波法に基づく工事設計認証を受けた特定無線設備を搭載

しています。

　

また、本製品は5GHz帯 (W52; Ch36, Ch40, Ch44, Ch48）を使用

しています。電波法の規制により、W52の帯域を利用した本製品の屋

外使用は禁止されています。本製品は屋内のみご使用ください。 

Wiiリモコン専用ストラップ

Wiiリモコンジャケット

g34約量質

220-LVR名型

mm24さ厚×mm061縦×mm45横法寸

ムゴンコリシ質材

g3約量質

A810-LVR名型

mm042約法寸

）もひ（

ルテスエリポ・）部クッチスラプ（SBA質材

。いさ下てしをい扱り取いし正てっ従に書明説扱取

。すまりあがとこすこ起き引を

害障信受、とるれさ用使てし接近に機信受ンョジビレテやオ

ジラが置装のこ、がすまいてしと的目をとこるす用使で境環

庭家、は置装のこ。すで置装術技報情Bスラク、は置装のこ

B-ICCV



34 iiWいる 機器辺の周 UiWi して応に対

Wii U本体で対応しているWiiの周辺機器は、以下のとお

りです。対応していない周辺機器を使用すると、Wii U

本体の故障の原因となります。ご注意ください。

ソフトで使用できるもの(コントローラーなど)

※ Wiiリモコン専用ストラップ、Wiiリモコンジャケットを含む。

Wiiリモコンやクラシックコントローラ(クラシックコン

トローラPROを含む)は、Wii Uメニューからソフトをは

じめたり、HOMEボタンメニューを表⺬させたりするこ

ともできます。

Wii U本体で使用できるもの(ケーブルなど)

ーバンナルデモ称名品製

420-LVRルドンハiiW

320-LVRーパッザiiW

630-LVR※スラプンコモリiiW

620-LVRスラプンョシーモiiW

120-LVRドーボiiWスンラバ

)20-(500-LVRORPラーロトンコクッシラク

500-LVRラーロトンコクッシラク

400-LVRクャチンヌ

300-LVR※ンコモリiiW



Wii U本体やソフトで使用できないもの

※ Wii U本体に、ニンテンドー ゲームキューブの周辺機器(ニン

テンドー ゲームキューブ コントローラなど)を接続すること

はできません。

ーバンナルデモ称名品製

010-RTNタクネコBSU iF-iWードンテンニ

230-LVR
トーシ

グンニーリク用専ーナーリクズンレ

130-LVR
液

グンニーリク用専ーナーリクズンレ

030-LVRーナーリクズンレ用専iiW

910-LVRトーレプ助補ドンタス用専体本iiW

710-LVRドンタス用専体本iiW

)NPJ(200-LVRタプダアCA用専iiW

ーバンナルデモ称名品製

510-LVRータプダアNAL iiW

410-LVRーバーサンセ

210-LVRルブーケVA子端D用専iiW

610-LVRドンタスーバーサンセ用専iiW

)NPJ(100-PAW
タプダ

アクーワトッネ iF-iWードンテンニ

430-LVRスロクグンニーリク用専iiW

110-LVRルブーケVAトンネーポンコ用専iiW

330-LVRBG2 ドーカーリモメDS

020-LVRBM215 ドーカーリモメDS

530-LVRーリモメBSU iiW

730-LVRBG8 ドーカーリモメCHDS

010-LVRルブーケ子端S用専iiW

900-LVRルブーケVA用専iiW

830-LVRBG61 ドーカーリモメCHDS



35 (1)記権利表

Wii Uのロゴ・Wii Uは任天堂の商標です。

©2014 Nintendo

意匠登録第1266882号、第1266883号、第1429489号、第1429490号、

第1432488号、第1432980号、第1436654号、第1441467号、第

1441468号、第1441469号、第1441790号、第1449475号

PAT. PEND.

HDMIとHDMI High-Def in i t i on

Multimedia Interface用語およびHDMI

ロゴは、米国およびその他国々において、HDMI Licensing LLCの商

標または登録商標です。

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC PATENT

PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL USE OF A

CONSUMER OR OTHER USES IN WHICH IT DOES NOT

RECEIVE REMUNERATION TO ( i)  ENCODE VIDEO IN

COMPLIANCE WITH THE AVC STANDARD (“AVC VIDEO”) AND/

OR (ii) DECODE AVC VIDEO THAT WAS ENCODED BY A

CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL ACTIVITY AND/OR

WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER LICENSED TO

PROVIDE AVC VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR SHALL BE

IMPLIED FOR ANY OTHER USE. ADDITIONAL INFORMATION

MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA, L.L.C. SEE HTTP://WWW.

MPEGLA.COM

。すまい
てれさ止禁は用使的業商、き除を合場るいてれらめ認で律法

。んせまりあはでのもるす

限制を為行るすと的目を用使的私るいてれらめ認上法権作著
は告警のこ、おな。いさだく意注ごでのすまれらせ罰は反違
。すまいてれらじ禁に重厳で律法は布配断無や製複断無の書

明説やアェウトフソ。すまいてれさ護保りよに権作著は品本

要重



本製品は、株式会社ACCESSのNetFront

Browser NXを搭載しています。

ACCESS、ACCESSロゴ、NetFrontは、

日本国、米国、およびその他の国におけ

る株式会社ACCESSの登録商標または商

標です。

©2012-2015 ACCESS CO., LTD. All rights reserved.

Foxit PDF SDK Copyright ©2013, Foxit Corporation www.

foxitsoftware.com, All rights reserved.

本製品は、フォントワークス株式会社のフォントを使用しています。

本製品は、PUX株式会社の手書き文字認識エンジン” 楽ひら®” を使用

しています。楽ひらはパナソニック株式会社の登録商標です。

本製品は、PUX株式会社のソフトウェアコーデックMediaArtist®を使

用しています。

MediaArtist及びMediaArtistロゴはパナソニック株式会社の登録商標

です。

当製品には、イーソル株式会社のFATファイルシステム「PrFILE®2」

が搭載されています。

PrFILE はイーソル株式会社の登録商標です。

「QRコードリーダ」は株式会社アイエスピーと株式会社高度圧縮技術研

究所のソフトウェアを利用しています。

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

SDHCロゴはSD-3C, LLC.の商標です。

Designed with UEI Technology™
Under License from Universal Electronics Inc.

Portions © UEI 2000 - 2012

Vidyo’s technologies are covered by one or
more issued or pending United States patents,
as more fully detailed on the Patent Notice
page of Supplier’s website http://www.vidyo.
com/about/patent-notices/, as well as issued

and pending international patents.  The VIDYO logotype is a
registered trademark of Vidyo, Inc. in the United States and
certain other countries, and is a trademark of Vidyo, Inc.
throughout the world.  VIDYO is a trademark of Vidyo, Inc. in
the United States and throughout the world.
Powered by Vidyo

重要：Wii Uのセキュリティーと適切な機能を保証し、ご使用いただけ

NetFront® Document Viewer PDF Edition



るサービスの改善や、任天堂とソフトメーカーが保有する知的財産権を

保護するために、お客様のWii U本体もしくはWii Uソフトウェアは自

動的に更新されます。

　

本品には任天堂とソフトメーカーの知的財産権を保護するセキュリティ

ーが組み込まれています。Wii U本体もしくはソフトウェアの改造を可

能とする、任天堂が承認していない装置やソフトウェアの動作は保証さ

れません。任天堂が承認していない装置やソフトウェアの使用により、

お客様のWii Uが動作しなくなるほか、任天堂が承認していない装置や

ソフトウェアを使用して作成されたコンテンツは、事前の告知や同意な

く変更あるいは削除されます。

　

Wii Uに含まれるいかなるソフトウェア、および、それらソフトウェア

のすべてのアップデート（併せて、「本件ソフトウェア」という）は、

個人的かつ非営利の目的でのみご使用できます。本件ソフトウェアのそ

の他の目的での使用は禁止されています。特に、任天堂の同意なく、本

件ソフトウェアを貸与することや商業的に使用することは禁止されてい

ます。また、適用される法律で明⺬的に認められている場合を除き、本

件ソフトウェアの一部分でも複製等の著作権侵害に該当する行為や、リ

バースエンジニアリング等を行うことは禁止されています。

　

本品は日本国内専用です。日本国内のみでの販売および使用とし、日本

仕様のWii UソフトおよびWiiソフトが使用可能です。

Miiに関する利用規約

Wii U本体・内蔵ソフトウェアで使用されているオー

プンソースソフトウェアに関する表記

Miiに関する利用規約

本規約は、任天堂株式会社（以下、「任天堂」といいます）が提供す

る『Mii』を作成するためのソフトウェア（以下、「Mii作成ソフト」

といいます）および似顔絵キャラクター『Mii』の利用条件などについ

て定めたものです。

１．お客様は、本規約の遵守を条件として、Mii作成ソフトおよびMii

を利用または使用することができます。

２．Miiにかかる著作権（著作権法27条および28条に定める権利を含

みます。）などの知的財産権その他一切の権利は、任天堂に帰属

するものとします。

３．お客様は、任天堂および任天堂が指定する第三者が提供する機

器・サービスにおいて利用または使用する場合、個人で楽しむな

ど法律で認められた場合、または任天堂が取扱説明書やホームペ

1

2

1



ージ上などにおいて別途認めた場合にのみ、Miiを利用または使用

することができます。

４．お客様は、以下に該当する行為または該当するおそれがある行為

をしてはなりません。

①　Miiを営利目的で利用または使用する行為

②　Miiを営利目的を有する第三者（任天堂が指定する第三者を除

きます）に提供し、利用または使用させる行為
③　他人の名誉・信用を毀損し、他人を侮辱し、または他人に不

快感を与える行為

④　他人のプライバシー権､肖像権、パブリシティ権を侵害する行

為

⑤　他人の著作権などの知的財産権およびその他一切の権利を侵

害する行為

⑥　犯罪行為またはこれを助⻑する行為

⑦　公序良俗に反する行為

⑧　その他任天堂が不適切と判断する行為

５．お客様によるMii作成ソフトおよびMiiの利用または使用に関して

第三者とトラブルが生じた場合、当該トラブルは、お客様と第三

者との間で解決するものとし、任天堂は、お客様に生じた損害に

ついて一切の責任を負いません。

６．任天堂は、予告なく、本規約を変更することができるものとしま

す。その場合、任天堂は変更後の本規約を任天堂のホームページ

（http://www.nintendo.co.jp/）上に掲載します。変更後の本規

約は、任天堂が別途定める場合を除き、任天堂ホームページ上に

掲載表⺬された時点より効力を生じるものとします。

７．ニンテンドーネットワークサービスをご利用いただくにあたって

は、別途定めるニンテンドーネットワーク利用規約にご同意いた

だく必要があります。

Wii U本体・内蔵ソフトウェアで使用されているオー

プンソースソフトウェアに関する表記

■libjpeg

This software is based in part on the work of the Independent

JPEG Group.

■libjpeg-turbo

Copyright (C)2009-2014 D. R. Commander.  All Rights

Reserved.

　

Redistribution and use in source and binary forms, with or

without modification, are permitted provided that the following

2



■Mini-XML

The Wii U console contains a modified version of Mini-XML.

The changes to Mini-XML are provided to you under the terms

of the LGPL2 in sections 1, 2, and 4 below. To obtain the

modified Mini-XML source code, please visit Nintendo’s official

website.

Mini-XML License

The Mini-XML library and included programs are provided

under the terms of the GNU Library General Public License

version 2 (LGPL2) with the following exceptions:

conditions are met:

　

- Redistributions of source code must retain the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer.

　

- Redistributions in binary form must reproduce the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

　

- Neither the name of the libjpeg-turbo Project nor the names

of its contributors may be used to endorse or promote

products derived from this software without specific prior

written permission.

　

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS

AND CONTRIBUTORS "AS IS", AND ANY EXPRESS OR

IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,

THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN

NO EVENT SHAL L THE COPYRI GHT  HOLDERS OR

CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT,

INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL

DA MAG ES ( I NC L UDI N G,  B UT  NO T  L I M I T ED TO,

PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS

OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,

WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT

(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY

WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED

OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.



1. Static linking of applications to the Mini-XML library does

not constitute a derivative work and does not require the

author to provide source code for the application, use the

shared Mini-XML libraries, or link their applications against a

user-supplied version of Mini-XML.

If you link the application to a modified version of Mini-XML,

then the changes to Mini-XML must be provided under the

terms of the LGPL2 in sections 1, 2, and 4.

2. You do not have to provide a copy of the Mini-XML license

with programs that are linked to the Mini-XML library, nor do

you have to identify the Mini-XML license in your program or

documentation as required by section 6 of the LGPL2.

GNU LIBRARY GENERAL PUBLIC LICENSE

Version 2, June 1991 

Copyright (C) 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA 02111-1307, USA 

Preamble

The licenses for most software are designed to take away your

freedom to share and change it. By contrast, the GNU General

Public Licenses are intended to guarantee your freedom to

share and change free software--to make sure the software is

free for all its users.

This license, the Library General Public License, applies to

some specially designated Free Software Foundation software,

and to any other libraries whose authors decide to use it. You

can use it for your libraries, too.

When we speak of free software, we are referring to freedom,

not price. Our General Public Licenses are designed to make

sure that you have the freedom to distribute copies of free

software (and charge for this service if you wish), that you

receive source code or can get it if you want it, that you can

change the software or use pieces of it in new free programs;

and that you know you can do these things.

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid

anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the

rights. These restrictions translate to certain responsibilities for

you if you distribute copies of the library, or if you modify it.

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of

this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the library GPL. It is

numbered 2 because it goes with version 2 of the ordinary

GPL.]



For example, if you distribute copies of the library, whether

gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights

that we gave you. You must make sure that they, too, receive

or can get the source code. If you link a program with the

library, you must provide complete object files to the recipients

so that they can relink them with the library, after making

changes to the library and recompiling it. And you must show

them these terms so they know their rights.

Our method of protecting your rights has two steps: (1)

copyright the library, and (2) offer you this license which gives

you legal permission to copy, distribute and/or modify the

library.

Also, for each distributor's protection, we want to make certain

that everyone understands that there is no warranty for this

free library. If the library is modified by someone else and

passed on, we want its recipients to know that what they have

is not the original version, so that any problems introduced by

others will not reflect on the original authors' reputations.

Finally, any free program is threatened constantly by software

patents. We wish to avoid the danger that companies

distributing free software will individually obtain patent

l icenses, thus in ef fect transforming the program into

proprietary software. To prevent this, we have made it clear

that any patent must be licensed for everyone's free use or not

licensed at all.

Most GNU software, including some libraries, is covered by the

ordinary GNU General Public License, which was designed for

utility programs. This license, the GNU Library General Public

License, applies to certain designated libraries. This license is

quite different from the ordinary one; be sure to read it in full,

and don't assume that anything in it is the same as in the

ordinary license.

The reason we have a separate public license for some

libraries is that they blur the distinction we usually make

between modifying or adding to a program and simply using it.

Linking a program with a library, without changing the library, is

in some sense simply using the library, and is analogous to

running a utility program or application program. However, in a

textual and legal sense, the linked executable is a combined

work, a derivative of the original library, and the ordinary

General Public License treats it as such.

Because of this blurred distinction, using the ordinary General

Public License for libraries did not effectively promote software



sharing, because most developers did not use the libraries. We

concluded that weaker conditions might promote sharing

better.

However, unrestricted linking of non-free programs would

deprive the users of those programs of all benefit from the free

status of the libraries themselves. This Library General Public

License is intended to permit developers of non-free programs

to use free libraries, while preserving your freedom as a user of

such programs to change the free l ibra ries that are

incorporated in them. (We have not seen how to achieve this

as regards changes in header files, but we have achieved it as

regards changes in the actual functions of the Library.) The

hope is that this will lead to faster development of free

libraries.

The precise terms and conditions for copying, distribution and

modification follow. Pay close attention to the difference

between a "work based on the libary" and a "work that uses

the library". The former contains code derived from the library,

while the latter only works together with the library.

Note that it is possible for a library to be covered by the

ordinary General Public License rather than by this special one.

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND

MODIFICATION

0. This License Agreement applies to any software library

which contains a notice placed by the copyright holder or

other authorized party saying it may be distributed under the

terms of this Library General Public License (also called "this

License"). Each licensee is addressed as "you".

A "library" means a collection of software functions and/or

data prepared so as to be conveniently linked with application

programs (which use some of those functions and data) to

form executables.

The "Library", below, refers to any such software library or

work which has been distributed under these terms. A "work

based on the Library" means either the Library or any

derivative work under copyright law: that is to say, a work

containing the Library or a portion of it, either verbatim or with

modifications and/or translated straightforwardly into another

language. (Hereinafter, translation is included without limitation

in the term "modification".)

"Source code" for a work means the preferred form of the work

for making modifications to it. For a library, complete source



code means all the source code for all modules it contains,

plus any associated interface definition files, plus the scripts

used to control compilation and installation of the library.

Activities other than copying, distribution and modification are

not covered by this License; they are outside its scope. The

act of running a program using the Library is not restricted,

and output from such a program is covered only if its contents

constitute a work based on the Library (independent of the use

of the Library in a tool for writing it). Whether that is true

depends on what the Library does and what the program that

uses the Library does.

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's

complete source code as you receive it, in any medium,

provided that you conspicuously and appropriately publish on

each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of

warranty; keep intact all the notices that refer to this License

and to the absence of any warranty; and distribute a copy of

this License along with the Library.

You may charge a fee for the physical act of transferring a

copy, and you may at your option offer warranty protection in

exchange for a fee.

2. You may modify your copy or copies of the Library or any

portion of it, thus forming a work based on the Library, and

copy and distribute such modifications or work under the terms

of Section 1 above, provided that you also meet all of these

conditions:

a) The modified work must itself be a software library.

b) You must cause the files modified to carry prominent notices

stating that you changed the files and the date of any change.

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no

charge to all third parties under the terms of this License.

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a

table of data to be supplied by an application program that

uses the facility, other than as an argument passed when the

facility is invoked, then you must make a good faith effort to

ensure that, in the event an application does not supply such

function or table, the facility still operates, and performs

whatever part of its purpose remains meaningful.

(For example, a function in a library to compute square roots

has a purpose that is entirely well-defined independent of the

application. Therefore, Subsection 2d requires that any

application-supplied function or table used by this function

must be optional: if the application does not supply it, the



square root function must still compute square roots.)

These requirements apply to the modified work as a whole. If

identifiable sections of that work are not derived from the

Library, and can be reasonably considered independent and

separate works in themselves, then this License, and its terms,

do not apply to those sections when you distribute them as

separate works. But when you distribute the same sections as

part of a whole which is a work based on the Library, the

distribution of the whole must be on the terms of this License,

whose permissions for other licensees extend to the entire

whole, and thus to each and every part regardless of who

wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or

contest your rights to work written entirely by you; rather, the

intent is to exercise the right to control the distribution of

derivative or collective works based on the Library.

In addition, mere aggregation of another work not based on

the Library with the Library (or with a work based on the

Library) on a volume of a storage or distribution medium does

not bring the other work under the scope of this License.

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General

Public License instead of this License to a given copy of the

Library. To do this, you must alter all the notices that refer to

this License, so that they refer to the ordinary GNU General

Public License, version 2, instead of to this License. (If a

newer version than version 2 of the ordinary GNU General

Public License has appeared, then you can specify that version

instead if you wish.) Do not make any other change in these

notices.

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for

that copy, so the ordinary GNU General Public License applies

to all subsequent copies and derivative works made from that

copy.

This option is useful when you wish to copy part of the code of

the Library into a program that is not a library.

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or

derivative of it, under Section 2) in object code or executable

form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that

you accompany it with the complete corresponding machine-

readable source code, which must be distributed under the

terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily

used for software interchange.

If distribution of object code is made by offering access to



copy from a designated place, then offering equivalent access

to copy the source code from the same place satisfies the

requirement to distribute the source code, even though third

parties are not compelled to copy the source along with the

object code.

5. A program that contains no derivative of any portion of the

Library, but is designed to work with the Library by being

compiled or linked with it, is called a "work that uses the

Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of

the Library, and therefore falls outside the scope of this

License.

However, linking a "work that uses the Library" with the Library

creates an executable that is a derivative of the Library

(because it contains portions of the Library), rather than a

"work that uses the library". The executable is therefore

covered by this License. Section 6 states terms for distribution

of such executables.

When a "work that uses the Library" uses material from a

header file that is part of the Library, the object code for the

work may be a derivative work of the Library even though the

source code is not. Whether this is true is especially significant

if the work can be linked without the Library, or if the work is

itself a library. The threshold for this to be true is not precisely

defined by law.

If such an object file uses only numerical parameters, data

structure layouts and accessors, and small macros and small

inline functions (ten lines or less in length), then the use of the

object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a

derivative work. (Executables containing this object code plus

portions of the Library will still fall under Section 6.)

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may

distribute the object code for the work under the terms of

Section 6. Any executables containing that work also fall under

Section 6, whether or not they are linked directly with the

Library itself.

6. As an exception to the Sections above, you may also

compile or link a "work that uses the Library" with the Library

to produce a work containing portions of the Library, and

distribute that work under terms of your choice, provided that

the terms permit modification of the work for the customer's

own use and reverse engineering for debugging such

modifications.

You must give prominent notice with each copy of the work



that the Library is used in it and that the Library and its use

are covered by this License. You must supply a copy of this

License. If the work during execution displays copyright

notices, you must include the copyright notice for the Library

among them, as well as a reference directing the user to the

copy of this License. Also, you must do one of these things:

a) Accompany the work with the complete corresponding

machine-readable source code for the Library including

whatever changes were used in the work (which must be

distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is

an executable linked with the Library, with the complete

machine-readable "work that uses the Library", as object code

and/or source code, so that the user can modify the Library

and then relink to produce a modified executable containing

the modified Library. (It is understood that the user who

changes the contents of definitions files in the Library will not

necessarily be able to recompile the application to use the

modified definitions.) 

b) Accompany the work with a written offer, valid for at least

three years, to give the same user the materials specified in

Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of

performing this distribution.

c) If distribution of the work is made by offering access to copy

from a designated place, offer equivalent access to copy the

above specified materials from the same place.

d) Verify that the user has already received a copy of these

materials or that you have already sent this user a copy.

For an executable, the required form of the "work that uses the

Library" must include any data and utility programs needed for

reproducing the executable from it. However, as a special

exception, the source code distributed need not include

anything that is normally distributed (in either source or binary

form) with the major components (compiler, kernel, and so on)

of the operating system on which the executable runs, unless

that component itself accompanies the executable.

It may happen that this requirement contradicts the license

restrictions of other proprietary libraries that do not normally

accompany the operating system. Such a contradiction means

you cannot use both them and the Library together in an

executable that you distribute.

7. You may place library facilities that are a work based on the

Library side-by-side in a single library together with other

library facilities not covered by this License, and distribute



11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of

patent infringement or for any other reason (not limited to

patent issues), conditions are imposed on you (whether by

court order, agreement or otherwise) that contradict the

conditions of this License, they do not excuse you from the

conditions of this License. If you cannot distribute so as to

satisfy simultaneously your obligations under this License and

any other pertinent obligations, then as a consequence you

may not distribute the Library at all. For example, if a patent

such a combined library, provided that the separate distribution

of the work based on the Library and of the other library

facilities is otherwise permitted, and provided that you do

these two things:

a) Accompany the combined library with a copy of the same

work based on the Library, uncombined with any other library

facilities. This must be distributed under the terms of the

Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact

that part of it is a work based on the Library, and explaining

where to find the accompanying uncombined form of the same

work.

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute

the Library except as expressly provided under this License.

Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or

distribute the Library is void, and will automatically terminate

your rights under this License. However, parties who have

received copies, or rights, from you under this License will not

have their licenses terminated so long as such parties remain

in full compliance.

9. You are not required to accept this License, since you have

not signed it. However, nothing else grants you permission to

modify or distribute the Library or its derivative works. These

actions are prohibited by law if you do not accept this License.

Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work

based on the Library), you indicate your acceptance of this

License to do so, and all its terms and conditions for copying,

distributing or modifying the Library or works based on it.

10. Each time you redistribute the Library (or any work based

on the Library), the recipient automatically receives a license

from the original licensor to copy, distribute, link with or modify

the Library subject to these terms and conditions. You may not

impose any further restrictions on the recipients' exercise of

the rights granted herein. 



license would not permit royalty-free redistribution of the

Library by all those who receive copies directly or indirectly

through you, then the only way you could satisfy both it and

this License would be to refrain entirely from distribution of the

Library.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable

under any particular circumstance, the balance of the section

is intended to apply, and the section as a whole is intended to

apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe

any patents or other property right claims or to contest validity

of any such claims; this section has the sole purpose of

protecting the integrity of the free software distribution system

which is implemented by public license practices. Many people

have made generous contributions to the wide range of

software distributed through that system in reliance on

consistent application of that system; it is up to the author/

donor to decide if he or she is willing to distribute software

through any other system and a licensee cannot impose that

choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is

believed to be a consequence of the rest of this License.

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in

certain countries either by patents or by copyrighted

interfaces, the original copyright holder who places the Library

under this License may add an expl ic it geographical

distribution limitation excluding those countries, so that

distribution is permitted only in or among countries not thus

excluded. In such case, this License incorporates the limitation

as if written in the body of this License.

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or

new versions of the Library General Public License from time to

time. Such new versions will be similar in spirit to the present

version, but may differ in detail to address new problems or

concerns.

Each version is given a distinguishing version number. If the

Library specifies a version number of this License which

applies to it and "any later version", you have the option of

following the terms and conditions either of that version or of

any later version published by the Free Software Foundation. If

the Library does not specify a license version number, you may

choose any version ever published by the Free Software

Foundation.



14. If you wish to incorporate parts of the Library into other

free programs whose distribution conditions are incompatible

with these, write to the author to ask for permission. For

software which is copyrighted by the Free Software

Foundation, write to the Free Software Foundation; we

sometimes make exceptions for this. Our decision will be

guided by the two goals of preserving the free status of all

derivatives of our free software and of promoting the sharing

and reuse of software generally.

NO WARRANTY

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE,

THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT

PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR

OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT

WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED,

INCLUDI NG,  BUT NOT LI MITED TO,  THE  I MPLI ED

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE

QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU.

SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE

COST OF ALL NECESSARY SERVICING,  REPAIR OR

CORRECTION.

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW

OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER,

OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR

REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE

LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL,

SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES

ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE

LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA

OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES

SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF

THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE),

EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN

ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

END OF TERMS AND CONDITIONS

How to Apply These Terms to Your New Libraries

If you develop a new library, and you want it to be of the

greatest possible use to the public, we recommend making it

free software that everyone can redistribute and change. You



can do so by permitting redistribution under these terms (or,

alternatively, under the terms of the ordinary General Public

License).

To apply these terms, attach the following notices to the

library. It is safest to attach them to the start of each source

file to most effectively convey the exclusion of warranty; and

each file should have at least the "copyright" line and a

pointer to where the full notice is found.

one line to give the library's name and an idea of what it does.

Copyright (C) year name of author

This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Lesser General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2.1 of the License, or (at your option) any later

version.

This library is distributed in the hope that it will be useful, but

WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty

of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for

more details.

You should have received a copy of the GNU Lesser General

Public License along with this library; if not, write to the Free

Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330,

Boston, MA 02111-1307 USA

Also add information on how to contact you by electronic and

paper mail.

You should also get  your employer ( if  you work as a

programmer) or your school, if any, to sign a "copyright

disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter

the names:

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the

library `Frob' (a library for tweaking knobs) written by James

Random Hacker.

signature of Ty Coon, 1 April 1990 Ty Coon, President of Vice

That's all there is to it!

■libcurl 

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE

Copyright (c) 1996 - 2011, Daniel Stenberg, <daniel@haxx.se

>.

All rights reserved.



Permission to use, copy, modify, and distribute this software for

any purpose with or without fee is hereby granted, provided

that the above copyright notice and this permission notice

appear in all copies.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO EVENT

SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE

FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER

IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING

FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR

THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of a copyright

holder shall not be used in advertising or otherwise to promote

the sale, use or other dealings in this Software without prior

written authorization of the copyright holder.

■STLport

Copyright 1999,2000 Boris Fomitchev

This material is provided "as is", with absolutely no warranty

expressed or implied. Any use is at your own risk.

Permission to use or copy this software for any purpose is

hereby granted without fee, provided the above notices are

retained on all copies. Permission to modify the code and to

distribute modified code is granted, provided the above notices

are retained, and a notice that the code was modified is

included with the above copyright notice. 

The Licensee may distribute binaries compiled with STLport

(whether original or modif ied) without any royalties or

restrictions.

The Licensee may distribute original or modified STLport

sources, provided that:

・ The conditions indicated in the above permission notice are

met; 

・ The following copyright notices are retained when present,

and conditions provided in accompanying permission

notices are met : 

Copyright 1994 Hewlett-Packard Company



Copyright 1996,97 Silicon Graphics Computer Systems, Inc.

Copyright 1997 Moscow Center for SPARC Technology.

Permission to use, copy, modify, distribute and sell this

software and its documentation for any purpose is hereby

granted without fee, provided that the above copyright

notice appear in all copies and that both that copyright

notice and this permission notice appear in supporting

documentation. Hewlett-Packard Company makes no

representations about the suitability of this software for any

purpose. It is provided "as is" without express or implied

warranty.

Permission to use, copy, modify, distribute and sell this

software and its documentation for any purpose is hereby

granted without fee, provided that the above copyright

notice appear in all copies and that both that copyright

notice and this permission notice appear in supporting

documentation. Silicon Graphics makes no representations

about the suitability of this software for any purpose. It is

provided "as is" without express or implied warranty.

Permission to use, copy, modify, distribute and sell this

software and its documentation for any purpose is hereby

granted without fee, provided that the above copyright

notice appear in all copies and that both that copyright

notice and this permission notice appear in supporting

documentation. Moscow Center for SPARC Technology

makes no representations about the suitability of this

software for any purpose. It is provided "as is" without

express or implied warranty. 

■OpenBSD

Copyright (c) 1998 Todd C. Miller <Todd.Miller@courtesan.

com>

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for

any purpose with or without fee is hereby granted, provided

that the above copyright notice and this permission notice

appear in all copies.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND THE AUTHOR

DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS

SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF

MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL THE

AUTHOR BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, DIRECT, INDIRECT,

OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES



WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR

PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF  CONTRACT,

NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF

OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF

THIS SOFTWARE.

■OpenSSL

  LICENSE ISSUES

  The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the

conditions of the OpenSSL License and the original SSLeay

license apply to the toolkit. See below for the actual license

texts. Actually both licenses are BSD-style Open Source

licenses. In case of any license issues related to OpenSSL

please contact openssl-core@openssl.org.

  OpenSSL License

Copyright (c) 1998-2011 The OpenSSL Project.  All rights

reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or

without modification, are permitted provided that the following

conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

3. All advertising materials mentioning features or use of this

software must display the following acknowledgment: "This

product includes software developed by the OpenSSL Project

for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)"

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must

not be used to endorse or promote products derived from this

software without prior wri tten permission. For written

permission, please contact openssl-core@openssl.org.



5. Products derived from this software may not be called

"OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without

prior written permission of the OpenSSL Project.

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the

following acknowledgment: "This product includes software

developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL

Toolkit (http://www.openssl.org/)"

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``

AS IS'' AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES,

INCLUDI NG,  BUT NOT LI MITED TO,  THE  I MPLI ED

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT

SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE

LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,

EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING,

BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE

GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR

BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY

THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT

LIABILITY,  OR TORT ( INCLUDING NEGLIGENCE OR

OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH

DAMAGE.

This product includes cryptographic software written by Eric

Young (eay@cryptsoft.com).  This product includes software

written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

 Original SSLeay License

Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)

All rights reserved.

This package is an SSL implementation written by Eric Young

(eay@cryptsoft.com). The implementation was written so as to

conform with Netscapes SSL. This library is free for commercial

and non-commercial use as long as the following conditions

are aheared to.  The following conditions apply to all code

found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc.,

code; not just the SSL code.  The SSL documentation included

with this distribution is covered by the same copyright terms



except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright

notices in the code are not to be removed.

If this package is used in a product, Eric Young should be

given attribution as the author of the parts of the library used.

This can be in the form of a textual message at program

startup or in documentation (online or textual) provided with

the package.

Redistribution and use in source and binary forms, with or

without modification, are permitted provided that the following

conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

3. All advertising materials mentioning features or use of this

software must display the following acknowledgement:

"This product includes cryptographic software written by Eric

Young (eay@cryptsoft.com)"

The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the

library being used are not cryptographic related :-).

4. If you include any Windows specific code (or a derivative

thereof) from the apps directory (application code) you must

include an acknowledgement:

"This product includes software written by Tim Hudson

(tjh@cryptsoft.com)"

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ``AS IS'' AND

ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT

NOT L I MI TED TO,  THE IMPLI ED WARRANTI ES OF

MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE

AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT,

INDIRECT, INCIDENTAL,  SPECIAL, EXEMPLARY, OR

CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED

TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;

LOSS OF  USE,  DATA,  OR PROFI TS;  OR BUSINESS

INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF

LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR



TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN

ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF

ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

 

The licence and distribution terms for any publically available

version orderivative of this code cannot be changed.  i.e. this

code cannot simply be copied and put  under another

distribution licence [including the GNU Public Licence.]

■Speex

Copyright 2002-2008 Xiph.org Foundation

Copyright 2002-2008 Jean-Marc Valin

Copyright 2005-2007 Analog Devices Inc.

Copyright 2005-2008 Commonwealth Scientific and Industrial

Research 

Organisation (CSIRO)

Copyright 1993, 2002, 2006 David Rowe

Copyright 2003 EpicGames

Copyright 1992-1994 Jutta Degener, Carsten Bormann

Redistribution and use in source and binary forms, with or

without modification, are permitted provided that the following

conditions are met:

- Redistributions of source code must retain the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer.

- Redistributions in binary form must reproduce the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

- Neither the name of the Xiph.org Foundation nor the names

of its contributors may be used to endorse or promote

products derived from this software without specific prior

written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS

AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY EXPRESS OR

IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,

THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN



NO EVENT SHALL THE FOUNDATION OR CONTRIBUTORS BE

LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,

EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING,

BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE

GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR

BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY

THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT

LIABILITY,  OR TORT ( INCLUDING NEGLIGENCE OR

OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH

DAMAGE.

■sbc

This software includes open source software distributed under

the terms of the GNU Lesser General Public license 2.1

("LGPL") and modified version of those (collectively "the

OSS"). In compliance with the LGPL, the source code of the

OSS is made available via the Nintendo official website.

Copyright (C) 2010 Keith Mok <ek9852@gmail.com>

Copyright (C) 2008-2010  Nokia Corporation

Cop y r i g h t  ( C )  2 00 4 - 20 1 0  Ma r ce l  Ho l t m an n  <

marcel@holtmann.org>

Copyright (C) 2004-2005  Henryk Ploetz <henryk@ploetzli.ch>

Copyright (C) 2005-2006  Brad Midgley bmidgley@xmission.

com

 GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE

       Version 2.1, February 1999

 Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc.

     51 Franklin St, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA

 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies

 of this license document, but changing it is not allowed.

[This is the first released version of the Lesser GPL.  It also

counts as the successor of the GNU Library Public License,

version 2, hence the version number 2.1.]

Preamble

  The licenses for most software are designed to take away

your freedom to share and change it.  By contrast, the GNU



General Public Licenses are intended to guarantee your

freedom to share and change free software--to make sure the

software is free for all its users.

  This license, the Lesser General Public License, applies to

some specially designated software packages--typically

libraries--of the Free Software Foundation and other authors

who decide to use it.  You can use it too, but we suggest you

first think carefully about whether this license or the ordinary

General Public License is the better strategy to use in any

particular case, based on the explanations below.

  When we speak of free software, we are referring to freedom

of use, not price.  Our General Public Licenses are designed to

make sure that you have the freedom to distribute copies of

free software (and charge for this service if you wish); that you

receive source code or can get it if you want it; that you can

change the software and use pieces of it in new free programs;

and that you are informed that you can do these things.

  To protect your rights, we need to make restrictions that

forbid distributors to deny you these rights or to ask you to

surrender these rights.  These restrictions translate to certain

responsibilities for you if you distribute copies of the library or

if you modify it.

  For example, if you distribute copies of the library, whether

gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights

that we gave you.  You must make sure that they, too, receive

or can get the source code.  If you link other code with the

library, you must provide complete object files to the recipients,

so that they can relink them with the library after making

changes to the library and recompiling it.  And you must show

them these terms so they know their rights.

  We protect your rights with a two-step method: (1) we

copyright the library, and (2) we offer you this license, which

gives you legal permission to copy, distribute and/or modify

the library.

  To protect each distributor, we want to make it very clear that

there is no warranty for the free library.  Also, if the library is

modified by someone else and passed on, the recipients

should know that what they have is not the original version, so



that the original author's reputation will not be affected by

problems that might be introduced by others.

  Finally, software patents pose a constant threat to the

existence of any free program.  We wish to make sure that a

company cannot effectively restrict the users of a free program

by obtaining a restr ictive l icense from a patent holder.

Therefore, we insist that any patent license obtained for a

version of the library must be consistent with the full freedom

of use specified in this license.

  Most GNU software, including some libraries, is covered by

the ordinary GNU General Public License.  This license, the

GNU Lesser General Public License, appl ies to certain

designated libraries, and is quite different from the ordinary

General Public License.  We use this license for certain

libraries in order to permit linking those libraries into non-free

programs.

  When a program is linked with a library, whether statically or

using a shared library, the combination of the two is legally

speaking a combined work, a derivative of the original library.

The ordinary General Public License therefore permits such

linking only if the entire combination fits its criteria of freedom.

The Lesser General Public License permits more lax criteria for

linking other code with the library.

  We call this license the "Lesser" General Public License

because it does Less to protect the user's freedom than the

ordinary General Public License.  It also provides other free

software developers Less of an advantage over competing

non-free programs.  These disadvantages are the reason we

use the ordinary General Public License for many libraries.

However, the Lesser license provides advantages in certain　

special circumstances.

  For example, on rare occasions, there may be a special need

to　encourage the widest possible use of a certain library, so

that it becomes　a de-facto standard.  To achieve this, non-

free programs must be　allowed to use the library.  A more

frequent case is that a free library does the same job as widely

used non-free libraries.  In this case, there is little to gain by

limiting the free library to free software only, so we use the

Lesser General Public License.



  In other cases, permission to use a particular library in non-

free programs enables a greater number of people to use a

large body of free software.  For example, permission to use

the GNU C Library in non-free programs enables many more

people to use the whole GNU operating system, as well as its

variant, the GNU/Linux operating system.

  Although the Lesser General Public License is Less protective

of the users' freedom, it does ensure that the user of a

program that is linked with the Library has the freedom and the

wherewithal to run that program using a modified version of

the Library.

  The precise terms and conditions for copying, distribution

and modification follow.  Pay close attention to the difference

between a "work based on the library" and a "work that uses

the library".  The former contains code derived from the library,

whereas the latter must be combined with the library in order

to run.

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE

   TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION

AND MODIFICATION

  0. This License Agreement applies to any software library or

other program which contains a notice placed by the copyright

holder or other authorized party saying it may be distributed

under the terms of this Lesser General Public License (also

called "this License").

Each licensee is addressed as "you".

  A "library" means a collection of software functions and/or

data prepared so as to be conveniently linked with application

programs (which use some of those functions and data) to

form executables.

  The "Library", below, refers to any such software library or

work which has been distributed under these terms.  A "work

based on the Library" means either the Library or any

derivative work under copyright law: that is to say, a work

containing the Library or a portion of it, either verbatim or with

modifications and/or translated straightforwardly into another

language.  (Hereinafter, translation is included without



limitation in the term "modification".)

  "Source code" for a work means the preferred form of the

work for making modifications to it.  For a library, complete

source code means all the source code for all modules it

contains, plus any associated interface definition files, plus the

scripts used to control compilation and installation of the

library.

  Activities other than copying, distribution and modification

are not covered by this License; they are outside its scope.

The act of running a program using the Library is not

restricted, and output from such a program is covered only if

i ts contents const itute a work based on the Library

(independent of the use of the Library in a tool for writing it).

Whether that is true depends on what the Library does and

what the program that uses the Library does.

  

  1. You may copy and distribute verbatim copies of the

Library's complete source code as you receive it, in any

medium, provided that you conspicuously and appropriately

publish on each copy an appropriate copyright notice and

disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to

this License and to the absence of any warranty; and distribute

a copy of this License along with the Library.

  You may charge a fee for the physical act of transferring a

copy, and you may at your option offer warranty protection in

exchange for a fee.

  2. You may modify your copy or copies of the Library or any

portion of it, thus forming a work based on the Library, and

copy and distribute such modifications or work under the terms

of Section 1 above, provided that you also meet all of these

conditions:

    a) The modified work must itself be a software library.

    b) You must cause the files modified to carry prominent

notices stating that you changed the files and the date of any

change.

    c) You must cause the whole of the work to be licensed at

no charge to all third parties under the terms of this License.



    d) If a facility in the modified Library refers to a function or

a table of data to be supplied by an application program that

uses the facility, other than as an argument passed when the

facility is invoked, then you must make a good faith effort to

ensure that, in the event an application does not supply such

function or  table, the facility still operates, and performs

whatever part of its purpose remains meaningful.

    (For example, a function in a library to compute square

roots has a purpose that is entirely well-defined independent

of the application.  Therefore, Subsection 2d requires that any

application-supplied function or table used by this function

must be optional: if the application does not supply it, the

square root function must still compute square roots.)

These requirements apply to the modified work as a whole.  If

identifiable sections of that work are not derived from the

Library, and can be reasonably considered independent and

separate works in themselves, then this License, and its terms,

do not apply to those sections when you distribute them as

separate works.  But when you distribute the same sections as

part of a whole which is a work based on the Library, the

distribution of the whole must be on the terms of this License,

whose permissions for other licensees extend to the entire

whole, and thus to each and every part regardless of who

wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or

contest your rights to work written entirely by you; rather, the

intent is to exercise the right to control the distribution of

derivative or collective works based on the Library.

In addition, mere aggregation of another work not based on

the Library with the Library (or with a work based on the

Library) on a volume of a storage or distribution medium does

not bring the other work under the scope of this License.

  3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU

General Public License instead of this License to a given copy

of the Library.  To do this, you must alter all the notices that

refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU

General Public License, version 2, instead of to this License.

(If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General



Public License has appeared, then you can specify that version

instead if you wish.)  Do not make any other change in these

notices.

  Once this change is made in a given copy, it is irreversible for

that copy, so the ordinary GNU General Public License applies

to all subsequent copies and derivative works made from that

copy.

  This option is useful when you wish to copy part of the code

of the Library into a program that is not a library.

  4. You may copy and distribute the Library (or a portion or

derivative of it, under Section 2) in object code or executable

form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that

you accompany it with the complete corresponding machine-

readable source code, which must be distributed under the

terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily

used for software interchange.

  If distribution of object code is made by offering access to

copy from a designated place, then offering equivalent access

to copy the source code from the same place satisfies the

requirement to distribute the source code, even though third

parties are not compelled to copy the source along with the

object code.

  5. A program that contains no derivative of any portion of the

Library, but is designed to work with the Library by being

compiled or linked with it, is called a "work that uses the

Library".  Such a work, in isolation, is not a derivative work of

the Library, and therefore falls outside the scope of this

License.

  However, linking a "work that uses the Library" with the

Library creates an executable that is a derivative of the Library

(because it contains portions of the Library), rather than a

"work that uses the library".  The executable is therefore

covered by this License. Section 6 states terms for distribution

of such executables.

  When a "work that uses the Library" uses material from a

header file that is part of the Library, the object code for the

work may be a derivative work of the Library even though the

source code is not. Whether this is true is especially significant



if the work can be linked without the Library, or if the work is

itself a library.  The threshold for this to be true is not precisely

defined by law.

  If such an object file uses only numerical parameters, data

structure layouts and accessors, and small macros and small

inline functions (ten lines or less in length), then the use of the

object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a

derivative work.  (Executables containing this object code plus

portions of the Library will still fall under Section 6.)

  Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may

distribute the object code for the work under the terms of

Section 6. Any executables containing that work also fall under

Section 6, whether or not they are linked directly with the

Library itself.

  6. As an exception to the Sections above, you may also

combine or link a "work that uses the Library" with the Library

to produce a work containing portions of the Library, and

distribute that work under terms of your choice, provided that

the terms permit modification of the work for the customer's

own use and reverse engineering for debugging such

modifications.

  You must give prominent notice with each copy of the work

that the Library is used in it and that the Library and its use

are covered by this License.  You must supply a copy of this

License.  If the work during execution displays copyright

notices, you must include the copyright notice for the Library

among them, as well as a reference directing the user to the

copy of this License.  Also, you must do one of these things:

    a) Accompany the work with the complete corresponding

machine-readable source code for the Library including

whatever changes were used in the work (which must be

distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is

an executable linked with the Library, with the complete

machine-readable "work that uses the Library", as object code

and/or source code, so that the user can modify the Library

and then relink to produce a modified executable containing

the modified Library.  (It is understood that the user who

changes the contents of definitions files in the Library will not

necessarily be able to recompile the application to use the



modified definitions.)

    b) Use a suitable shared library mechanism for linking with

the Library.  A suitable mechanism is one that (1) uses at run

time a copy of the library already present on the user's

computer system, rather than copying library functions into the

executable, and (2) will operate properly with a modified

version of the library, if the user installs one, as long as the

modified version isinterface-compatible with the version that

the work was made with.

    c) Accompany the work with a written offer, valid for at least

three years, to give the same user the materials  specified in

Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of

performing this distribution.

    d) If distribution of the work is made by offering access to

copy from a designated place, offer equivalent access to copy

the above specified materials from the same place.

    e) Verify that the user has already received a copy of these

materials or that you have already sent this user a copy.

  For an executable, the required form of the "work that uses

theLibrary" must include any data and utility programs needed

for reproducing the executable from it.  However, as a special

exception, the materials to be distributed need not include

anything that is normally distributed (in either source or binary

form) with the major components (compiler, kernel, and so on)

of the operating system on which the executable runs, unless

that component itself accompanies the executable.

  It may happen that this requirement contradicts the license

restrictions of other proprietary libraries that do not normally

accompany the operating system.  Such a contradiction means

you cannot use both them and the Library together in an

executable that you distribute.

  7. You may place library facilities that are a work based on

the Library side-by-side in a single library together with other

library facilities not covered by this License, and distribute

such a combined library, provided that the separate distribution

of the work based on the Library and of the other library

facilities is otherwise permitted, and provided that you do



these two things:

    a) Accompany the combined library with a copy of the same

work based on the Library, uncombined with any other library

facilities.  This must be distributed under the terms of the

Sections above.

    b) Give prominent notice with the combined library of the

fact that part of it is a work based on the Library, and

explaining where to find the accompanying uncombined form

of the same work.

  8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or

distribute the Library except as expressly provided under this

License.  Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense,

link with, or distribute the Library is void, and will automatically

terminate your rights under this License.  However, parties who

have received copies, or rights, from you under this License

will not have their licenses terminated so long as such parties

remain in full compliance.

  9. You are not required to accept this License, since you

have not signed it.  However, nothing else grants you

permission to modify or distribute the Library or its derivative

works.  These actions are prohibited by law if you do not

accept this License.  Therefore, by modifying or distributing

the Library (or any work based on the Library), you indicate

your acceptance of this License to do so, and all its terms and

conditions for copying, distributing or modifying the Library or

works based on it.

  10. Each time you redistribute the Library (or any work based

on the Library), the recipient automatically receives a license

from the original licensor to copy, distribute, link with or modify

the Library subject to these terms and conditions.  You may

not impose any further restrictions on the recipients' exercise

of the rights granted herein. You are not responsible for

enforcing compliance by third parties with this License.

  11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of

patent infringement or for any other reason (not limited to

patent issues), conditions are imposed on you (whether by

court order, agreement or otherwise) that contradict the

conditions of this License, they do not excuse you from the

conditions of this License.  If you cannot distribute so as to



satisfy simultaneously your obligations under this License and

any other pertinent obligations, then as a consequence you

may not distribute the Library at all.  For example, if a patent

license would not permit royalty-free redistribution of the

Library by all those who receive copies directly or indirectly

through you, then the only way you could satisfy both it and

this License would be to refrain entirely from distribution of the

Library.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable

under any particular circumstance, the balance of the section

is intended to apply, and the section as a whole is intended to

apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe

any patents or other property right claims or to contest validity

of any such claims; this section has the sole purpose of

protecting the integrity of the free software distribution system

which 6is implemented by public license practices.  Many

people have made generous contributions to the wide range of

software distributed through that system in reliance on

consistent application of that system; it is up to the author/

donor to decide if he or she is willing to distribute software

through any other system and a licensee cannot impose that

choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is

believed to be a consequence of the rest of this License.

  12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in

certain countries either by patents or by copyrighted

interfaces, the original copyright holder who places the Library

under this License may add an expl ic it geographical

distribution limitation excluding those countries, so that

distribution is permitted only in or among countries not thus

excluded.  In such case, this License incorporates the

limitation as if written in the body of this License.

  13. The Free Software Foundation may publish revised and/

or new versions of the Lesser General Public License from time

to time. Such new versions will be similar in spirit to the

present version, but may differ in detail to address new

problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number.  If the



Library specifies a version number of this License which

applies to it and "any later version", you have the option of

following the terms and conditions either of that version or of

any later version published by the Free Software Foundation.

If the Library does not specify a license version number, you

may choose any version ever published by the Free Software

Foundation.

  14. If you wish to incorporate parts of the Library into other

free programs whose distribution conditions are incompatible

with these, write to the author to ask for permission.  For

software which is copyrighted by the Free Software

Foundation, write to the Free Software Foundation; we

sometimes make exceptions for this.  Our decision will be

guided by the two goals of preserving the free status of all

derivatives of our free software and of promoting the sharing

and reuse of software generally.

NO WARRANTY

  15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE,

THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT

PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR

OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT

WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED,

INCLUDI NG,  BUT NOT LI MITED TO,  THE  I MPLI ED

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE.  THE ENTIRE RISK AS TO THE

QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU.

SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE

COST OF ALL NECESSARY SERVICING,  REPAIR OR

CORRECTION.

  16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW

OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER,

OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR

REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE

LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL,

SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES

ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE

LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA

OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES

SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF



THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE),

EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN

ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

END OF TERMS AND CONDITIONS

How to Apply These Terms to Your New Libraries

  If you develop a new library, and you want it to be of the

greatest possible use to the public, we recommend making it

free software that everyone can redistribute and change.  You

can do so by permitting redistribution under these terms (or,

alternatively, under the terms of the ordinary General Public

License).

  To apply these terms, attach the following notices to the

library.  It is safest to attach them to the start of each source

file to most effectively convey the exclusion of warranty; and

each file should have at least the "copyright" line and a

pointer to where the full notice is found.

    <one line to give the library's name and a brief idea of what

it does.>

    Copyright (C) <year>  <name of author>

    This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Lesser General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2.1 of the License, or (at your option) any later

version.

    This library is distributed in the hope that it will be useful,

but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied

warran ty o f MERCHANTABILITY or F ITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE.  See the GNU Lesser General Public

License for more details.

    You should have received a copy of the GNU Lesser General

Public License along with this library; if not, write to the Free

Software Foundation, Inc., 51 Franklin St, Fifth Floor, Boston,

MA  02110-1301  USA

Also add information on how to contact you by electronic and

paper mail.



You should also get  your employer ( if  you work as a

programmer) or your school, if any, to sign a "copyright

disclaimer" for the library, if necessary.  Here is a sample; alter

the names:

  Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the

library `Frob' (a library for tweaking knobs) written by James

Random Hacker.

  <signature of Ty Coon>, 1 April 1990

  Ty Coon, President of Vice

That's all there is to it!



36 (2)記権利表

Software in this console includes open source software

distributed under the terms of the GNU LIBRARY GENERAL

PUBLIC LICENSE2.0 or the GNU Lesser General Public

license 2.1 (collectively "LGPL") and modified version of

those(collectively "the OSS"). In compliance with the LGPL,

the source code of the OSS is made available via Nintendo

official website.

■WebKit

 Copyright © 2005, 2007, Google Inc.

 All rights reserved.

 Copyright © 2005, 2006, 2007, 2008, 2009, 2011 Apple

Inc. All rights reserved.

 Copyright © 2010-2015 ACCESS CO., LTD. Al l rights

reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or

without modification, are permitted provided that the following

conditions are met:

* Redistributions of source code must retain the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer.

* Redistributions in binary form must reproduce the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

* Neither the name of Google Inc. nor the names of its

contributors may be used to endorse or promote products

derived from this software without specific prior written

permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS

AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED

WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS

FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO

EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS

BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,

SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES

(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF



SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR

PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED

AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT,

STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR

OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH

DAMAGE.

Copyright © 2005, 2006, 2007, 2008, 2009 Apple Inc. All

rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or

without modification, are permitted provided that the following

conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above

copyright notice, this list of conditions and the following

disclaimer in the documentation and/or other materials

provided with the distribution.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY APPLE INC. AND ITS

CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANYEXPRESS OR IMPLIED

WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS

Copyright © 2005, 2006, 2007, 2008, 2009 Apple Inc. All

rights reserved.

This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Library General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2 of the License, or (at your option) any later version.

This library is distributed in the hope that it will be useful, but

WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty

of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE. See the GNU Library General Public License for

more details.

You should have received a copy of the GNU Library General

Public License along with this library; see the file COPYING.

LIB. If not, write to the Free Software Foundation, Inc., 51

Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301, USA.



FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO

EVENT SHALL APPLE INC. OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE

FOR ANYDIRECT, INDIRECT,  INCIDENTAL,  SPECIAL,

EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING,

BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE

GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR

BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY

THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT

LIABILITY,  OR TORT ( INCLUDING NEGLIGENCE OR

OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH

DAMAGE.

GNU LIBRARY GENERAL PUBLIC LICENSE

Version 2, June 1991

Copyright © 1991 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple

Place, Suite 330, Boston, MA  02111-1307  USA

 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies

of this license document, but changing it is not allowed.

[This is the first released version of the library GPL. It is

 numbered 2 because it goes with version 2 of the ordinary

GPL.]

Preamble

The licenses for most software are designed to take away

your freedom to share and change it. By contrast, the GNU

General Public Licenses are intended to guarantee your

freedom to share and change free software--to make sure the

software is free for all its users.

  This license, the Library General Public License, applies to

some specially designated Free Software Foundation software,

and to any other libraries whose authors decide to use it. You

can use it for your libraries, too.

  When we speak of free software, we are referring to

freedom, not price. Our General Public Licenses are designed

to make sure that you have the freedom to distribute copies

of free software (and charge for this service if you wish), that

you receive source code or can get it if you want it, that you

can change the software or use pieces of it in new free

programs; and that you know you can do these things.

  To protect your rights, we need to make restrictions that



forbid anyone to deny you these rights or to ask you to

surrender the rights. These restrictions translate to certain

responsibilities for you if you distribute copies of the library,

or if you modify it.

  For example, if you distribute copies of the library, whether

gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights

that we gave you. You must make sure that they, too, receive

or can get the source code. If you link a program with the

l ibrary, you must provide complete object files to the

recipients so that they can relink them with the library, after

making changes to the library and recompiling it. And you

must show them these terms so they know their rights.

  Our method of protecting your rights has two steps: (1)

copyright the library, and (2) offer you this license which

gives you legal permission to copy, distribute and/or modify

the library.

  Also, for each distributor's protection, we want to make

certain that everyone understands that there is no warranty

for this free library. If the library is modified by someone else

and passed on, we want its recipients to know that what they

have is not the original version, so that any problems

introduced by others will not reflect on the original authors'

reputations.

  Final ly, any free program is threatened constantly by

software patents. We wish to avoid the danger that companies

distributing free software will individually obtain patent

l icenses, thus in effect transforming the program into

proprietary software. To prevent this, we have made it clear

that any patent must be licensed for everyone's free use or

not licensed at all.

  Most GNU software, including some libraries, is covered by

the ordinary GNU General Public License, which was designed

for utility programs. This license, the GNU Library General

Public License, applies to certain designated libraries. This

license is quite different from the ordinary one; be sure to

read it in full, and don't assume that anything in it is the same

as in the ordinary license.



  The reason we have a separate public license for some

libraries is that they blur the distinction we usually make

between modifying or adding to a program and simply using it.

Linking a program with a library, without changing the library,

is in some sense simply using the library, and is analogous to

running a utility program or application program. However, in

a textual and legal sense, the linked executable is a combined

work, a derivative of the original library, and the ordinary

General Public License treats it as such.

  Because of this blurred distinction, using the ordinary

General Public License for libraries did not effectively promote

software sharing, because most developers did not use the

libraries. We concluded that weaker conditions might promote

sharing better.

  However, unrestricted linking of non-free programs would

deprive the users of those programs of all benefit from the

free status of the libraries themselves. This Library General

Public License is intended to permit developers of non-free

programs to use free libraries, while preserving your freedom

as a user of such programs to change the free libraries that

are incorporated in them. (We have not seen how to achieve

this as regards changes in header files, but we have achieved

it as regards changes in the actual functions of the Library.)

The hope is that this will lead to faster development of free

libraries.

  The precise terms and conditions for copying, distribution

and modification follow. Pay close attention to the difference

between a "work based on the library" and a "work that uses

the library". The former contains code derived from the library,

while the latter only works together with the library.

  Note that it is possible for a library to be covered by the

ordinary General Public License rather than by this special

one.

GNU LIBRARY GENERAL PUBLIC LICENSE

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND

MODIFICATION

  0. This License Agreement applies to any software library

which contains a notice placed by the copyright holder or



other authorized party saying it may be distributed under the

terms of this Library General Public License (also called "this

License"). Each licensee is addressed as "you".

  A "library" means a collection of software functions and/or

data prepared so as to be conveniently linked with application

programs (which use some of those functions and data) to

form executables.

  The "Library", below, refers to any such software library or

work which has been distributed under these terms. A "work

based on the Library" means either the Library or any

derivative work under copyright law: that is to say, a work

containing the Library or a portion of it, either verbatim or with

modifications and/or translated straightforwardly into another

language. (Hereinafter, translation is included without limitation

in the term "modification".)

  "Source code" for a work means the preferred form of the

work for making modifications to it. For a library, complete

source code means all the source code for all modules it

contains, plus any associated interface definition files, plus the

scripts used to control compilation and installation of the

library.

  Activities other than copying, distribution and modification

are not covered by this License; they are outside its scope.

The act of running a program using the Library is not

restricted, and output from such a program is covered only if

i ts contents const itute a work based on the Library

(independent of the use of the Library in a tool for writing it).

Whether that is true depends on what the Library does and

what the program that uses the Library does.

  

  1. You may copy and distribute verbatim copies of the

Library's complete source code as you receive it, in any

medium, provided that you conspicuously and appropriately

publish on each copy an appropriate copyright notice and

disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to

this License and to the absence of any warranty; and distribute

a copy of this License along with the Library.

  You may charge a fee for the physical act of transferring a



copy, and you may at your option offer warranty protection in

exchange for a fee.　

  2. You may modify your copy or copies of the Library or any

portion of it, thus forming a work based on the Library, and

copy and distribute such modifications or work under the terms

of Section 1 above, provided that you also meet all of these

conditions:

a) The modified work must itself be a software library.

b) You must cause the files modified to carry prominent notices

stating that you changed the files and the date of any change.

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no

charge to all third parties under the terms of this License.

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a

table of data to be supplied by an application program that

uses the facility, other than as an argument passed when the

facility  is invoked, then you must make a good faith effort to

ensure that, in the event an application does not supply such

function or table, the facility still operates, and performs

whatever part of its purpose remains meaningful.

(For example, a function in a library to compute square roots

has a purpose that is entirely well-defined independent of the

application. Therefore, Subsection 2d requires that any

application-supplied function or table used by this function

must be optional: if the application does not supply it, the

square root function must still compute square roots.)

These requirements apply to the modified work as a whole. If

identifiable sections of that work are not derived from the

Library, and can be reasonably considered independent and

separate works in themselves, then this License, and its terms,

do not apply to those sections when you distribute them as

separate works. But when you distribute the same sections as

part of a whole which is a work based on the Library, the

distribution of the whole must be on the terms of this License,

whose permissions for other licensees extend to the entire

whole, and thus to each and every part regardless of who

wrote it.



Thus, it is not the intent of this section to claim rights or

contest your rights to work written entirely by you; rather, the

intent is to exercise the right to control the distribution of

derivative or collective works based on the Library.

In addition, mere aggregation of another work not based on

the Library with the Library (or with a work based on the

Library) on a volume of a storage or distribution medium does

not bring the other work under the scope of this License.

  3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU

General Public License instead of this License to a given copy

of the Library. To do this, you must alter all the notices that

refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU

General Public License, version 2, instead of to this License.

(If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General

Public License has appeared, then you can specify that version

instead if you wish.)  Do not make any other change in these

notices.

  Once this change is made in a given copy, it is irreversible for

that copy, so the ordinary GNU General Public License applies

to all subsequent copies and derivative works made from that

copy.

  This option is useful when you wish to copy part of the code

of the Library into a program that is not a library.

  4. You may copy and distribute the Library (or a portion or

derivative of it, under Section 2) in object code or executable

form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that

you accompany it with the complete corresponding machine-

readable source code, which must be distributed under the

terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily

used for software interchange.

  If distribution of object code is made by offering access to

copy from a designated place, then offering equivalent access

to copy the source code from the same place satisfies the

requirement to distribute the source code, even though third

parties are not compelled to copy the source along with the

object code.



  5. A program that contains no derivative of any portion of the

Library, but is designed to work with the Library by being

compiled or linked with it, is called a "work that uses the

Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of

the Library, and therefore falls outside the scope of this

License.

  However, linking a "work that uses the Library" with the

Library creates an executable that is a derivative of the Library

(because it contains portions of the Library), rather than a

"work that uses the library". The executable is therefore

covered by this License. Section 6 states terms for distribution

of such executables.

  When a "work that uses the Library" uses material from a

header file that is part of the Library, the object code for the

work may be a derivative work of the Library even though the

source code is not. Whether this is true is especially significant

if the work can be linked without the Library, or if the work is

itself a library. The threshold for this to be true is not precisely

defined by law.

  If such an object file uses only numerical parameters, data

structure layouts and accessors, and small macros and small

inline functions (ten lines or less in length), then the use of the

object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a

derivative work. (Executables containing this object code plus

portions of the Library will still fall under Section 6.)

  Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may

distribute the object code for the work under the terms of

Section 6. Any executables containing that work also fall under

Section 6, whether or not they are linked directly with the

Library itself.　

  6. As an exception to the Sections above, you may also

compile or link a "work that uses the Library" with the Library

to produce a work containing portions of the Library, and

distribute that work under terms of your choice, provided that

the terms permit modification of the work for the customer's

own use and reverse engineering for debugging such

modifications.



  You must give prominent notice with each copy of the work

that the Library is used in it and that the Library and its use

are covered by this License. You must supply a copy of this

License. If the work during execution displays copyright

notices, you must include the copyright notice for the Library

among them, as well as a reference directing the user to the

copy of this License. Also, you must do one of these things:

a) Accompany the work with the complete corresponding

machine-readable source code for the Library including

whatever changes were used in the work (which must be

distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is

an executable linked with the Library, with the complete

machine-readable "work that uses the Library", as object code

and/or source code, so that the user can modify the Library

and then relink to produce a modified executable containing

the modified Library. (It is understood that the user who

changes the contents of definitions files in the Library will not

necessarily be able to recompile the application to use the

modified definitions.)

b) Accompany the work with a written offer, valid for at least

three years, to give the same user the materials specified in

Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of

performing this distribution.

c) If distribution of the work is made by offering access to copy

from a designated place, offer equivalent access to copy the

above specified materials from the same place.

d) Verify that the user has already received a copy of these

materials or that you have already sent this user a copy.

  For an executable, the required form of the "work that uses

the Library" must include any data and utility programs needed

for reproducing the executable from it. However, as a special

exception, the source code distributed need not include

anything that is normally distributed (in either source or binary

form) with the major components (compiler, kernel, and so on)

of the operating system on which the executable runs, unless

that component itself accompanies the executable.

  It may happen that this requirement contradicts the license



restrictions of other proprietary libraries that do not normally

accompany the operating system. Such a contradiction means

you cannot use both them and the Library together in an

executable that you distribute.

  7. You may place library facilities that are a work based on

the Library side-by-side in a single library together with other

library facilities not covered by this License, and distribute

such a combined library, provided that the separate distribution

of the work based on the Library and of the other library

facilities is otherwise permitted, and provided that you do

these two things:

a) Accompany the combined library with a copy of the same

work based on the Library, uncombined with any other library

facilities. This must be distributed under the terms of the

Sections above.

b) Give prominent notice with the combined library of the fact

that part of it is a work based on the Library, and explaining

where to find the accompanying uncombined form of the same

work.

  8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or

distribute the Library except as expressly provided under this

License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense,

link with, or distribute the Library is void, and will automatically

terminate your rights under this License. However, parties who

have received copies, or rights, from you under this License

will not have their licenses terminated so long as such parties

remain in full compliance.

  9. You are not required to accept this License, since you

have not signed it. However, nothing else grants you

permission to modify or distribute the Library or its derivative

works. These actions are prohibited by law if you do not

accept this License. Therefore, by modifying or distributing the

Library (or any work based on the Library), you indicate your

acceptance of this License to do so, and all its terms and

conditions for copying, distributing or modifying the Library or

works based on it.

  10. Each time you redistribute the Library (or any work based

on the Library), the recipient automatically receives a license



from the original licensor to copy, distribute, link with or modify

the Library subject to these terms and conditions. You may not

impose any further restrictions on the recipients' exercise of

the rights granted herein. You are not responsible for enforcing

compliance by third parties to this License.　

  11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of

patent infringement or for any other reason (not limited to

patent issues), conditions are imposed on you (whether by

court order, agreement or otherwise) that contradict the

conditions of this License, they do not excuse you from the

conditions of this License. If you cannot distribute so as to

satisfy simultaneously your obligations under this License and

any other pertinent obligations, then as a consequence you

may not distribute the Library at all. For example, if a patent

license would not permit royalty-free redistribution of the

Library by all those who receive copies directly or indirectly

through you, then the only way you could satisfy both it and

this License would be to refrain entirely from distribution of the

Library.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable

under any particular circumstance, the balance of the section

is intended to apply, and the section as a whole is intended to

apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe

any patents or other property right claims or to contest validity

of any such claims; this section has the sole purpose of

protecting the integrity of the free software distribution system

which is implemented by public license practices. Many people

have made generous contributions to the wide range of

software distributed through that system in reliance on

consistent application of that system; it is up to the author/

donor to decide if he or she is willing to distribute software

through any other system and a licensee cannot impose that

choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is

believed to be a consequence of the rest of this License.

  12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in

certain countries either by patents or by copyrighted



interfaces, the original copyright holder who places the Library

under this License may add an expl ic it geographical

distribution limitation excluding those countries, so that

distribution is permitted only in or among countries not thus

excluded. In such case, this License incorporates the limitation

as if written in the body of this License.

  13. The Free Software Foundation may publish revised and/

or new versions of the Library General Public License from time

to time. Such new versions will be similar in spirit to the

present version, but may differ in detail to address new

problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number. If the

Library specifies a version number of this License which

applies to it and "any later version", you have the option of

following the terms and conditions either of that version or of

any later version published by the Free Software Foundation. If

the Library does not specify a license version number, you may

choose any version ever published by the Free Software

Foundation.　

  14. If you wish to incorporate parts of the Library into other

free programs whose distribution conditions are incompatible

with these, write to the author to ask for permission. For

software which is copyrighted by the Free Software

Foundation, write to the Free Software Foundation; we

sometimes make exceptions for this. Our decision will be

guided by the two goals of preserving the free status of all

derivatives of our free software and of promoting the sharing

and reuse of software generally.

NO WARRANTY

  15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE,

THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT

PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR

OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT

WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED,

INCLUDI NG,  BUT NOT LI MITED TO,  THE  I MPLI ED

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE

QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU.



SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE

COST OF ALL NECESSARY SERVICING,  REPAIR OR

CORRECTION.

  16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW

OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER,

OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR

REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE

LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL,

SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES

ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE

LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA

OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES

SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF

THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE),

EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN

ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

  If you develop a new library, and you want it to be of the

greatest possible use to the public, we recommend making it

free software that everyone can redistribute and change. You

can do so by permitting redistribution under these terms (or,

alternatively, under the terms of the ordinary General Public

License).

  To apply these terms, attach the following notices to the

library. It is safest to attach them to the start of each source

file to most effectively convey the exclusion of warranty; and

each file should have at least the "copyright" line and a

pointer to where the full notice is found.

<one line to give the library's name and a brief idea of what it

does.>

Copyright © <year>  <name of author>

This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Library General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2 of the License, or (at your option) any later version.

This library is distributed in the hope that it will be useful, but

END OF TERMS AND CONDITIONS　

How to Apply These Terms to Your NewLibraries



WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty

of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE. See the GNU Library General Public License for

more details.

You should have received a copy of the GNU Library General

Public License along with this library; if not, write to the Free

Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA

02111-1307  USA 

Also add information on how to contact you by electronic and

paper mail.

You should also get  your employer ( if  you work as a

programmer) or your school, if any, to sign a "copyright

disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter

the names:

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the

library `Frob' (a library for tweaking knobs) written by James

Random Hacker.

<signature of Ty Coon>, 1 April 1990

Ty Coon, President of Vice

That's all there is to it!

Copyright © 2006 Apple Computer, Inc.

　

Portions are Copyright © 2001-6 mozilla.org

　

Other contributors:

Stuart Parmenter <stuart@mozilla.com>

　

Copyright © 2007-2009 Torch Mobile, Inc.

Copyright (c) 2012-2014 ACCESS CO., LTD. Al l rights

reserved.

　

This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Lesser General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2.1 of the License, or (at your option) any later

version.



This library is distributed in the hope that it will be useful, but

WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty

of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for

more details.

You should have received a copy of the GNU Lesser General

Public License along with this library; if not, write to the Free

Software Foundation, Inc., 51 Franklin Street, Fifth Floor,

Boston, MA  02110-1301  USA

Alternatively, the contents of this file may be used under the

terms of either the Mozilla Public License Version 1.1, found at

http://www.mozilla.org/MPL/ (the "MPL") or the GNU General

Public License Version 2.0, found at http://www.fsf.org/

copyleft/gpl.html (the "GPL"), in which case the provisions of

the MPL or the GPL are applicable instead of those above. If

you wish to allow use of your version of this file only under the

terms of one of those two licenses (the MPL or the GPL) and

not to allow others to use your version of this file under the

LGPL, indicate your decision by  deletingthe provisions above

and replace them with the notice and other provisions required

by the MPL or the GPL, as the case may be. If you do not

delete the provisions above, a recipient may use your version

of this file under any of the LGPL, the MPL or the GPL.

 Copyright © 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 51

Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1301  USA

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copie of

this license document, but changing it is not allowed.

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also

counts as the successor of the GNU Library Public License,

version 2, hence the version number 2.1.]

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE

Version 2.1, February 1999

  The licenses for most software are designed to take away

your freedom to share and change it. By contrast, the GNU

General Public Licenses are intended to guarantee your

freedom to share and change free software--to make sure the

software is free for all its users.

Preamble



  This license, the Lesser General Public License, applies to

some specially designated software packages--typically

libraries--of the Free Software Foundation and other authors

who decide to use it. You can use it too, but we suggest you

first think carefully about whether this license or the ordinary

General Public License is the better strategy to use in any

particular case, based on the explanations below.

  When we speak of free software, we are referring to freedom

of use, not price. Our General Public Licenses are designed to

make sure that you have the freedom to distribute copies of

free software (and charge for this service if you wish); that you

receive source code or can get it if you want it; that you can

change the software and use pieces of it in new free programs;

and that you are informed that you can do these things.

  To protect your rights, we need to make restrictions that

forbid distributors to deny you these rights or to ask you to

surrender these rights. These restrictions translate to certain

responsibilities for you if you distribute copies of the library or

if you modify it.

  For example, if you distribute copies of the library, whether

gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights

that we gave you. You must make sure that they, too, receive

or can get the source code. If you link other code with the

library, you must provide complete object files to the recipients,

so that they can relink them with the library after making

changes to the library and recompiling it. And you must show

them these terms so they know their rights.

  We protect your rights with a two-step method: (1) we

copyright the library, and (2) we offer you this license, which

gives you legal permission to copy, distribute and/or modify

the library.

  To protect each distributor, we want to make it very clear that

there is no warranty for the free library. Also, if the library is

modified by someone else and passed on, the recipients

should know that what they have is not the original version, so

that the original author's reputation will not be affected by

problems that might be introduced by others.



  Finally, software patents pose a constant threat to the

existence of any free program. We wish to make sure that a

company cannot effectively restrict the users of a free program

by obtaining a restr ictive l icense from a patent holder.

Therefore, we insist that any patent license obtained for a

version of the library must be consistent with the full freedom

of use specified in this license.

  Most GNU software, including some libraries, is covered by

the ordinary GNU General Public License. This license, the

GNU Lesser General Public License, appl ies to certain

designated libraries, and is quite different from the ordinary

General Public License. We use this license for certain libraries

in order to permit linking those l ibraries into non-free

programs.

  When a program is linked with a library, whether statically or

using a shared library, the combination of the two is legally

speaking a combined work, a derivative of the original library.

The ordinary General Public License therefore permits such

linking only if the entire combination fits its criteria of freedom.

The Lesser General Public License permits more lax criteria for

linking other code with the library.

  We call this license the "Lesser" General Public License

because it does Less to protect the user's freedom than the

ordinary General Public License. It also provides other free

software developers Less of an advantage over competing

non-free programs. These disadvantages are the reason we

use the ordinary General Public License for many libraries.

However, the Lesser license provides advantages in certain

special circumstances.

  For example, on rare occasions, there may be a special need

to encourage the widest possible use of a certain library, so

that it becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free

programs must be allowed to use the library. A more frequent

case is that a free library does the same job as widely used

non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting

the free library to free software only, so we use the Lesser

General Public License.

  In other cases, permission to use a particular library in non-



free programs enables a greater number of people to use a

large body of free software. For example, permission to use the

GNU C Library in non-free programs enables many more

people to use the whole GNU operating system, as well as its

variant, the GNU/Linux operating system.

  Although the Lesser General Public License is Less protective

of the users' freedom, it does ensure that the user of a

program that is linked with the Library has the freedom and the

wherewithal to run that program using a modified version of

the Library.

  The precise terms and conditions for copying, distribution

and modification follow. Pay close attention to the difference

between a "work based on the library" and a "work that uses

the library". The former contains code derived from the library,

whereas the latter must be combined with the library in order

to run.　

  0. This License Agreement applies to any software library or

other program which contains a notice placed by the copyright

holder or other authorized party saying it may be distributed

under the terms of this Lesser General Public License (also

called "this License"). Each licensee is addressed as "you".

  A "library" means a collection of software functions and/or

data prepared so as to be conveniently linked with application

programs (which use some of those functions and data) to

form executables.

  The "Library", below, refers to any such software library or

work which has been distributed under these terms. A "work

based on the Library" means either the Library or any

derivative work under copyright law: that is to say, a work

containing the Library or a portion of it, either verbatim or with

modifications and/or translated straightforwardly into another

language. (Hereinafter, translation is included without limitation

in the term "modification".)

  "Source code" for a work means the preferred form of the

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE
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work for making modifications to it. For a library, complete

source code means all the source code for all modules it

contains, plus any associated interface definition files, plus the

scripts used to control compilation and installation of the

library.

  Activities other than copying, distribution and modification

are not covered by this License; they are outside its scope.

The act of running a program using the Library is not

restricted, and output from such a program is covered only if

i ts contents const itute a work based on the Library

(independent of the use of the Library in a tool for writing it).

Whether that is true depends on what the Library does and

what the program that uses the Library does.

  

  1. You may copy and distribute verbatim copies of the

Library's complete source code as you receive it, in any

medium, provided that you conspicuously and appropriately

publish on each copy an appropriate copyright notice and

disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to

this License and to the absence of any warranty; and distribute

a copy of this License along with the Library.

  You may charge a fee for the physical act of transferring a

copy, and you may at your option offer warranty protection in

exchange for a fee.

 

  2. You may modify your copy or copies of the Library or any

portion of it, thus forming a work based on the Library, and

copy and distribute such modifications or work under the terms

of Section 1 above, provided that you also meet all of these

conditions:

a) The modified work must itself be a software library.

b) You must cause the files modified to carry prominent notices

stating that you changed the files and the date of any change.

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no

charge to all third parties under the terms of this License.

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a

table of data to be supplied by an application program that

uses the facility, other than as an argument passed when the

facility is invoked, then you must make a good faith effort to



ensure that, in the event an application does not supply such

function or table, the facility still operates, and performs

whatever part of its purpose remains meaningful.

(For example, a function in a library to compute square roots

has a purpose that is entirely well-defined independent of the

application. Therefore, Subsection 2d requires that any

application-supplied function or table used by this function

must be optional: if the application does not supply it, the

square root function must still compute square roots.)

These requirements apply to the modified work as a whole. If

identifiable sections of that work are not derived from the

Library, and can be reasonably considered independent and

separate works in themselves, then this License, and its terms,

do not apply to those sections when you distribute them as

separate works. But when you distribute the same sections as

part of a whole which is a work based on the Library, the

distribution of the whole must be on the terms of this License,

whose permissions for other licensees extend to the entire

whole, and thus to each and every part regardless of who

wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or

contest your rights to work written entirely by you; rather, the

intent is to exercise the right to control the distribution of

derivative or collective works based on the Library.

In addition, mere aggregation of another work not based on

the Library with the Library (or with a work based on the

Library) on a volume of a storage or distribution medium does

not bring the other work under the scope of this License.

  3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU

General Public License instead of this License to a given copy

of the Library. To do this, you must alter all the notices that

refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU

General Public License, version 2, instead of to this License.

(If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General

Public License has appeared, then you can specify that version

instead if you wish.)  Do not make any other change in these

notices.　



  Once this change is made in a given copy, it is irreversible for

that copy, so the ordinary GNU General Public License applies

to all subsequent copies and derivative works made from that

copy.

This option is useful when you wish to copy part of the code of

the Library into a program that is not a library.

  4. You may copy and distribute the Library (or a portion or

derivative of it, under Section 2) in object code or executable

form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that

you accompany it with the complete corresponding machine-

readable source code, which must be distributed under the

terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily

used for software interchange.

  If distribution of object code is made by offering access to

copy from a designated place, then offering equivalent access

to copy the source code from the same place satisfies the

requirement to distribute the source code, even though third

parties are not compelled to copy the source along with the

object code.

  5. A program that contains no derivative of any portion of the

Library, but is designed to work with the Library by being

compiled or linked with it, is called a "work that uses the

Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of

the Library, and therefore falls outside the scope of this

License.

  However, linking a "work that uses the Library" with the

Library creates an executable that is a derivative of the Library

(because it contains portions of the Library), rather than a

"work that uses the library". The executable is therefore

covered by this License. Section 6 states terms for distribution

of such executables.

  When a "work that uses the Library" uses material from a

header file that is part of the Library, the object code for the

work may be a derivative work of the Library even though the

source code is not. Whether this is true is especially significant

if the work can be linked without the Library, or if the work is

itself a library. The threshold for this to be true is not precisely



defined by law.

  If such an object file uses only numerical parameters, data

structure layouts and accessors, and small macros and small

inline functions (ten lines or less in length), then the use of the

object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a

derivative work. (Executables containing this object code plus

portions of the Library will still fall under Section 6.)

  Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may

distribute the object code for the work under the terms of

Section 6. Any executables containing that work also fall under

Section 6, whether or not they are linked directly with the

Library itself.

  6. As an exception to the Sections above, you may also

combine or link a "work that uses the Library" with the Library

to produce a work containing portions of the Library, and

distribute that work under terms of your choice, provided that

the terms permit modification of the work for the customer's

own use and reverse engineering for debugging such

modifications.

  You must give prominent notice with each copy of the work

that the Library is used in it and that the Library and its use

are covered by this License. You must supply a copy of this

License. If the work during execution displays copyright

notices, you must include the copyright notice for the Library

among them, as well as a reference directing the user to the

copy of this License. Also, you must do one of these things:

a) Accompany the work with the complete corresponding

machine-readable source code for the Library including

whatever changes were used in the work (which must be

distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is

an executable linked with the Library, with the complete

machine-readable "work that uses the Library", as object code

and/or source code, so that the user can modify the Library

and then relink to produce a modified executable containing

the modified Library. (It is understood that the user who

changes the contents of definitions files in the Library will not

necessarily be able to recompile the application to use the

modified definitions.)



b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the

Library. A suitable mechanism is one that (1) uses at run time a

copy of the library already present on the user's computer

system,    rather than copying library functions into the

executable, and (2) will operate properly with a modified

version of the library, if the user installs one, as long as the

modified version is interface-compatible with the version that

the work was made with.

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least

three years, to give the same user the materials specified in

Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of

performing this distribution.

d) If distribution of the work is made by offering access to copy

from a designated place, offer equivalent access to copy the

above specified materials from the same place.

e) Verify that the user has already received a copy of these

materials or that you have already sent this user a copy.

  For an executable, the required form of the "work that uses

the Library" must include any data and utility programs needed

for reproducing the executable from it. However, as a special

exception, the materials to be distributed need not include

anything that is normally distributed (in either source or binary

form) with the major components (compiler, kernel, and so on)

of the operating system on which the executable runs, unless

that component itself accompanies the executable.

  It may happen that this requirement contradicts the license

restrictions of other proprietary libraries that do not normally

accompany the operating system. Such a contradiction means

you cannot use both them and the Library together in an

executable that you distribute.　

  7. You may place library facilities that are a work based on

the Library side-by-side in a single library together with other

library facilities not covered by this License, and distribute

such a combined library, provided that the separate distribution

of the work based on the Library and of the other library

facilities is otherwise permitted, and provided that you do

these two things:



a) Accompany the combined library with a copy of the same

work based on the Library, uncombined with any other library

facilities. This must be distributed under the terms of the

Sections above.

b) Give prominent notice with the combined library of the fact

that part of it is a work based on the Library, and explaining

where to find the accompanying uncombined form of the same

work.

  8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or

distributethe Library except as expressly provided under this

License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense,

link with, or distribute the Library is void, and will automatically

terminate your rights under this License. However, parties who

have received copies, or rights, from you under this License

will not have their licenses terminated so long as such parties

remain in full compliance.

  9. You are not required to accept this License, since you

have not signed it. However, nothing else grants you

permission to modify or distribute the Library or its derivative

works. These actions are prohibited by law if you do not

accept this License. Therefore, by modifying or distributing the

Library (or any work based on the Library), you indicate your

acceptance of this License to do so, and all its terms and

conditions for copying, distributing or modifying the Library or

works based on it.

  10. Each time you redistribute the Library (or any work based

on the Library), the recipient automatically receives a license

from the original licensor to copy, distribute, link with or modify

the Library subject to these terms and conditions. You may not

impose any further restrictions on the recipients' exercise of

the rights granted herein. You are not responsible for enforcing

compliance by third parties with this License.　

  11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of

patent infringement or for any other reason (not limited to

patent issues), conditions are imposed on you (whether by

court order, agreement or otherwise) that contradict the

conditions of this License, they do not excuse you from the

conditions of this License. If you cannot distribute so as to



satisfy simultaneously your obligations under this License and

any other pertinent obligations, then as a consequence you

may not distribute the Library at all. For example, if a patent

license would not permit royalty-free redistribution of the

Library by all those who receive copies directly or indirectly

through you, then the only way you could satisfy both it and

this License would be to refrain entirely from distribution of the

Library.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable

under any particular circumstance, the balance of the section

is intended to apply, and the section as a whole is intended to

apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe

any patents or other property right claims or to contest validity

of any such claims; this section has the sole purpose of

protecting the integrity of the free software distribution system

which is implemented by public license practices. Many people

have made generous contributions to the wide range of

software distributed through that system in reliance on

consistent application of that system; it is up to the author/

donor to decide if he or she is willing to distribute software

through any other system and a licensee cannot impose that

choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is

believed to be a consequence of the rest of this License.

  12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in

certain countries either by patents or by copyrighted

interfaces, the original copyright holder who places the Library

under this License may add an expl ic it geographical

distribution limitation excluding those countries, so that

distribution is permitted only in or among countries not thus

excluded. In such case, this License incorporates the limitation

as if written in the body of this License.

  13. The Free Software Foundation may publish revised and/

or new versions of the Lesser General Public License from time

to time. Such new versions will be similar in spirit to the

present version, but may differ in detail to address new

problems or concerns.



Each version is given a distinguishing version number. If the

Library specifies a version number of this License which

applies to it and "any later version", you have the option of

following the terms and conditions either of that version or of

any later version published by the Free Software Foundation. If

the Library does not specify a license version number, you may

choose any version ever published by the Free Software

Foundation.

  14. If you wish to incorporate parts of the Library into other

free programs whose distribution conditions are incompatible

with these, write to the author to ask for permission. For

software which is copyrighted by the Free Software

Foundation, write to the Free Software Foundation; we

sometimes make exceptions for this. Our decision will be

guided by the two goals of preserving the free status of all

derivatives of our free software and of promoting the sharing

and reuse of software generally.

  15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE,

THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT

PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR

OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT

WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED,

INCLUDI NG,  BUT NOT LI MITED TO,  THE  I MPLI ED

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE

QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU.

SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE

COST OF ALL NECESSARY SERVICING,  REPAIR OR

CORRECTION.

  16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW

OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER,

OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR

REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE

LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL,

SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES

ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE

LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA

OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES

SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF

NO WARRANTY



THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE),

EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN

ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

  If you develop a new library, and you want it to be of the

greatest possible use to the public, we recommend making it

free software that everyone can redistribute and change. You

can do so by permitting redistribution under these terms (or,

alternatively, under the terms of the ordinary General Public

License).

  To apply these terms, attach the following notices to the

library. It is safest to attach them to the start of each source

file to most effectively convey the exclusion of warranty; and

each file should have at least the "copyright" line and a

pointer to where the full notice is found.

<one line to give the library's name and a brief idea of what it

does.>

Copyright © <year>  <name of author>

This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Lesser General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2.1 of the License, or (at your option) any later

version.

This library is distributed in the hope that it will be useful, but

WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty

of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for

more details.

You should have received a copy of the GNU Lesser General

Public License along with this library; if not, write to the Free

Software Foundation, Inc., 51 Franklin Street, Fifth Floor,

Boston, MA  02110-1301  USA

Also add information on how to contact you by electronic and

paper mail.

You should also get  your employer ( if  you work as a

END OF TERMS AND CONDITIONS　

How to Apply These Terms to Your NewLibraries



programmer) or your school, if any, to sign a "copyright

disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter

the names:

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the

library `Frob' (a library for tweaking knobs) written by James

Random Hacker.

<signature of Ty Coon>, 1 April 1990

Ty Coon, President of Vice

That's all there is to it!

■libcurl

Copyright © 1996 - 2015, Daniel Stenberg, <daniel@haxx.se>.

　

All rights reserved.

　

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for

any purpose with or without fee is hereby granted, provided

that the above copyright notice and this permission notice

appear in all copies.

　

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO EVENT

SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE

FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER

IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING

FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR

THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

　

Except as contained in this notice, the name of a copyright

holder shall not be used in advertising or otherwise to promote

the sale, use or other dealings in this Software without prior

written authorization of the copyright holder.

■libxml2

Except where otherwise noted in the source code (e.g. the files

hash.c,list.c and the trio files, which are covered by a similar

licence but with different Copyright notices) all the files are:

 Copyright © 1998-2012 Daniel Veillard. All Rights Reserved.



■ ICU

Copyright © 1995-2011 International Business Machines

Corporation and others

All rights reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

ob ta in ing  a  copy of  th is so ft ware and  associa ted

documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to

use, copy, modify, merge, publish, distribute, and/or sell copies

of the Software, and to permit persons to whom the Software is

furnished to do so, provided that the above copyright notice(s)

and this permission notice appear in all copies of the Software

and that  both the above copyright notice(s) and this

permission notice appear in supporting documentation.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

ob ta in ing  a  copy of  th is so ft ware and  associa ted

documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to

use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/

or sell copies of the Software, and to permit persons to whom

the Software is furnished to do so, subject to the following

conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be

included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR

COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES

OR OTHER LIABILITY,  WHETHER IN AN ACTI ON OF

CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF

OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR

OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.



F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO EVENT

SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR HOLDERS INCLUDED IN

THIS NOTICE BE LIABLE FOR ANY CLAIM, OR ANY SPECIAL

INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR ANY DAMAGES

WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR

PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF  CONTRACT,

NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF

OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF

THIS SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of a copyright

holder shall not be used in advertising or otherwise to promote

the sale, use or other dealings in this Software without prior

written authorization of the copyright holder.

■Cairo

Cairo is free software and is available to be redistributed and/

or modified under the terms of either the GNU Lesser General

Public License (LGPL) version 2.1 or the Mozilla Public

License (MPL) version 1.1 at your option.

Every source file in the implementation[*] of cairo is available

to be redistributed and/or modified under the terms of either

the GNU Lesser General Public License (LGPL) version 2.1 or

the Mozilla Public License (MPL) version 1.1. Some files are

available under more liberal terms, but we believe that in all

cases, each file may be used under either the LGPL or the

MPL.

See the following files in this directory for the precise terms

and conditions of either license:

Please see each file in the implementation for copyright and

licensing information, (in the opening comment of each file).

[*] The implementation of cairo is contained entirely within the

"src" directory of the cairo source distribution. There are other

components of the cairo source distribution (such as the

"test", "util", and "perf") that are auxiliary to the library itself.

None of the source code in these directories contributes to a

build of the cairo library itself, (libcairo.so or cairo.dll or

COPYING-LGPL-2.1

COPYING-MPL-1.1



similar).

These auxiliary components are also free software, but may be

under different license terms than cairo itself. For example,

most of the test cases in the perf and test directories are made

available under an MIT license to simplify any use of this code

for reference purposes in using cairo itself. Other files might be

available under the GNU General Public License (GPL), for

example. Again, please see the COPYING file under each

directory and the opening comment of each file for copyright

and licensing information.

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE

Version 2.1, February 1999

 Copyright © 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 51

Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA  02110-1335  USA

 Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies

of this license document, but changing it is not allowed.

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also

counts as the successor of the GNU Library Public License,

version 2, hence the version number 2.1.]

  The licenses for most software are designed to take away

your freedom to share and change it. By contrast, the GNU

General Public Licenses are intended to guarantee your

freedom to share and change free software--to make sure the

software is free for all its users.

  This license, the Lesser General Public License, applies to

some specially designated software packages--typically

libraries--of the Free Software Foundation and other authors

who decide to use it. You can use it too, but we suggest you

first think carefully about whether this license or the ordinary

General Public License is the better strategy to use in any

particular case, based on the explanations below.

  When we speak of free software, we are referring to freedom

of use, not price. Our General Public Licenses are designed to

make sure that you have the freedom to distribute copies of

free software (and charge for this service if you wish); that you

receive source code or can get it if you want it; that you can

change the software and use pieces of it in new free programs;

and that you are informed that you can do these things.

Preamble



  To protect your rights, we need to make restrictions that

forbid distributors to deny you these rights or to ask you to

surrender these rights. These restrictions translate to certain

responsibilities for you if you distribute copies of the library or

if you modify it.

  For example, if you distribute copies of the library, whether

gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights

that we gave you. You must make sure that they, too, receive

or can get the source code. If you link other code with the

library, you must provide complete object files to the recipients,

so that they can relink them with the library after making

changes to the library and recompiling it. And you must show

them these terms so they know their rights.

  We protect your rights with a two-step method: (1) we

copyright the library, and (2) we offer you this license, which

gives you legal permission to copy, distribute and/or modify

the library.

  To protect each distributor, we want to make it very clear that

there is no warranty for the free library. Also, if the library is

modified by someone else and passed on, the recipients

should know that what they have is not the original version, so

that the original author's reputation will not be affected by

problems that might be introduced by others.

  Finally, software patents pose a constant threat to the

existence of any free program. We wish to make sure that a

company cannot effectively restrict the users of a free program

by obtaining a restr ictive l icense from a patent holder.

Therefore, we insist that any patent license obtained for a

version of the library must be consistent with the full freedom

of use specified in this license.

  Most GNU software, including some libraries, is covered by

the ordinary GNU General Public License. This license, the

GNU Lesser General Public License, appl ies to certain

designated libraries, and is quite different from the ordinary

General Public License. We use this license for certain libraries

in order to permit linking those l ibraries into non-free

programs.



  When a program is linked with a library, whether statically or

using a shared library, the combination of the two is legally

speaking a combined work, a derivative of the original library.

The ordinary General Public License therefore permits such

linking only if the entire combination fits its criteria of freedom.

The Lesser General Public License permits more lax criteria for

linking other code with the library.

  We call this license the "Lesser" General Public License

because it does Less to protect the user's freedom than the

ordinary General Public License. It also provides other free

software developers Less of an advantage over competing

non-free programs. These disadvantages are the reason we

use the ordinary General Public License for many libraries.

However, the Lesser license provides advantages in certain

special circumstances.

  For example, on rare occasions, there may be a special need

to encourage the widest possible use of a certain library, so

that it becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free

programs must be allowed to use the library. A more frequent

case is that a free library does the same job as widely used

non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting

the free library to free software only, so we use the Lesser

General Public License.

  In other cases, permission to use a particular library in non-

free programs enables a greater number of people to use a

large body of free software. For example, permission to use the

GNU C Library in non-free programs enables many more

people to use the whole GNU operating system, as well as its

variant, the GNU/Linux operating system.

  Although the Lesser General Public License is Less protective

of the users' freedom, it does ensure that the user of a

program that is linked with the Library has the freedom and the

wherewithal to run that program using a modified version of

the Library.

  The precise terms and conditions for copying, distribution

and modification follow. Pay close attention to the difference

between a "work based on the library" and a "work that uses

the library". The former contains code derived from the library,

whereas the latter must be combined with the library in order



to run.

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND

MODIFICATION

  0. This License Agreement applies to any software library or

other program which contains a notice placed by the copyright

holder or other authorized party saying it may be distributed

under the terms of this Lesser General Public License (also

called "this License").

Each licensee is addressed as "you".

  A "library" means a collection of software functions and/or

data prepared so as to be conveniently linked with application

programs (which use some of those functions and data) to

form executables.

  The "Library", below, refers to any such software library or

work which has been distributed under these terms. A "work

based on the Library" means either the Library or any

derivative work under copyright law: that is to say, a work

containing the Library or a portion of it, either verbatim or with

modifications and/or translated straightforwardly into another

language. (Hereinafter, translation is included without limitation

in the term "modification".)

  "Source code" for a work means the preferred form of the

work for making modifications to it. For a library, complete

source code means all the source code for all modules it

contains, plus any associated interface definition files, plus the

scripts used to control compilation and installation of the

library.

  Activities other than copying, distribution and modification

are not covered by this License; they are outside its scope.

The act of running a program using the Library is not

restricted, and output from such a program is covered only if

i ts contents const itute a work based on the Library

(independent of the use of the Library in a tool for writing it).

Whether that is true depends on what the Library does and

what the program that uses the Library does.

  

  1. You may copy and distribute verbatim copies of the

Library's complete source code as you receive it, in any



medium, provided that you conspicuously and appropriately

publish on each copy an appropriate copyright notice and

disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to

this License and to the absence of any warranty; and distribute

a copy of this License along with the Library.

  You may charge a fee for the physical act of transferring a

copy, and you may at your option offer warranty protection in

exchange for a fee.

 

  2. You may modify your copy or copies of the Library or any

portion of it, thus forming a work based on the Library, and

copy and distribute such modifications or work under the terms

of Section 1 above, provided that you also meet all of these

conditions:

a) The modified work must itself be a software library.

b) You must cause the files modified to carry prominent

noticesstating that you changed the files and the date of any

change.

c) You must cause the whole of the work to be licensed at

nocharge to all third parties under the terms of this License.

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a

table of data to be supplied by an application program that

uses the facility, other than as an argument passed when the

facility  is invoked, then you must make a good faith effort to

ensure that, in the event an application does not supply such

function or table, the facility still operates, and performs

whatever part of its purpose remains meaningful.

(For example, a function in a library to compute square roots

has a purpose that is entirely well-defined independent of the

application. Therefore, Subsection 2d requires that any

application-supplied function or table used by this function

must be optional: if the application does not supply it, the

square root function must still compute square roots.)

These requirements apply to the modified work as a whole. If

identifiable sections of that work are not derived from the

Library, and can be reasonably considered independent and

separate works in themselves, then this License, and its terms,

do not apply to those sections when you distribute them as

separate works. But when you distribute the same sections as



part of a whole which is a work based on the Library, the

distribution of the whole must be on the terms of this License,

whose permissions for other licensees extend to the entire

whole, and thus to each and every part regardless of who

wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or

contest your rights to work written entirely by you; rather, the

intent is to exercise the right to control the distribution of

derivative or collective works based on the Library.

In addition, mere aggregation of another work not based on

the Library with the Library (or with a work based on the

Library) on a volume of a storage or distribution medium does

not bring the other work under the scope of this License.

  3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU

General Public License instead of this License to a given copy

of the Library. To do this, you must alter all the notices that

refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU

General Public License, version 2, instead of to this License.

(If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General

Public License has appeared, then you can specify that version

instead if you wish.)  Do not make any other change in these

notices.　

  Once this change is made in a given copy, it is irreversible for

that copy, so the ordinary GNU General Public License applies

to all subsequent copies and derivative works made from that

copy.

  This option is useful when you wish to copy part of the code

of the Library into a program that is not a library.

  4. You may copy and distribute the Library (or a portion or

derivative of it, under Section 2) in object code or executable

form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that

you accompany it with the complete corresponding machine-

readable source code, which must be distributed under the

terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily

used for software interchange.

  If distribution of object code is made by offering access to

copy from a designated place, then offering equivalent access



to copy the source code from the same place satisfies the

requirement to distribute the source code, even though third

parties are not compelled to copy the source along with the

object code.

  5. A program that contains no derivative of any portion of the

Library, but is designed to work with the Library by being

compiled or linked with it, is called a "work that uses the

Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of

the Library, and therefore falls outside the scope of this

License.

  However, linking a "work that uses the Library" with the

Library creates an executable that is a derivative of the Library

(because it contains portions of the Library), rather than a

"work that uses the library". The executable is therefore

covered by this License. Section 6 states terms for distribution

of such executables.

  When a "work that uses the Library" uses material from a

header file that is part of the Library, the object code for the

work may be a derivative work of the Library even though the

source code is not. Whether this is true is especially significant

if the work can be linked without the Library, or if the work is

itself a library. The threshold for this to be true is not precisely

defined by law.

  If such an object file uses only numerical parameters, data

structure layouts and accessors, and small macros and small

inline functions (ten lines or less in length), then the use of the

object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a

derivative work. (Executables containing this object code plus

portions of the Library will still fall under Section 6.)

  Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may

distribute the object code for the work under the terms of

Section 6. Any executables containing that work also fall under

Section 6, whether or not they are linked directly with the

Library itself.

  6. As an exception to the Sections above, you may also

combine or link a "work that uses the Library" with the Library

to produce a work containing portions of the Library, and

distribute that workunder terms of your choice, provided that



the terms permit modification of the work for the customer's

own use and reverse engineering for debugging such

modifications.

  You must give prominent notice with each copy of the work

that the Library is used in it and that the Library and its use

are covered by this License. You must supply a copy of this

License. If the work during execution displays copyright

notices, you must include the copyright notice for the Library

among them, as well as a reference directing the user to the

copy of this License. Also, you must do one of these things:

a) Accompany the work with the complete corresponding

machine-readable source code for the Library including

whatever changes were used in the work (which must be

distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is

an executable linked with the Library, with the complete

machine-readable "work that uses the Library", as object code

and/or source code, so that the user can modify the Library

and then relink to produce a modified executable containing

the modified Library. (It is understood that the user who

changes the contents of definitions files in the Library will not

necessarily be able to recompile the application to use the

modified definitions.)

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the

Library. A suitable mechanism is one that (1) uses at run time a

copy of the library already present on the user's computer

system, rather than copying library functions into the

executable, and (2) will operate properly with a modified

version of the library, if the user installs one, as long as the

modified version is interface-compatible with the version that

the work was made with.

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least

three years, to give the same user the materials specified in

Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of

performing this distribution.

d) If distribution of the work is made by offering access to copy

from a designated place, offer equivalent access to copy the

above specified materials from the same place.

e) Verify that the user has already received a copy of these



materials or that you have already sent this user a copy.

For an executable, the required form of the "work that uses the

Library" must include any data and utility programs needed for

reproducing the executable from it. However, as a special

exception, the materials to be distributed need not include

anything that is normally distributed (in either source or binary

form) with the major components (compiler, kernel, and so on)

of the operating system on which the executable runs, unless

that component itself accompanies the executable.

  It may happen that this requirement contradicts the license

restrictions of other proprietary libraries that do not normally

accompany the operating system. Such a contradiction means

you cannot use both them and the Library together in an

executable that you distribute.　

  7. You may place library facilities that are a work based on

the Library side-by-side in a single library together with other

library facilities not covered by this License, and distribute

such a combined library, provided that the separate distribution

of the work based on the Library and of the other library

facilities is otherwise permitted, and provided that you do

these two things:

a) Accompany the combined library with a copy of the same

work based on the Library, uncombined with any other library

facilities. This must be distributed under the terms of the

Sections above.

b) Give prominent notice with the combined library of the fact

that part of it is a work based on the Library, and explaining

where to find the accompanying uncombined form of the same

work.

  8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or

distribute the Library except as expressly provided under this

License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense,

link with, or distribute the Library is void, and will automatically

terminate your rights under this License. However, parties who

have received copies, or rights, from you under this License

will not have their licenses terminated so long as such parties

remain in full compliance.



  9. You are not required to accept this License, since you

have not signed it. However, nothing else grants you

permission to modify or distribute the Library or its derivative

works. These actions are prohibited by law if you do not

accept this License. Therefore, by modifying or distributing the

Library (or any work based on the Library), you indicate your

acceptance of this License to do so, and all its terms and

conditions for copying, distributing or modifying the Library or

works based on it.

  10. Each time you redistribute the Library (or any work based

on the Library), the recipient automatically receives a license

from the original licensor to copy, distribute, link with or modify

the Library subject to these terms and conditions. You may not

impose any further restrictions on the recipients' exercise of

the rights granted herein. You are not responsible for enforcing

compliance by third parties with this License.　

  11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of

patent infringement or for any other reason (not limited to

patent issues), conditions are imposed on you (whether by

court order, agreement or otherwise) that contradict the

conditions of this License, they do not excuse you from the

conditions of this License. If you cannot distribute so as to

satisfy simultaneously your obligations under this License and

any other pertinent obligations, then as a consequence you

may not distribute the Library at all. For example, if a patent

license would not permit royalty-free redistribution of the

Library by all those who receive copies directly or indirectly

through you, then the only way you could satisfy both it and

this License would be to refrain entirely from distribution of the

Library.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable

under any particular circumstance, the balance of the section

is intended to apply, and the section as a whole is intended to

apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe

any patents or other property right claims or to contest validity

of any such claims; this section has the sole purpose of

protecting the integrity of the free software distribution system

which is implemented by public license practices. Many people

have made generous contributions to the wide range of



software distributed through that system in reliance on

consistent application of that system; it is up to the author/

donor to decide if he or she is willing to distribute software

through any other system and a licensee cannot impose that

choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is

believed to be a consequence of the rest of this License.

  12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in

certain countries either by patents or by copyrighted

interfaces, the original copyright holder who places the Library

under this License may add an expl ic it geographical

distribution limitation excluding those countries, so that

distribution is permitted only in or among countries not thus

excluded. In such case, this License incorporates the limitation

as if written in the body of this License.

  13. The Free Software Foundation may publish revised and/

or new versions of the Lesser General Public License from time

to time. Such new versions will be similar in spirit to the

present version, but may differ in detail to address new

problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number. If the

Library specifies a version number of this License which

applies to it and "any later version", you have the option of

following the terms and conditions either of that version or of

any later version published by the Free Software Foundation. If

the Library does not specify a license version number, you may

choose any version ever published by the Free Software

Foundation.　

  14. If you wish to incorporate parts of the Library into other

free programs whose distribution conditions are incompatible

with these, write to the author to ask for permission. For

software which is copyrighted by the Free Software

Foundation, write to the Free Software Foundation; we

sometimes make exceptions for this. Our decision will be

guided by the two goals of preserving the free status of all

derivatives of our free software and of promoting the sharing

and reuse of software generally.

NO WARRANTY



  15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE,

THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT

PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE

STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR

OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT

WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED,

INCLUDI NG,  BUT NOT LI MITED TO,  THE  I MPLI ED

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A

PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE

QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU.

SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE

COST OF ALL NECESSARY SERVICING,  REPAIR OR

CORRECTION.

  16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW

OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER,

OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR

REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE

LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL,

SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES

ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE

LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA

OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES

SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF

THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE),

EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN

ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

  If you develop a new library, and you want it to be of the

greatest possible use to the public, we recommend making it

free software that everyone can redistribute and change. You

can do so by permitting redistribution under these terms (or,

alternatively, under the terms of the ordinary General Public

License).

  To apply these terms, attach the following notices to the

library. It is safest to attach them to the start of each source

file to most effectively convey the exclusion of warranty; and

each file should have at least the "copyright" line and a

pointer to where the full notice is found.

<one line to give the library's name and a brief idea of what it

END OF TERMS AND CONDITIONS　

How to Apply These Terms to Your NewLibraries



does.>

Copyright © <year>  <name of author>

This library is free software; you can redistribute it and/or

modify it under the terms of the GNU Lesser General Public

License as published by the Free Software Foundation; either

version 2.1 of the License, or (at your option) any later

version.

This library is distributed in the hope that it will be useful, but

WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty

of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR

PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for

more details.

You should have received a copy of the GNU Lesser General

Public License along with this library; if not, write to the Free

Software Foundation, Inc., 51 Franklin Street, Fifth Floor,

Boston, MA  02110-1335  USA

Also add information on how to contact you by electronic and

paper mail.

You should also get  your employer ( if  you work as a

programmer) or your school, if any, to sign a "copyright

disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter

the names:

  Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the

library `Frob' (a library for tweaking knobs) written by James

Random Hacker.

 <signature of Ty Coon>, 1 April 1990

 Ty Coon, President of Vice

That's all there is to it!

MOZILLA PUBLIC LICENSE Version 1.1

                              

1. Definitions.

1.0.1. "Commercial Use" means distribution or otherwise

making the Covered Code available to a third party.



1.1. "Contributor" means each enti ty that creates or

contributes to  the creation of Modifications.

1.2. "Contributor Version" means the combination of the

Original Code, prior Modifications used by a Contributor, and

the Modifications made by that particular Contributor.

1.3. "Covered Code" means the Original Code or Modifications

or the  combination of the Original Code and Modifications, in

each case  including portions thereof.

1.4. "Electronic Distribution Mechanism" means a mechanism

generally  accepted in the software development community

for the electronic  transfer of data.

1.5. "Executable" means Covered Code in any form other than

Source Code.

1.6. "Initial Developer" means the individual or entity identified

as the Initial Developer in the Source Code notice required by

Exhibit A.

1.7. "Larger Work" means a work which combines Covered

Code or portions thereof with code not governed by the terms

of this License.

1.8. "License" means this document.

1.8.1. "Licensable" means having the right to grant, to the

maximum extent possible, whether at the time of the initial

grant or subsequently acquired, any and all of the rights

conveyed herein.

1.9. "Modifications" means any addition to or deletion from the

substance or structure of either the Original Code or any

previous Modifications. When Covered Code is released as a

series of files, a Modification is:

A. Any addition to or deletion from the contents of a file

containing Original Code or previous Modifications.

B. Any new file that contains any part of the Original Code or

previous Modifications.

1.10. "Original Code" means Source Code of computer



software code which is described in the Source Code notice

required by Exhibit A as Original Code, and which, at the time

of its release under this License is not already Covered Code

governed by this License.

1.10.1. "Patent Claims" means any patent claim(s), now

owned or hereafter acquired, including without limitation,

method, process, and apparatus claims, in any patent

Licensable by grantor.

1.11. "Source Code" means the preferred form of the Covered

Code for making modifications to it, including all modules it

contains, plus any associated interface definition files, scripts

used to control compilation and installation of an Executable,

or source code differential comparisons against either the

Original Code or another well known, available Covered Code

of the Contributor's choice. The Source Code can be in a

compressed or archival form, provided the appropriate

decompression or de-archiving software is widely available for

no charge.

1.12. "You" (or "Your")  means an individual or a legal entity

exercising rights under, and complying with all of the terms of,

this License or a future version of this License issued under

Section 6.1.   For legal entities, "You" includes any entity

which controls, is controlled by, or is under common control

with You. For purposes of this definition, "control" means (a)

the power, direct or indirect, to cause the direction or

management of such entity, whether by contract or otherwise,

or (b) ownership of more than fifty percent (50%) of the

outstanding shares or beneficial ownership of such entity.

2. Source Code License.

2.1. The Initial Developer Grant.

The Initial Developer hereby grants You a world-wide, royalty-

free, non-exclusive license, subject to third party intellectual

property claims:

(a)  under intellectual property rights (other than patent or

trademark) Licensable by Initial Developer to use, reproduce,

modify, display, perform, sublicense and distribute the Original

Code (or portions thereof) with or without Modifications, and/

or as part of a Larger Work; and



(b) under Patents Claims infringed by the making, using or

selling of Original Code, to make, have made, use, practice,

sell, and offer for sale, and/or otherwise dispose of the Original

Code (or portions thereof).

(c) the licenses granted in this Section 2.1(a) and (b) are

effective on the date Initial Developer first distributes Original

Code under the terms of this License.

(d) Notwithstanding Section 2.1(b) above, no patent license is

granted: 1) for code that You delete from the Original Code; 2)

separate from the Original Code;  or 3) for infringements

caused by: i) the modification of the Original Code or ii) the

combination of the Original Code with other software or

devices.

2.2. Contributor Grant.

Subject to third party intellectual property claims, each

Contributor hereby grants You a world-wide, royalty-free, non-

exclusive license

(a)  under intellectual property rights (other than patent or

trademark) Licensable by Contributor, to use, reproduce,

modify, display, perform, sublicense and distribute the

Modifications created by such Contributor (or portions thereof)

either on an unmodified basis, with other Modifications, as

Covered Code and/or as part of a Larger Work; and

(b) under Patent Claims infringed by the making, using, or

selling of Modifications made by that Contributor either alone

and/or in combination with its Contributor Version (or portions

of such combination), to make, use, sell, offer for sale, have

made, and/or otherwise dispose of: 1) Modifications made by

that Contributor (or portions thereof); and 2) the combination

of Modifications made by that Contributor with its Contributor

Version (or portions of such combination).

 (c) the licenses granted in Sections 2.2(a) and 2.2(b) are

effective on the date Contributor first makes Commercial Use of

the Covered Code.

(d)    Notwithstanding Section 2.2(b) above, no patent license

is granted: 1) for any code that Contributor has deleted from

the Contributor Version; 2)  separate from the Contributor

Version; 3)  for infringements caused by: i) third party



modifications of Contributor Version or ii)  the combination of

Modifications made by that Contributor with other software

(except as part of the Contributor Version) or other devices; or

4) under Patent Claims infringed by Covered Code in the

absence of Modifications made by that Contributor.

3. Distribution Obligations.

3.1. Application of License.

The Modifications which You create or to which You contribute

are governed by the terms of this License, including without

limitation Section 2.2. The Source Code version of Covered

Code may be distributed only under the terms of this License

or a future version of this License released under Section 6.1,

and You must include a copy of this License with every copy of

the Source Code You distribute. You may not offer or impose

any terms on any Source Code version that alters or restricts

the applicable version of this License or the recipients' rights

hereunder. However, You may include an additional document

offering the additional rights described in Section 3.5.

3.2. Availability of Source Code.

Any Modification which You create or to which You contribute

must be made available in Source Code form under the terms

of this License either on the same media as an Executable

version or via an accepted Electronic Distribution Mechanism

to anyone to whom you made an Executable version available;

and if made available via Electronic Distribution Mechanism,

must remain available for at least twelve (12) months after the

date it initially became available, or at least six (6) months

after a subsequent version of that particular Modification has

been made available to such recipients. You are responsible for

ensuring that the Source Code version remains available even

if the Electronic Distribution Mechanism is maintained by a

third party.

3.3. Description of Modifications.

You must cause all Covered Code to which You contribute to

contain a file documenting the changes You made to create

that Covered Code and the date of any change. You must

include a prominent statement that the Modification is derived,

directly or indirectly, from Original Code provided by the Initial

Developer and including the name of the Initial Developer in (a)

the Source Code, and (b) in any notice in an Executable



version or related documentation in which You describe the

origin or ownership of the Covered Code.

3.4. Intellectual Property Matters

(a) Third Party Claims.

If Contributor has knowledge that a license under a third

party's intellectual property rights is required to exercise the

rights granted by such Contributor under Sections 2.1 or 2.2,

Contributor must include a text file with the Source Code

distribution titled "LEGAL" which describes the claim and the

party making the claim in sufficient detail that a recipient will

know whom to contact. If Contributor obtains such knowledge

after the Modification is made available as described in Section

3.2, Contributor shall promptly modify the LEGAL file in all

copies Contributor makes available thereafter and shall take

other steps (such as notifying appropriate mailing lists or

newsgroups) reasonably calculated to inform those who

received the Covered Code that new knowledge has been

obtained.

(b) Contributor APIs.

If  Contr ibutor's Modif ications include an application

programming interface and Contributor has knowledge of

patent licenses which are reasonably necessary to implement

that API, Contributor must also include this information in the

LEGAL file.

 (c)    Representations.

Contributor represents that, except as disclosed pursuant to

Section 3.4(a) above, Contributor believes that Contributor's

Modifications are Contributor's original creation(s) and/or

Contributor has sufficient rights to grant the rights conveyed

by this License.

3.5. Required Notices.

You must duplicate the notice in Exhibit A in each file of the

Source Code. If it is not possible to put such notice in a

particular Source Code file due to its structure, then You must

include such notice in a location (such as a relevant directory)

where a user would be likely to look for such a notice. If You

created one or more Modification(s) You may add your name

as a Contributor to the notice described in Exhibit A. You must

also duplicate this License in any documentation for the

Source Code where You describe recipients' r ights or



ownership rights relating to Covered Code. You may choose to

offer, and to charge a fee for, warranty, support, indemnity or

liability obligations to one or more recipients of Covered Code.

However, You may do so only on Your own behalf, and not on

behalf of the Initial Developer or any Contributor. You must

make it absolutely clear than any such warranty, support,

indemnity or liability obligation is offered by You alone, and

You hereby agree to indemnify the Initial Developer and every

Contributor for any liability incurred by the Initial Developer or

such Contributor as a result of warranty, support, indemnity or

liability terms You offer.

3.6. Distribution of Executable Versions.

You may distribute Covered Code in Executable form only if the

requirements of Section 3.1-3.5 have been met for that

Covered Code, and if You include a notice stating that the

Source Code version of the Covered Code is available under

the terms of this License, including a description of how and

where You have fulfilled the obligations of Section 3.2. The

notice must be conspicuously included in any notice in an

Executable version, related documentation or collateral in

which You describe recipients' rights relating to the Covered

Code. You may distribute the Executable version of Covered

Code or ownership rights under a license of Your choice, which

may contain terms different from this License, provided that

You are in compliance with the terms of this License and that

the license for the Executable version does not attempt to limit

or alter the recipient's rights in the Source Code version from

the rights set forth in this License. If You distribute the

Executable version under a different license You must make it

absolutely clear that any terms which differ from this License

are offered by You alone, not by the Initial Developer or any

Contributor. You hereby agree to indemnify the Initial

Developer and every Contributor for any liability incurred by

the Initial Developer or such Contributor as a result of any

such terms You offer.

3.7. Larger Works.

You may create a Larger Work by combining Covered Code

with other code not governed by the terms of this License and

distribute the Larger Work as a single product. In such a case,

You must make sure the requirements of this License are

fulfilled for the Covered Code.



4. Inability to Comply Due to Statute or Regulation.

 If it is impossible for You to comply with any of the terms of

this License with respect to some or all of the Covered Code

due to statute, judicial order, or regulation then You must: (a)

comply with the terms of this License to the maximum extent

possible; and (b) describe the limitations and the code they

affect. Such description must be included in the LEGAL file

described in Section 3.4 and must be included with all

distributions of the Source Code. Except to the extent

prohibited by statute or regulation, such description must be

sufficiently detailed for a recipient of ordinary skill to be able to

understand it.

5. Application of this License.

This License applies to code to which the Initial Developer has

attached the notice in Exhibit A and to related Covered Code.

6. Versions of the License.

6.1. New Versions.

Netscape Communications Corporation ("Netscape") may

publish revised and/or new versions of the License from time to

time. Each version will be given a distinguishing version

number.

6.2. Effect of New Versions.

Once Covered Code has been published under a particular

version of the License, You may always continue to use it

under the terms of that version. You may also choose to use

such Covered Code under the terms of any subsequent version

of the License published by Netscape. No one other than

Netscape has the right to modify the terms applicable to

Covered Code created under this License.

6.3. Derivative Works.

If You create or use a modified version of this License (which

you may only do in order to apply it to code which is not

already Covered Code governed by this License), You must (a)

rename Your l icense so that  the phrases "Mozil la",

"MOZILLAPL", "MOZPL", "Netscape", "MPL", "NPL" or any

confusingly similar phrase do not appear in your license

(except to note that your license differs from this License) and

(b) otherwise make it clear that Your version of the license

contains terms which differ from the Mozilla Public License and



Netscape Public License. (Filling in the name of the Initial

Developer, Original Code or Contributor in the notice described

in Exhibit A shal l not of themselves be deemed to be

modifications of this License.)

7. DISCLAIMER OF WARRANTY.

COVERED CODE IS PROVIDED UNDER THIS LICENSE ON AN

"AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER

EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION,

WARRANTIES THAT THE COVERED CODE IS FREE OF

DEFECTS, MERCHANTABLE, FIT FOR A PARTICULAR

PURPOSE OR NON-INFRINGING. THE ENTIRE RISK AS TO THE

QUALITY AND PERFORMANCE OF THE COVERED CODE IS

WITH YOU. SHOULD ANY COVERED CODE PROVE DEFECTIVE

IN ANY RESPECT, YOU (NOT THE INITIAL DEVELOPER OR ANY

OTHER CONTRIBUTOR) ASSUME THE COST OF ANY

NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. THIS

DISCLAIMER OF WARRANTY CONSTITUTES AN ESSENTIAL

PART OF THIS LICENSE. NO USE OF ANY COVERED CODE IS

AUTHOR IZED HEREUNDER  EXCEP T UNDER  TH I S

DISCLAIMER.

8. TERMINATION.

8.1. This License and the rights granted hereunder will

terminate automatically if You fail to comply with terms herein

and fail to cure such breach within 30 days of becoming aware

of the breach. All sublicenses to the Covered Code which are

properly granted shall survive any termination of this License.

Provisions which, by their nature, must remain in effect beyond

the termination of this License shall survive.

8.2. If You initiate litigation by asserting a patent infringement

claim (excluding declatory judgment actions) against Initial

Developer or a Contributor (the Initial Developer or Contributor

against whom You f i le such action is referred to as

"Participant")  alleging that:

(a)  such Participant's Contributor Version directly or indirectly

infringes any patent, then any and all rights granted by such

Participant to You under Sections 2.1 and/or 2.2 of this

License shall, upon 60 days notice from Participant terminate

prospectively, unless if within 60 days after receipt of notice

You either: (i) agree in writing to pay Participant a mutually

agreeable reasonable royalty for Your past and future use of

Modifications made by such Participant, or (ii) withdraw Your



litigation claim with respect to the Contributor Version against

such Participant. If within 60 days of notice, a reasonable

royalty and payment arrangement are not mutually agreed

upon in writing by the parties or the litigation claim is not

withdrawn, the rights granted by Participant to You under

Sections 2.1 and/or 2.2 automatically terminate at the

expiration of the 60 day notice period specified above.

(b)  any software, hardware, or device, other than such

Participant's Contributor Version, directly or indirectly infringes

any patent, then any rights granted to You by such Participant

under Sections 2.1(b) and 2.2(b) are revoked effective as of

the date You first made, used, sold, distributed, or had made,

Modifications made by that Participant.

8.3. If You assert a patent infringement claim against

Participant alleging that such Participant's Contributor Version

directly or indirectly infringes any patent where such claim is

resolved (such as by license or settlement) prior to the

initiation of patent infringement litigation, then the reasonable

value of the licenses granted by such Participant under

Sections 2.1 or 2.2 shall be taken into account in determining

the amount or value of any payment or license.

8.4. In the event of termination under Sections 8.1 or 8.2

above, all end user license agreements (excluding distributors

and resellers) which have been validly granted by You or any

distributor hereunder prior to termination shall survive

termination.

9. LIMITATION OF LIABILITY.

UNDER NO CIRCUMSTANCES AND UNDER NO LEGAL

THEORY, WHETHER TORT (INCLUDING NEGLIGENCE),

CONTRACT, OR OTHERWISE, SHALL YOU, THE INITIAL

DEVELOPER ,  ANY OTHER CONTRIBUTOR,  OR ANY

DISTRIBUTOR OF COVERED CODE, OR ANY SUPPLIER OF

ANY OF SUCH PARTIES, BE LIABLE TO ANY PERSON FOR ANY

INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL

DAMAGES OF ANY CHARACTER INCLUDING, WITHOUT

LIMITATION, DAMAGES FOR LOSS OF GOODWILL, WORK

STOPPAGE, COMPUTER FAILURE OR MALFUNCTION, OR ANY

AND ALL OTHER COMMERCIAL DAMAGES OR LOSSES, EVEN

IF SUCH PARTY SHALL HAVE BEEN INFORMED OF THE

POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. THIS LIMITATION OF

LIABILITY SHALL NOT APPLY TO LIABILITY FOR DEATH OR



PERSONAL INJURY RESULTING FROM SUCH PARTY'S

NEGLIGENCE TO THE EXTENT APPLICABLE LAW PROHIBITS

SUCH LIMITATION. SOME JURISDICTIONS DO NOT ALLOW

THE EXCLUSION OR LIMITATION OF INCIDENTAL OR

CONSEQUENTIAL DAMAGES, SO THIS EXCLUSION AND

LIMITATION MAY NOT APPLY TO YOU.

10. U.S. GOVERNMENT END USERS.

The Covered Code is a "commercial item," as that term is

def ined in 48 C.F.R. 2.101 (Oct. 1995), consisting of

"commercial computer software" and "commercial computer

software documentation," as such terms are used in 48 C.F.R.

12.212 (Sept. 1995). Consistent with 48 C.F.R. 12.212 and

48 C.F.R. 227.7202-1 through 227.7202-4 (June 1995), all

U.S. Government End Users acquire Covered Code with only

those rights set forth herein.

11. MISCELLANEOUS.

This License represents the complete agreement concerning

subject matter hereof. If any provision of this License is held to

be unenforceable, such provision shall be reformed only to the

extent necessary to make it enforceable. This License shall be

governed by California law provisions (except to the extent

applicable law, if any, provides otherwise), excluding its

conflict-of-law provisions. With respect to disputes in which at

least one party is a citizen of, or an entity chartered or

registered to do business in the United States of America, any

litigation relating to this License shall be subject to the

jurisdiction of the Federal Courts of the Northern District of

California, with venue lying in Santa Clara County, California,

with the losing party responsible for costs, including without

limitation, court costs and reasonable attorneys' fees and

expenses. The application of the United Nations Convention on

Contracts for the International Sale of Goods is expressly

excluded. Any law or regulation which provides that the

language of a contract shall be construed against the drafter

shall not apply to this License.

12. RESPONSIBILITY FOR CLAIMS.

As between Initial Developer and the Contributors, each party

is responsible for claims and damages arising, directly or

indirectly, out of its utilization of rights under this License and

You agree to work with Initial Developer and Contributors to

distribute such responsibility on an equitable basis. Nothing



herein is intended or shall be deemed to constitute any

admission of liability.

13. MULTIPLE-LICENSED CODE.

Initial Developer may designate portions of the Covered Code

as "Multiple-Licensed". "Multiple-Licensed" means that the

Initial Developer permits you to utilize portions of the Covered

Code under Your choice of the NPL or the alternative licenses,

if any, specified by the Initial Developer in the file described in

Exhibit A.

EXHIBIT A -Mozilla Public License.

`The contents of this file are subject to the Mozilla Public

License Version 1.1 (the "License"); you may not use this file

except in compliance with the License. You may obtain a copy

of the License at http://www.mozilla.org/MPL/

Software distributed under the License is distributed on an "AS

IS" basis, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, either express

or implied. See the License for the specific language governing

rights and limitations under the License.

The Original Code is ______________________________________.

The Initial Developer of the Original Code is ___________________

_____.

Portions created by ______________________ are Copyright © ____

__

_______________________. All Rights Reserved.

Contributor(s): ______________________________________.

Alternatively, the contents of this file may be used under the

terms of the _____ license (the  "[___] License"), in which case

the provisions of [______] License are applicable instead of

those above. If you wish to allow use of your version of this file

only under the terms of the [____] License and not to allow

others to use your version of this file under the MPL, indicate

your decision by deleting  the provisions above and replace

them with the notice and other provisions required by the [___]

License. If you do not delete the provisions above, a recipient

may use your version of this file under either the MPL or the [_

__] License."



[NOTE: The text of this Exhibit A may differ slightly from the

text of the notices in the Source Code files of the Original

Code. You should use the text of this Exhibit A rather than the

text found in the Original Code Source Code for Your

Modifications.]

■Pixman

Copyright 1987, 1988, 1989, 1998  The Open Group

Copyright 1987, 1988, 1989 Digital Equipment Corporation

Copyright 1999, 2004, 2008 Keith Packard

Copyright 2000 SuSE, Inc.

Copyright 2000 Keith Packard, member of The XFree86

Project, Inc.

Copyright 2004, 2005, 2007, 2008, 2009, 2010 Red Hat,

Inc.

Copyright 2004 Nicholas Miell

Copyright 2005 Lars Knoll & Zack Rusin, Trolltech

Copyright 2005 Trolltech AS

Copyright 2007 Luca Barbato

Copyright 2008 Aaron Plattner, NVIDIA Corporation

Copyright 2008 Rodrigo Kumpera

Copyright 2008 André Tupinambá

Copyright 2008 Mozilla Corporation

Copyright 2008 Frederic Plourde

Copyright 2009, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Copyright 2009, 2010 Nokia Corporation

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

ob ta in ing  a  copy of  th is so ft ware and  associa ted

documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to

use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/

or sell copies of the Software, and to permit persons to whom

the Software is furnished to do so, subject to the following

conditions:

The above copyright notice and this permission notice

(including the next paragraph) shall be included in all copies

or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR



COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES

OR OTHER LIABILITY,  WHETHER IN AN ACTI ON OF

CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF

OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR

OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

 */

■Unicode

This product includes modified work of Unicode Character

Databases listed below.

-BidiMirroring.txt

-CaseFolding.txt

-LineBreak.txt

-UnicodeData.txt

Unicode Data Files include all data files under the directories

http://www.unicode.org/Public/, http://www.unicode.org/

reports/, and http://www.unicode.org/cldr/data/. Unicode Data

Files do not include PDF online code charts under the

directory http://www.unicode.org/Public/. Software includes

any source code published in the Unicode Standard or under

the directories http://www.unicode.org/Public/, http://www.

unicode.org/reports/, and http://www.unicode.org/cldr/data/.

NOTICE TO USER: Careful ly read the fol lowing legal

agreement. BY DOWNLOADING, INSTALLING, COPYING OR

OTHERWISE USING UNICODE INC.'S DATA FILES ("DATA

FI LES") ,  AND/OR SOFTWARE ("SOFTWARE") ,  YOU

UNEQUIVOCALLY ACCEPT, AND AGREE TO BE BOUND BY, ALL

OF THE TERMS AND CONDITIONS OF THIS AGREEMENT. IF

YOU DO NOT AGREE, DO NOT DOWNLOAD, INSTALL, COPY,

DISTRIBUTE OR USE THE DATA FILES OR SOFTWARE.

COPYRIGHT AND PERMISSION NOTICE

Copyright © 1991-2011 Unicode, Inc. All rights reserved.

Distributed under the Terms of Use inhttp://www.unicode.org/

copyright.html.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

obtaining a copy of the Unicode data files and any associated

documentation (the "Data Files") or Unicode software and any

associated documentation (the "Software") to deal in the Data

Files or Software without restriction, including without limitation

the rights to use, copy, modify, merge, publish, distribute, and/

UNICODE, INC. LICENSE AGREEMENT - DATA FILES AND

SOFTWARE



or sell copies of the Data Files or Software, and to permit

persons to whom the Data Files or Software are furnished to

do so, provided that (a) the above copyright notice(s) and this

permission notice appear with all copies of the Data Files or

Software, (b) both the above copyright notice(s) and this

permission notice appear in associated documentation, and (c)

there is clear notice in each modified Data File or in the

Software as well as in the documentation associated with the

Data File(s) or Software that the data or software has been

modified.

THE DATA FILES AND SOFTWARE ARE PROVIDED "AS IS",

WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED,

INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF

MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE

AND NONINFRINGEMENT OF THIRD PARTY RIGHTS. IN NO

EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR HOLDERS

INCLUDED IN THIS NOTICE BE LIABLE FOR ANY CLAIM, OR

ANY SPECIAL INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, OR

ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF

USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF

CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION,

ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR

PERFORMANCE OF THE DATA FILES OR SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of a copyright

holder shall not be used in advertising or otherwise to promote

the sale, use or other dealings in these Data Files or Software

without prior written authorization of the copyright holder.

Unicode and the Unicode logo are trademarks of Unicode, Inc.

in the United States and other countries. All third party

trademarks referenced herein are the property of their

respective owners

■Android related

Copyright © 2005-2011 The Android Open Source Project

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the

"License"); you may not use this file except in compliance with

the License. You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing,

software distributed under the License is distributed on an "AS

IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY

KIND, either express or implied. See the License for the

specific language governing permissions and limitations under



Copyright © 1998-2009 PacketVideo

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the

"License"); you may not use this file except in compliance with

the License. You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing,

software distributed under the License is distributed on an "AS

IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY

KIND, either express or implied. See the License for the

specific language governing permissions and limitations under

the License.

the License.

Copyright © 2007-2009 The Khronos Group Inc. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

ob ta in ing  a  copy of  th is so ft ware and  associa ted

documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to

use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/

or sell copies of the Software, and to permit persons to whom

the Software is furnished to do so, subject to the following

conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be

included in all copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR

COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES

OR OTHER LIABILITY,  WHETHER IN AN ACTI ON OF

CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF

OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR

OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

SGI FREE SOFTWARE LICENSE B (Version 2.0, Sept. 18,

2008) 

Copyright © [dates of first publication] Silicon Graphics, Inc. All

Rights Reserved.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

ob ta in ing  a  copy of  th is so ft ware and  associa ted

documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to



use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/

or sell copies of the Software, and to permit persons to whom

the Software is furnished to do so, subject to the following

conditions:

The above copyright notice including the dates of first

publication and either this permission notice or a reference to

http://oss.sgi.com/projects/FreeB/ shall be included in all

copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT.  IN NO EVENT SHALL SILICON

GRAPHICS, INC. BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR

OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,

TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN

CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER

DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of Silicon

Graphics, Inc. shall not be used in advertising or otherwise to

promote the sale, use or other dealings in this Software

without prior written authorization from Silicon Graphics, Inc

■Public Suffix List

This product contains unmodified source code used under the

terms of the Mozilla Public License (http://mozilla.org/MPL/).

You may download the source code used in the product from

http://publicsuffix.org.

■Anti-Grain Geometry

The Anti-Grain Geometry Project

A high quality rendering engine for C++

http://antigrain.com

　

Anti-Grain Geometry - Version 2.3 

Copyright © 2002-2005 Maxim Shemanarev (McSeem) 

　

Permission to copy, use, modify, sell and distribute this

software is granted provided this copyright notice appears in

all copies. This software is provided "as is" without express or

implied warranty, and with no claim as to its suitability for any

purpose.

　

■Little CMS



Little CMS

Copyright © 1998-2010 Marti Maria Saguer

　

Permission is hereby granted, free of charge, to any person

ob ta in ing  a  copy of  th is so ft ware and  associa ted

documentation files (the "Software"), to deal in the Software

without restriction, including without limitation the rights to

use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/

or sell copies of the Software, and to permit persons to whom

the Software is furnished to do so, subject to the following

conditions:

　

The above copyright notice and this permission notice shall be

included in all copies or substantial portions of the Software.

　

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY

OF ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT

LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY,

F I TNES S  FO R  A  PA RT I CUL A R  PU RPO SE  AN D

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR

COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES

OR OTHER LIABILITY,  WHETHER IN AN ACTI ON OF

CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF

OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR

OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

　

■libtiff

　

Copyright © 1988-1997 Sam Leffler

Copyright © 1991-1997 Silicon Graphics, Inc.

　

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this

software and its documentation for any purpose is hereby

granted without fee, provided that (i) the above copyright

notices and this permission notice appear in all copies of the

software and related documentation, and (ii) the names of Sam

Leffler and Silicon Graphics may not be used in any advertising

or publicity relating to the software without the specific, prior

written permission of Sam Leffler and Silicon Graphics.

　

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS-IS" AND WITHOUT

WARRANTY  OF  ANY KI ND,  EXPRESS,  IMPL IED OR

OTHERWISE,  INCLUDING WITHOUT LIMITATION, ANY

WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A



PARTICULAR PURPOSE. 

　

IN NO EVENT SHALL SAM LEFFLER OR SILICON GRAPHICS

BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INCIDENTAL, INDIRECT OR

CONSEQUENTIAL DAMAGES OF ANY KIND, OR ANY DAMAGES

WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR

PROFITS, WHETHER OR NOT ADVISED OF THE POSSIBILITY

OF DAMAGE, AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, ARISING

OUT  OF  O R I N  CONNECT I ON WI TH  THE  USE  OR

PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

■FDLIBM

Copyright © 2004 by Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.

Permission to use, copy, modify, and distribute this software is freely

granted, provided that this notice is preserved.

■libzip

Copyright (C) 1999-2014  Dieter Baron and Thomas Klausner

The authors can be contacted at libzip@nih.at

Redistribution and use in source and binary forms, with or without

modification, are permitted provided that the following conditions are

met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer in the

documentation and/or other materials provided with the distribution.

3. The names of the authors may not be used to endorse or promote

products derived from this software without specific prior written

permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHORS ``AS IS'' AND

ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT

LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY

AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN

NO EVENT SHALL THE AUTHORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT,

INDIRECT,  INCIDENTAL,  SPECIAL,  EXEMPLARY,  OR

CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,

PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF



USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER

CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN

CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE

OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH

DAMAGE.




